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昭和 30 年 9 月 (1955)] 


山 虫 の 自然 感染 及び 実験 的 感染 に 関す る 研究 


矢 


慶応 義 学 医学 部 寄生 学 教 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 30 年 1 月 12 日 受領 ) 


私 は さき に 斑 虫 の 自然 感染 た つい て 観察 を 試み た 。 そ 
の 目的 は , の 自然 感染 が 如何 な る 頻 お こつ て い 
る か , また それ に 季節 的 な 消長 が ある か 否 か を 明らか に 
する こと で あつ た 。 そ の 所 見 に つい て は 既に 発表 し た 。 

自然 感染 の 季節 的 消長 を 明らか に する に は , 貝 卵 を 忠 
下 し て 感染 し た 虫 体 が 成熟 し , 排卵 を 義 始 する 和 の 日 数 
を 知る こと が 是非 共 必 要 で ある 。 こ の 点 た つい て は 既に 
外国 に ゃ 我が国 に も , 人 体感 染 実 験 に よる 成績 が 少な か 
ら ず 報告 され て いる 。 併 し その 数 値 は 必ず し ゃ 一 致し て 
いな い 。 

私 が 行 つ た 貞 虫 の 自然 感染 の 観察 に 於 て , 完全 駅 虫 後 
排 九 す る 造 の 日 数 は 従来 の 報告 に と 比較 し て 短 か い も の が 
少な か ら ず あつ た 。 又 感染 態度 に 差 が あり , 年 間 を 通じ 
て 或 家族 は 多く 再 感染 し , 或 家 族 は 感染 し 難く 常に 虫 卵 
陰性 を 保持 し て いた 。 又 同一 環境 下 で 家族 の 殆 ん ど が 再 
感染 し て いる の に 拘ら ず , 家族 中 の 1 名 又は 2 名 が 常に 
虫 卵 陰 性 で 感染 し 難い こと が み ら れ た 。 こ の こと は 成就 
の 機会 の み で 納得 出来 な いも の が あり , 何 
か 感染 に 対す る 感受 性 に 個人 的 差異 が ある の で は な いか 
と 思わ れ た の で ある 。 以上 の 如き 疑問 を 解決 する 目的 
で , 18 名 の 人 々 の 同意 を 得 叉 私 自身 成熟 卵 を 試食 し て 感 
指 実 験 を 行 つ た 。 

実験 材料 と 方 法 

本 実験 は 昭和 23 年 12 月 下旬 に 行 つ た 。 伺 用 し た 貝 卵 
は 感染 者 の を 沈 に ょ り 洗 , 集 し た も の と 
場 で 得 ら れ た 5 の 子宮 下部 1 の 所 か ら 
得 た 受精 で ある 。 の 受精 卵 を 予 し 

Yajima Toshio, Studies on the natural and ex- 

perimental infection of Ascaris lumdricoides in 

man. II. Studies on the experimental infection 
of pig and human ascaris in man. (Department 


of Parasitology, School of Medicine, Keio Uni- 
versity, Tokyo, Japan) 


た 瓦 上 た に , シャ ー レ 中 に , 1 ォ ル マ 
リン 水 を 入れ , 27°C の 器 中 に 納め 35 日 間 養 
し た 。 こ の 培養 卵 の 1 部 を マツ ッ ス え に 試 倉 せ し め 感 染 能 力 
の ある 事 を 確認 し た 後に 試食 に 供し た 。 

被 検 者 は 自然 感染 の 観察 実験 者 の 中 か ら 撰 択 的 に 19 
名 を と り , 人 正 試 食 試 験 た 重点 を お いて 行 つ た 。 即 ち 家 
族 の 全部 又は 大 部 分 の 者 が 虫 卵 隆 者 で ある 家族 より 5 
名 , 又 感 染 者 の 多い 家族 で あり 人 衝 ら 本 人 の み 虫 卵 陰性 を 
続け て いる 者 より 4 名 , 全員 再 感 染 し て いる 4 家族 より 
1 名 あて 4 名 , 合計 13 名 た に 人 環 卵 を 試食 させ た 。 残り 
6 名 た に は 豚 興 を 使用 し た 。 被 検 者 は 虫 卵 試食 前 貝 卵 保 有 
の 有無 た に 拘ら ず , 一 応 全員 に へ ノ ポ ヂ 洒 及 び ヘ へ キシ ー ル 
レゾ アル シ ン を 服用 させ て , 保有 虫 体 の 原 除 を 行 つ た 。 尿 
除 薬 服用 後 1 週間 か ら 10 日 以 内 た 培養 45 日 内 外 の 位 上 虫 
包 を 20~25 個 宛 させ た 。 か る 早期 に 虫 を 
嘩 下さ せ た の は 服薬 後 貝 卵 試食 ょ で の 間 に 自 然 感染 が 起 
る か も 知れ な いと 云う 条件 を な る 可 く 必 け る た めで あ 
る 。 従 つて 後に な っ つて, 即ち 服薬 後 2 週間 目 及 び 3 週間 
目 の 検査 に 貝 卵 を 排出 し 続け て お り , 完全 原虫 され な か 
つた こと が 明らか に な つて , 本 実験 より 除外 し な けれ ば 
な ら な い 者 も 出 た 。 虫 卵 試食 後 の 栓 便 検査 は 先 人 の 成績 
こ 依存 し 40 は 10 日 た 予定 で あつ た が , 前 
記 検 査 後 32 日 目 に 至り 豚 上 卵 試食 者 中 より 2 名 の 者 が 
虫 卵 を 排出 する に 至 つ た の で , 訪 後 は 2 日 目 乃 至 5 昌 目 
に つた 。 従 つて 32 日 目 前 の 10 日 間 が な つて い 
る 。 後 の 希望 者 に 対し て は へ ノ ポ , サン ト 
= ン 及 び 海 人 草 を 用 いて を し た 。 除 服 
用 後 は 10 昌 間 , 全便 を 検査 し , 貝 体 数 , 雌雄 別 , 体長 , 
体重 の 検査 を 行 つ た 。 

実験 成績 

I. 臨床 症状 。 私 自身 虫 卵 試食 後 然 床 し た の で 詳細 を 
調査 出来 な か つた 。 私 自身 の 症状 と , 共に 試食 し た 家族 
の 者 6 名 並 に 1 ヵ月 後 質 問 と こと ょ り 聴取 し た 10 名 の 所 見 
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を 述べ る と , 私 自身 の 場合 は 虫 卵 試食 後 7 日 目 た 至り 曖 
始ま り , 悪寒 発 度 8 分 , 頭痛 伴い , 
感 四 の 手当 を し た 。 翌 日 に 至り 前 記 症 状 増強 し , 体温 は 
39 度 8 分 , 右 胸 下 部 に 性 を し に 血液 
を 混 じ た 。 急 性 肺炎 の 診断 の 下 に え ル ファ ミン 剤 及び ペ 
= シリ ン 30 万 単位 の 注射 を 受け た 。 翌 9 日 目 た に 至り 体 
山 38 度 3 分 と な り , 以後 急速 に 解熱 , 胸部 所 見 も 消失 
し , 第 14 病 日 に 至り 離 床 し た 。 この 頃 基 麻 疹 が 生じ , 
1 週間 目 を 上 た と 2 週間 に て 消失 し た 。 

私 の 家族 6 名 及び 他 の 12 名 に 認め られ た 主 な 症状 は 
, , 発 頭痛 , 麻 疹 の 5 つっ で あつ た 。 

貝 卵 試食 後 中 に の 現われ る 日 数 。 人 
試食 者 13 名 中 11 名 が を 排 し , 豚 試食 者 
4 名 中 3 名 が 同じ く 排 卵 す る に 至っ つた 。 最 短 日 数 は 豚 上 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・ 第 3 号 


然るに 第 10 週 に 入る や 前 記 貝 卵 消失 者 が 再び 排卵 を 始 
め , この 時 は 排卵 も 容 定 し 増量 され て いつ た 。 第 10 週 
に は この 他人 3 名, 豚 1 名 の 排卵 者 を みた 。 第 
11 週 で は 人 山 で 3 名 が 排卵 し 第 10 週 に 次 いで 多い 。 第 
12 週 , 第 13 週 で は 各 1 名 の 排卵 者 が み ら れ た 。 人 委 お 人 
上 食 者 の 中 の 2 名 と 豚 食 者 の 1 名 は 第 15 
る も 排 みち られ な か つた 。 第 1 表 に 試食 後 虫 卵 発見 
の 日 数 及び 週 を 示す 。 

III. 寄生 虫 体 数 と その 体長 , 体重 に つい て 。 成虫 と な 
つた 上 遇 虫 は どの 位 人 体内 で 生存 する も の で あろ うぅ うか を 知 
ろう と 試み た 。 然 し 実際 は 自然 感染 が 加わ る し , 試食 者 
は その 後 種々 な る 身体 上 の 故障 を 理由 に 叉 除 を 希望 する 
者 が 多く , 従 つ て 大 部 分 の 人 々 は 選 除 し な けれ ば な ら な 
か つた (第 2 表 )。 即ち No.4 は 140 日 目 に 叉 除 を 行 つ 


第 1 表 人 , 豚 成熟 卵 試食 後 発現 日 数 


卵 年 4 5 6 ¢ 
号 別 週 週 週 
1 人 8 37. 不明 .35 + 
4 31 一 — 
7 28 — — 
8 7 29 — — — 
16, 8 24 — 


の 2 名 で 共に 32 日 , 次 いで 人 貞 の 34 日 及び 35 日 の 2 
名 で あつ た 。 こ の 成績 は 第 4 週 が 空白 に た な っ つて いる 。 泌 
等 早期 排卵 者 の は 極め て 少く 数 本 の 試験 に 1 
乃至 3 個 を 検出 し 得る 程 葉 で , 後に 少し く 増 加 し た 感 が 
あつ た が , 排卵 は 不安 定 で 毎 常 検出 は 出来 な か つた 。 そ を 
の 後 10 日 前 後 で 4 名 と る も 虫 卵 は 検出 で き な く な つた 。 


ー 2 "+ + 
ー 一 72% + + + + + 
ー + + + 
ー 69 + + + 
ー 58 + + + + + 
ー .70 + + + + + 
ー 69 + ,+ + + + 
ー 一 75 + + + + 
ー 一 68 + + + + + 
ー 68 + + + 
ー 69 + + + + 


て 貝 体 3 匹 を 得 た が , 同日 た 行 つ た No.5 , No.10 で は 
夫々 9 , 10 得 た 。 又 400 日 目 に し た No.8 で 
は 2 得 た に 過ぎ な い が , 同日 つた No.11 で 
は 7 得 た 。 の 人 々 は 3 週間 後 の 検査 に 何れ る 貝 
卵 陰性 を 示し た 。 

これ ら 5 名 か ら の 排 洪 虫 体 を みる と , 人 に より 寄生 貝 
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第 2 表 寄生 虫 体 の 体長 , 体重 


寄 体 
数 


体 
平均 最長 


( ) 


w 


009 OO OO O09 OO OO 0 


130 
239 


132 
239 


214 


130 


No ow 


© 


to 


体 数 が 異な り , 又 発育 要約 に も 差 が ある 事 が わか つた 。 
即ち 正体 数 と 発育 と は 反比例 し て いた の で ある 。 貝 体 数 
の 略 * 同 じ で あつ た No.5 及び No. 10 で は その 体長 , 体 
重 も 略 ょ 同様 な 値 を 示し た 。 No. 12 は 165 日 目 に 除 し 
排出 し た が 完全 駆虫 に 終り , 更に 300 日 
に 原 除 を 行 つ て 10 砲 を 得 , 合計 13 匹 の 虫 体 を 得 た 。 汐 
に 豚 上 試 食 例 で は , No. 14 で は 160 日 目 及 び 300 日 目 に 
し て 2 を 排出 し , 3 週間 後 の 便 は 虫 陰性 と な 
つた が , 末 だ 雄 虫 の 排出 を 見 て いな い 。No.15 は 243 日 
及び 360 日 目 に 除 し て 合計 3 の 体 を 得 た 。 
余 の No.1, No.2, No 3, No.9, No.13, No.16 は 
その 人 筐 継 続 し て 工 便 検査 を 行 つ て いる が , 400 日 後 も 排 
卵 を 続け て いる 。 これら の 中 No.13 は 400 日 目 に 体長 
22.1 畑 体 重 2.5 瓦 の 雄 貝 1 匹 を 自然 排出 し た 。 No 16 
は 240 日 目 頃 1 匹 を 自然 排出 し た 事 を 述べ て いる が , 貝 
体 は 得 ら れ な か つた 。 以 上 の 成績 た と ょ り , 感染 後 一 号 成 
な つた は 人 体内 に 400 日 以上 し 得る も の で 
ある 事 が わか る 。 が 国 の ょ うぅ に 自然 感染 が 感 ん に 起 つ っ 
て いる 所 で は 自然 感染 も 一 応 老 え て みな けれ ば な ら な 
い 。 し か し この 場合 排 洪 虫 体 は 体重 , 体長 が 略 * 近似 し 
て お り , 後 か ら 感 染 し た と 思わ れる 小さ な 貝 体 は 見 出せ 
な か つた 事 及 び 後 述 の 理由 に ょ り 試 食 感染 虫 体 で ある と 


' 思 われ る の で ある 。 


者 

1) 成就 卵 試食 後 排卵 開始 まで の 日 就 て 。 最 
も 早く 排卵 の 見 られ た の は 豚 遇 虫 卵 試食 の No. 14, No. 
15 の 32 日 及び 人 貞 虫 卵 試食 の 34 日 , 35 日 で ある が , 
等 は 前 述 の 如く 産卵 は 不 究 定 少数 で , 毎 常 の 検出 に 団 
難 を 感じ た 。 当 初 錠 等 の 4 名 で は 虫 卵 試食 前 た 自然 感 業 
が あつ た の で は な いか と 考え られ た 。 併 し 貝 卵 試食 前 に 
一 度 強 力 な 叉 除 を 試み て いる 事 及 び 排 卵 開 始ま で の 日 数 
が 4 人 共 * 同 じ で ある 点 か ら , を 試食 し た と 
る 感染 と 老 え た い 。 更に 又 本 実験 を 行 つ た の は 12 月 下 
旬 か ら で あ り , この 時 期 は 前 報 に 報じ た 様 に , 私 の 観察 
に よれ ば 自然 感染 の 最も 少な い 時 で あり , この 事 も 以上 
述べ た 排卵 が 自然 感染 に と ょ る も の で は ある まい と 受 う 考 
え を 支持 する も の で ある 。 し か し 原 除 に ょ る 虫 体 検査 を 
な し て いな い の で , 第 5 週 に お いて 果して 貝 体 が 成就 し 
て お つた か , どう か を 直接 た に 確 め る 事 は 出来 な か つた 。 
Grassi (1879) も 人 体感 染 実 験 で 1 ヵ月 内 外 で 排卵 の あ 
つた 事 を 報じ , Clapham (1934) は 豚 を 仔 
豚 に 使用 し , 排卵 知 の 日 数 は 3 週間 で ある と し て いる 。 
さき さて 上 の 4 例 は その 後 2 週間 位 で 共に 虫 卵 陰 性 と な つた 
の で , 当時 自然 排出 が 行わ れ た の で あろ うぅ う と 考え を た が 10 


135 130 

1 

14 160 283 283 283 5.2 5.2 

294 24 24 686.4 64 64 
| 
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週 に 入る と 4 名 と も 再び 排卵 を 始め , 数 量 も 増加 し 産卵 
も 安定 し た 。 恐らく この 時 間 で 貝 体 は 性 的 成熟 を 遂げ た 
の で あろ うぅ 。 第 9 週 に 入る と , No.9, No.13 の 2 名 に 
排卵 が 起り , 第 10 週 に 入る と 人 幅 試 倉 者 より 4 名 , 豚 
貞 試 食 者 より 3 名 , 合計 7 名 の 人 が 排卵 を 始め た 。 即ち 

この 週 に 最も 多く 排卵 が な され た 。 次 いで 第 11 週 が 多 
く 人 貞 使 用 者 3 名 が 排卵 し て お り , その 他 第 12 週 に 1 
名 , 第 13 週 に 1 名 が 新 に 排卵 し て いる 。 人 答 人 遇 使 用 
者 中 No.6, No.7 及び 用 者 の No. 17 は 第 15 
に 至る も , 又 其 の 後 1 年 の 検査 に も 貝 卵 陰性 を 保持 し 
た 。 こ の は ほか 豚 環 使用 者 で 移転 の 為 検査 不能 に な り , 2 
ヵ月 以上 経過 し て 輸送 し て くれ た 状 に は 共に 虫 卵 を 認め 
た 。 以 上 の 成績 を 線 合 す る と , 変 定 し た 産卵 が 行わ れる 
の は 9 週 に 入っ て か ら で あ り , 10 週 を 中 心 と し て , 11 週 
が 次 ぎ 12 週 及び 13 週 は ろ 少 な か つた 。 人 
試食 よる 日 た つい て は , 小崎 氏 ( 昭 8) の 85 日 , 
長谷 川 氏 ( 昭 10) の 平均 85 日 及び 清水 氏 ( 昭 28) の 13~ 
14 週 等 の 報告 が ある が か が, 之 等 の 成績 た 比較 し て 本 実験 で 
は 排卵 日 は 相当 短縮 され て いる 。 只 Epstein (1891) が 
10~12 週 後 で な され た と し て いる 。 又 最近 高田 氏 は 100 
感染 例 で 7 例 と も 67~76 日 の 間 10~11 週 の 
に 揃 つ て 排 九 が 起り , その 平均 は 71.4 日 で あつ た と 報じ 
て いる 。 此 の 他 動 物 肺 臓 通過 仔 貝 を 試食 し た も の に 小 田 
兵 ( 大 10) の 14 週 , 吉田 氏 ( 大 7) の 94 日 及び 平沢 氏 (大 
15) の 12~15 週 等 の 報告 で ある 。 ', 

2) 遇 虫 感染 及び 発育 の 難易 に 就 て 。 本 試食 実験 で 感 
排卵 を 確認 し た の は 人 部 試食 者 13 名 中 11 名 
及び 豚 貞 成 熟 卵 試食 者 4 名 中 3 名, 計 17 名 中 14 名 で あ 
つた 。 清水 氏 は 成人 3 名 , 小児 2 名 に 人 貞 成 熟 卵 15 偏 
宛 を 試食 させ , その 中 4 名 に 排卵 が あつ た と 述べ て い 
る 。 又 小 崎 氏 は 人 貞 25 個 を 試食 させ て 9 名 中 9 名 の 感 
染 例 を 得 て い る 。 こ の 他 動 物 肺 通過 幼虫 を 使用 し た 実験 
で 平沢 氏 は 11 名 中 6. 名 の 感染 例 を 報告 し て いる 。 

本 実験 は 被 検 者 を 撰 択 的 に 取っ つた の で ある 。 即ち 第 1 
表 の No.1 よ ょ り No.5 まで は 感染 者 を 出し た こと の 少な 
い 3 家族 より 撰 所 し た も の で あり (第 1 群 ), それ 等 の 家 
族 員 合計 10 名 中 , 1 年 間 に 自 然 感 染 し た も の は , 不 受精 
排 江 する に つた 者 僅か た 1 名 で あつ た 。 併 し 卵 
を 試食 し た は 全て 感染 し て 卵 を 排 に 
つた 。 No.6 より No.9 まで の 4 名 は , 家族 が 何れ も 再 
感染 し て いる 家族 に 属し て お り 和 自ら , 本 人 は 基礎 検査 時 
も 完全 後 1 ヵ年 の も 常に 虫 卵 陰性 を 続け た 
や も の で , 感染 に 対し て 強い 抵抗 性 を も つて いる の で は な 
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いか と 皿 わ れ た 人 < 々 で ある (第 1I 群 )。 即ち No.6 は あ 
る 8 人 家族 の 1 員 で あり , この 8 人 の うぅ 3 ち 初め の 基礎 検 
査 で 6 人 が 感染 し て いた 。 等 を 完全 に 叉 曜 し て , 自然 
感染 を 観 侍 し て いた と ころ , 同じ 6 人 が や が て 再 感 染 し 
他 の 2 人 は 由 卵 陰性 を 続け た 。 そ の 2 人 の うぅ うち の 1 人 を 
No.6 と し て 貝 卵 を 試食 せしめ た 所 , 第 15 週 に 至る る 又 
の 後 1 年 間 の 観 にゃ 卵 陰性 を 続け た 。 又 2 名 の 
ちの 他 の 1 名 は 1 年 後 も 同様 陰性 を 続け て いた 。 No. 7 
は 4 人 家族 で 3 名 は 絶え ず 感 染 し て いる が , 本 人 は 試食 
試験 に も 貝 卵 陰性 で , その 後 1 年 間 の 観察 に 於 て も 貝 卵 
陰性 で あっ つた 。No.5 は 5 人 家族 で あり , No.9 は 8 人家 
族 で 両 名 と る 本 人 の み 貝 卵 陰性 で あつ た が 試食 試験 に よ 
り 共 に 感染 し 排 る に つた 。 No.10 ょ り No.13 
の 4 名 は 全員 感染 者 の 感染 し 易い 家族 に 属し て いた 者 で 
ある (第 11I 群 ) が , 之 等 の 人 々 は 全員 感染 し , 排卵 し 
な た 

以上 を 線 合 す る と 第 1 群 は 感染 源 摂 取 の 機会 の 僅少 と 
いう 事 が 感染 者 を 出し 難 つ た 因子 を な し て いる よう に 思 
える が , 第 11 群 は 感染 し 難い 性 も つて いる も の ゝ 様 
に 見 える 。 に 反し て 第 III 群 属す る も の は 比較 的 感 
染 し 克 い 性 質 の も の で あろ うう 。de Boer (1935) は 豚 に 極 
め て 多数 の 鉛 虫 卵 を 与え , 感染 発育 する 虫 体 数 は 個々 の 
豚 た に ょ っ て く な る 事 を 認め , 豚 の 先天 的 な 
抗 性 が 個体 に ょ っ て 異 っ つて いる 事 を 示す も の と し た 。 私 
の つた 人 体感 実験 で も , 同数 卵 与 を た に 
か わら ず 感 染 す る は 人 に ょ つて 可 な り し 
た 。de Boer に 従え を ば 此処 に も 個人 にょ る 抵抗 性 の 差異 
が ある と 云 い 得 られ る か も 知れ な い 。 併 し こう 老 を る に 
は お 多く の が ある と 思う 。 

No. 14 より No. 17. まで は 豚 映 成就 卵 を 試食 させ た の 
で ある が , 4 名 中 3 名 に 感染 が み ら れ , 豚 映 も 容易 に こ 人 
聞こ 感染 し 得る 事 を 知 つ た 。 豚 を 人 間 が 試食 し た 実験 
て で Payne, Ackert & Hartmann (1925) は を 
下 し た が 感染 する こと が 出来 な か つた 。Buckley (1931) 
は 同じ 目的 で , 感染 させ た 豚 の 肺 肛 か ら 得 た 仔 虫 を の み 
こん で 感染 せ ず , de Boer も 同様 感染 させ た 豚 の 肺 臓 か 
ら 仔 貝 20 克 を 得 て の みこ ん だ が 数 ヵ月 に 豆 る 検便 に も 
は み ら れ な か つた と て いる 。 野 氏 は に 多数 
の 豚 卵 を 試食 させ , 50 日 後 の 除 に 全く 体 を 認め 
な か つた 事 を 報じ , 高田 氏 は 私 と 同様 の 実験 を 入院 患者 
に つい て 行い , 19 例 中 7 例 た 排卵 を 認め た が , 排卵 開始 
後 1 週間 内 外 で 再び 陰性 と な つて し まう も の が 可 な うり 多 
数 あり , 長く 残 つ た も の で る も 100 日 前 後 で 消失 し て し を 
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つた と 述べ て いる 。de Boer は と 反対 に 候 を 仔 豚 に 
就 食 さ せる 実験 で 人 顕 は 仔 豚 に 感染 し 成長 する 事 を 報じ 
て いる 。 そ し て 豚 に 人 貞 卵 を 投与 し た 場合 , その 寄 生 貝 
体 豚 投与 し た 場合 に 比較 し て 閉 し く 少 な か つっ 
た 事 が 成績 と 示さ れ て いる 。 , 

私 の 実験 で は 豚 も 人 に 感染 し , 人 体内 で 成育 し , 長 
い 期間 に っ て 得る こと を 証し た と 思わ れる 。 
お 寄生 体 は 2 例 は 各 1 宛 , 1 は 3 で あつ た 。 

結 語 

1) 感染 後 中 に の 現 わ る 日 数 を 知り 得 
た 。 安定 し 継続 し た 排 第 9 (2 ヵ月) に 入 つ 
て 始ま る 。 

2) 虫 の 感染 た 差 が あり , 
る 。 

3) 豚 も 人 に 感染 し , 成育 する 。 

稿 を 終る に 臨み 終始 御 懇 切な 御 指導 並 に 御 校 関 を 賜 つ 
た 恩師 小泉 丹 教 授 , 松林 久吉 教授 に 満 腔 の 謝意 を 捧げ 
る 。 


感染 し 難い 人 が い 
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Summary 


In the investigation on the natural infection 
of ascaris reported in the previous paper, it was 
demonstrated that some families acquired infec- 
tion more frequently than others and also that 
a member a family remained negative for ascaris 
eggs throughout the period of investigation while 
other members of the same family all acquired 
infection. It is conjectured from these results 
that some individuals may have natural resistance 
for the infection of ascaris. The present experi- 
ment was carried on for the elucidation of this 
problem and also for the establishment of the 
period in which ascaris become mature from the 
ingested embryonated eggs in the human body. 

Altogehter 17 volunteers were selected from 
following family groups : 5 from 3 families whose 
members were almost all found uninfected before 
and during the investigation period of the natural 
infection (group -A); 4 from 4 families whose 
members all became infected except the volunteer 
during the period (group B); 4 from 4 families 
whose families all became infected during the 
period (group C). These 13 volunteers were fed 
with embryonated human ascaris eggs 20-25 in 
number. The remaining 4 volunteers were se- 
lected unintentionnally and were fed with the 
same number of embryonated eggs of pig ascaris. 
(group D). 

Stools of the volunteers were examined for 
the appearance of ascaris eggs every 10 days 
after the feeding. The first appearance of eggs 
in the stool was noticed generally on the 10th 
week and in some cases on the 1llth and 12th 
week after the feeding. In 4 cases they were 
first seen 32-35 days after the feeding, but the 
number of eggs was very small in each case and 
disappeared about 10 days after the first ap- 
pearance. On the 10th week, eggs began to be 
discharged again with increasing number, The 
author believes that the premature appearance 
of eggs in the stool is also due to the worms 


. 
(5) 
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grown from the eggs experimentally ingested. 

Coughs, sputum, fever, headache and urticaria 
were noticed in many of the cases 1-2 weeks 
after the feeding. 

The infection was established in 15 ‘out of the 
17 volunteers: all of the 5 cases of the group 
A; 2 of the 4 cases of group B; all of the 4 
cases of group C and 3 of the 4 cases of the 
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group D. It is noteworthy that 2 of the group 
B did not become infected while all of the group 
AandC became infected. For, the members of 
the group B had been supposed beforehand to 
have some natural resistance against ascaris in- 
fection. Group D were fed with pig ascaris eggs 
and this must be considered separately. 
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卵 試験 管内 有 関す る 
(その 2) 中 で の 有 に つい て 


慶応 義 大 学 医学 部 寄生 学 教室 (主任 松林 久吉 ) 
(昭和 30 年 1 月 31 日 受領 ) 


を 夏季 の 室温 或 は 25~28°C の 器 で 
し , 仔 虫 が 形成 され て 数 10 日 或 は 数 日 を 経て , 同じ 宣 
温 或 は 卵 器 内 で 仔 貝 が 自然 に 脱 か た に つい て 
は 久しく 議論 され た と ころ で ある 。 近藤 (1920), 浅田 
(1921) , 大 場 (1923), 平沢 (1928), 栗栖 (1932), 豊 
田 (1932) 等 は 相当 数 の 脱 殻 仔 貝 を 認め て 居り , 井田 
(1929), (1932) , Mc Rae (1935) 等 は これ を 
し , それ は 偶発 的 に 作用 し た 機 棋 は 化学 的 
る も の で 生物 学 的 脱 殻 で は な いと 述べ て いる 。 

私 は 豚 遇 虫 卵 を 試験 管内 滅菌 水中 で 培養 し て いた が , 
偶然 昭和 29 年 8 月 中 旬 ょ より 9 月 下旬 まで の 間 に 培養 後 
約 30~150 日 を 経過 し た 76 本 の 試験 管 中 7 本 の も の に 
10~30 程度 の 仔 が 存在 する の を 認め た 。 お 
状 は 28°C に 調節 し た 浮 卵 器 内 で 行 つ っ た の で ある が , 実 
際 に は が それ より も 高く な る こと が あつ た の で 
騎 卵 器 内 の 温度 は それ に つれ て 可 成 り 閉 し く 上 下 し た と 
思わ れる 。 こ の 減 菌 水中 に 於 ける 脱 殻 に つい て 追求 する 
こと は 現在 まで 試み て 来 た 人 工 胃 液 , 人 工 腸 液 , Pepton 
或 は Glucose の 液 に ょ る 試験 管内 脱 並 に 細 等 
の 繁殖 それ に 及ぼ す 影 響 の 観察 と 共に の 脱 
転 を 解明 する 一 助 に で も な り 得 る の で は な いか と 思い , 
原因 と し て 想像 され る 2, 3 の 条件 , 即ち 培養 開始 前 に 
作用 させ た Antiformin の 時 間 , 1 試験 管 に 含有 され る 
虫 卵 び 夏 季 に 於 ける 器 の 温度 変化 等 に っ いて 実 
験 観察 を 試み た 。 

実験 材料 及び 方 法 

実験 た に 使用 し た は 総 て 豚 子宮 部 より 可 的 
雑菌 の 混入 を 避け て 採取 し , 更に 5 Antiformin 液 を 
所 要 作用 させ , 減 で 5 回 洗 し , 試験 管内 菌 水 

Fujio Taniguchi: Observations on the hatching 

of ascaris larvae in vitro. II. Hatching in sterile 


media. (Department of Parasitology, School of 
Medicine, Keio University, Tokyo, Japan.) 


中 に し た 。 卵 数 及び 脱出 仔 数 は 物 上 に 少 
量 の 卵 液 を と り , 被 ず 鏡 検 する 様 に し , これ 
を 3 枚 の 標本 に つい て 計数 し, その 平均 を 求め た 。 無 菌 
試験 は Thioglycollet 培地 を , 又 pH の 測定 に は 東洋 刀 
紙 の 試験 紙 を 用 いた 。 
実験 

水中 で の 脱 が 温度 の 変化 や , 一 定 容積 中 
数 の 多少 等 の 影響 た と た ょ つて 起り 得る も の か 否 か を 確 め る 
目的 で 次 の 如く , 先ず 予備 的 な 実験 を 行 つ た 。 貝 卵 は 既 
に 堪 養 し て あつ た も の で , 培養 日 数 は 41177 日 を 経て 
いた 。 全て 無 監 で 然 も 脱 帝 仔 貝 を 認め な い 材 料 を 用 い 
た 。 こ れ を 数 回 振 て , 略 * 均 一 と し た , 卵 
覧 える と 共に , ro 量 を 他 の 試験 管 に 移し , その 後に 減 
の 増減 を 行い , の 多い 方 は 液 量 を 0:5ml と 
し , 少 い も の は 1ml と し た 。 この 2 本 の 試験 徹 を 1 
組 と し , この 様 な も の 18 組 を 2 群 に 分 けた 。 第 1 群 は 
28°C に 保ち 続け , 第 2 群 は 温度 変化 を し た 。 即ち 毎日 
午前 10 時 午後 6 時 まで の 8 時 間 は 38°C の 
内 に 置き , その 後 は 翌朝 10 時 まで 室温 た 放置 し た 。 当 
時 の 室温 は 8 一 10°C で あつ た (自記 温度 計 ) 。 これ を 10 
日 及び 15 日 後に 鏡 検 し, 脱 殻 仔 虫 の 有無 を 検 す る と 同 
時 に , 無菌 試験 並 に pH の 測定 を し た 。 脱 殻 仔 虫 が 多数 
の 場合 は それ ら が 重なり 合 つ て 利 定 が 困難 で ある の で 試 
験 管内 容 全体 を し , 振 , 脱 率 を 求め た 。 
人 お 第 1 群 の も の は 15 日 後 更に 第 2 群 と 同様 の 温度 変 , 
化 を 行 つ た 。 

第 1 群 の 成績 は 第 1 表 に , 第 2 群 の 成績 は 第 2 表 に 示 
し た 。 第 1 群 に 於 て , 28°C に 保っ た 時 は 虫 卵 却 の 多い 
も の ^ ゝ 2 例 で 7~9 程度 の 脱出 仔 下 を み , 温度 を 変化 
せしめ る 操作 を 始め て か ら は 脱 殻 率 は 項 ま り , 20 以上 
の 脱出 仔 虫 を 算 す る も の も あつ た 。 初 めか ら 温 度 を 夜 と 
屋 と で 変化 せしめ た 第 2 群 で は 脱 殻 の 見 られ る 例 が 多く 
その 率 も 42 に 達し た も の が あつ た 。 そし て 何れ の 場 
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第 1 表 予備 実験 1 の 症 
50 20 002 = 5.8 
IV 50 20 - 103) 5.8 
VII 87 3 5.8 
は 同一 虫 体 ょ り の 貝 
率 中 ( ) 内 は 脱 寸前 の も の 率 
2 表 予備 実験 の 成績 
III 50 25 “ 0 5.6 
iv 50 25 5.4 
vI 66 同 上 13(4) - 5.6 
130 同 上 5.8 
* は 同一 虫 体 ょ より の 
脱 ( ) 内 は 脱 寸前 の も の 


合 で る 脱出 仔 虫 は 培養 日 数 の 若い も の に 見 られ る こと が 
多い 様 で ある 。 
人 千 お 表 中 , Antiformin の 作用 時 間 不 明 瞭 と いう ぅ の は 


既に 培養 し て あつ た 材料 を 用 いた た め , その 作用 時 間 が 
正確 に 測定 し て な か つた も の で あり , 実際 の 作用 時 間 は 
約 30 分 間 程 度 で ある 。 虫 卵 数 算定 等 と よる 虫 卵 の 破 損 
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第 3 表 本 実験 各 虫 体 ょ まり の 貝 卵 で の 成績 (その 1) 
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用 卵 28°C 40 の 所 見 化 所 見 
脱 殻 率 中 ( ) 内 は 脱 殻 寸前 の も の ょ > 率 
第 4 表 本 実験 各 虫 体 ょ より の 貝 卵 で の 成績 (その 2) 


| 
- 
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第 5 本 実験 同一 体 り の 卵 で の 成績 


用 28°C 40 目 の 所 見 後 所 見 

アン チ ホ ルミ ン 水流 終 。 虫 脱 出 目 20 目 無 
I 
3,300 100 0 0 0 
48,000 54 0 0 0 
2,400 94 0 0 0 6.0 
32,000 93 0 9 0 
1,600 100 0 0 0 — 5.6 
24,000 70 0 0 0 
3 98 0 0 0 
’ 0 0 
48,000 79 0 0 0 
2.400 100 0 0 0 
| 62,000 85 0 87* 
3,100 100 0 0 0 5.6 
28,000 93 0 0 0 
1,400 98 0 0 0 5.4 
- 84 
1.300 100 0 0 0 5. 
14,000 96 0 0 0 
75 700 99 0 0 0 
28,000 92 0 0 0 
+ 1.400 100 0 0 0 


中 ( ) 内 は 寸前 の も の 率 。 


* は 温度 変化 後 2 日 目 の 所 見 , ⑮ は 同様 5 日 目 の 所 見 。 


或 は 仔 虫 の 脱出 は 殆 ん ど 見 られ ず , 多 い 場 合 で も 23 必 
で あつ た 。 

本 実験 。 

実験 に より 角 減 水中 で 脱 の 起 る こと が 明 
上 な つた の で , 各 体 よ り の 貝 卵 Antiformin 
液 に 10~45 分 間 作 用 後 , 水洗 し , 一 定量 を と り , 鏡 検 
し , 同時 に の 破損 し た も の 率 を 調べ た 。 試験 
管内 水 の 量 は 各 2ml と し, 貝 少 い も の は 多 
いも の と し , 40 28°C で し た 。 形成 
状態 及び 脱出 仔 虫 の 有無 を 鏡 検 する の と 同時 に 無 落 試 
験 を 行い , その 後 は 予備 実験 同様 の 温度 変化 を 与え , 10 


日 及び 20 日 後に 針 検 し , 再び 無 苗 試験 を する と 共に pH 
を 測定 し た 。 舎 お この 時 期 の 宣 温 は 5~8°C で あつ た 。 
成績 は 第 3 表 , 第 4 表 に 示し た 通り で あり , 表 中 , 貝 
卵 の 程度 と は 虫 卵 採取 時 の 所 見 及び 鏡 検 時 の 感じ より 仮 
定 し た も の で , ( 半 ) は 全部 が 受精 角 で あり , 子宮 切断 時 
貝 卵 が 流出 し た も の で あり , ( 十 ) は 全部 が 受精 卵 で ある 
が , し ぼり 出す 必要 の あつ た も の で , ( 士 ) と は 1~2 
程度 の 不 愛 精 路 を 合 ん で いる も の で ある 。 又 水洗 終了 時 
聞 と は Antiformin 作用 より 5 回 水洗 の 終了 する まで の 
時 間 で あり , 虫 卵 数 は 1ml 中 の 数 を 示す 。 

28°C 40 日 間 で は 何れ の 場合 で も 脱出 仔 虫 を 殆 ん ど 認 
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め な か つた 。 無菌 的 に 操作 し 得 た も の で は 温 席 を 変化 し り ; 第 3 群 で は 5 日 まで に 15 必 の も の が 脱 帝 し た 。 
た 後 は 1 例 を 除い て 多い も の が より 高 率 た 脱 


し 10 日 目 に 62 を 示す も の が あつ た 。20 日 後に は 脱出 第 6 表 躍 卵 数 の 少 い も の を Antiformin の 

の 作用 時 間 が 30~45 分 の も の に 脱出 仔 虫 を 認め た 例 
が 多く , 25 分 間 以 下 で は 1 例 の み に 17 の 仔 由 を 見 た 番号 誕 用 時 間 Cay Nc 試験 | 
だ け で ある 。 貝 卵 の 程度 に は 余り 関係 が な い 様 で ある 。 

次 に 同一 体 ょ り の に つい て Antiformin の 作用 1 10~20 分 0 0 

時 間 を 変更 し た 。 即ち 子 宮 を 分 部 で 2 分 し , 作用 時 間 

を 15 分 間 と 45 分 間 及び 15 分 間 と 120 分 間 と し, 前 同 

様 の 実験 を し た 。 但し 例 V. VI, VII, VflII は 以前 の 実 
験 で は 脱出 仔 虫 の 死ん で いる も の が 多 か つ た の で , 比較 6 悦 , 5 0 4 EE | 

的 多数 の 仔 虫 が 脱出 し , 生存 し て いる 間 に 観 察 せ ん と し 7 療 U120 の | 


& て , 温度 変化 後 2 日 , 5 日 ,10 日 , 20 日 目 に 鏡 検 し た 。 
28°C に し た も の は 第 5 見 られ る 
1 例 の み で あり , 温度 変化 後に は Antiformin の 作用 を 以上 の 和 験 全体 を 通じ , 脱 殻 の 忠 つ た 殆 ん ど 総 て の 場 | 
45 分 間 或 は 120 分 間 受 けた も の で は 32~87 % と いう 脱 。 へ に 、 その 虫 卵 の 大 部 分 の も の が 盟 殻 の 一 部 (多く は 極 ! 
を 示し た 。 こ れ は 全て の 多い も の 場合 で 近い 部 位 ) に 欠損 を 生じ , そこ か ら 虫 が 脱出 する 
同時 作 用 を 受け た も の で る も 卵 の 少 い 時 は 全然 脱出 法 に ょ っ て , 極 あ て 少数 の に , 卵 体 が 
仔 虫 を 認め な か つた 。 に な り , 仔 虫 の 脱出 する の が 観 祭 さ れ た 。 人 先 お 雑菌 が 混 
然し Antiformin の 作用 時 間 を に する で も し し た 様 な 場合 に は , 数 等 に 無関係 に 割合 
は 培養 紅 始 前 或 は 40 日 後 の 鏡 検 の 際 に , 形態 上 殆 ん ど 高 率 に 脱 殻 する の が 見 られ た 。 
閥 を 認め る こと は 出来 ず , 且つ 操作 中 破損 し た も の は 極 


脱 率 中 ( ) 内 は 脱 寸前 の も の 


く か で ある 。 仔 形成 も 作用 時 間 に ょ る を 40 日 接 
後 で は 示さ ず , それ は 卵 ょ り 右 さ れ , 下 実験 た 使用 し た は 水洗 後 の 虫 数 算定 の に も, 
数 の 多い も の は 何れ の 場合 も 仔 虫 形成 率 が 悪 か つ た 。 培養 40 日 後 の 鏡 検 の 場合 に も , 各 貝 九 々 殻 は 略 * 同 様 


次 に 貝 卵 数 が 少く , 20 日 間 に 豆 つて 毎日 温度 を 変化 さ の 感じ で , 蛋白 膜 の 除去 る され た 外 は 卵殻 は 各層 を 有 し , 
» せ た に も か ょ わら ず , 脱 殻 の 起ち な か つた 材料 を , An- それ に 対す る Antiformin 作用 時 間 の 差 を 鏡 検 上 認め る 
tiformin の 作用 時 間 に ょ っ て 分 類 し , 7 群 に 分 けた 。 こと が 殆 ん ど 出 来 ず , 上 且つ 仔 虫 腕 出 後 の 大 部 分 の 卵殻 は 
即ち 第 1 は 第 3 表 中 の 10~20 分 Antiformin を 作 Pitts (1948) が 仔 包 蔵 に Antiformin と ノー ダ 
用 させ た る も の (実験 番号 エーII) , 第 2 群 は 第 3 表 中 の 25 の 混合 液 を 24 時 間 作 用 させ て 脱 帝 を 行 つ た 時 の 所 見 と 
分 間 作 用 の も の (実験 番号 VII~X)), 第 3 群 は 第 4 表 は 明らか に 異 つ て いた 。 井田 (1930) は 豚 映 虫 卵 々 殻 に 
中 の 30~45 分 間 作 用 の も の で 脱穀 の 起 ら な か つた る も の は , 濃厚 な Antiformin に こ にょ つて も 数 時 間 で は 余り 変化 
(実験 番号 I, IV, V, VI, XI), 第 5 群 は 第 5 表 中 の 45 を 受け な い 層 が ある と 報告 し て いる が , 本 実験 の 結果 で 
分 間 作 用 の も の (実験 番号 エーIV), 第 4 群 は それ と 同 は , 同一 貝 体 よ り の 貝 卵 で る 採取 時 に Antiformin の 作 
一 実験 番号 の 15 分 間 作 用 の も の , 第 7 群 は 第 5 表 中 の 用 を 長 時 間 受 けた も の は 高い 脱衣 率 を 示す の に 反 し , 短 
120 分 間 作用 の も の (実験 番号 V 一 VIIL , 第 6 群 は それ 時 聞 の も の で は 脱 殻 せ ず , 仔 躍 脱出 と Antiformin の 作 
と 同一 実験 番号 の 15 分間 作 用 の も の で あ る 。 各 群 と も 用 時 間 の 聞 に と は 関係 が ある 様 に 思わ れる 。 こ れ は 形態 的 
虫 卵 を 総 て 1 本 の 試験 管 に 集め , 単位 容積 中 の 虫 卵 雪 を に は 差 を 認め る こと が 困難 で あつ て も, 卵殻 が 諸 種 の 理 
多く する た め に , その 液 量 を 虫 卵 の 沈 洪 する の を 待つ て 化学 的 刺 戦 を 透過 せ し め る 度合 に 差異 を 生じ , 政 内 仔 虫 
約 0.5ml と し , これ を 38°C に 保ち , 1 日 , 2 日 , 5 に 及ぼ す 影 響 が 明 る の で は な いか と 考え られ る 。 事 実 , 
日 に 鏡 検 し た 。 そ の 結果 は 第 6 表 の 如く で , 第 7 群 で は 温度 変化 後 の 脱 殻 率 は その 差 を 一 層 明 瞭 に し て いる 。 
82%, 第 5 群 で は 44 タ の 仔 下 が 24 時 間 目 に 脱出 し て 居 豊田 (1931, 1932) は 貞 虫 卵 の Pepton 或 は Glucose 
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に よる 人 工 化 を 行い , 仔 由 脱出 に は , 蛋白 
質 , 糖 等 の 栄養 素 が 必要 で ある と 云っ つて いる が , O’Co- 
nnor (1951) は Ringer-Tyrode 液 で る 脱 遂 を 見 る と し 
て , その 必要 を し て いる 。 本 実験 も メデ ヂ が 
蒸溜 水 で あり , その 様 な も の ょ 存在 は 全く 必要 と し な い 
こと は 朋 ら か で ある 。 

(1953) に よれ ば ラッ テ の 肝臓 内 に を 注入 
し た 場合 に , 生 は 死 虫 より 強 障 与 を て 居 
り , の 代 物質 が 卵殻 を し , する こと を 
示し て いる 。 こ の 事 と 実験 結果 , 即ち 脱 殻 は 又 貝 卵 数 に 
より 左右 され , 含有 虫 卵 数 の 少 い 場合 は 28°C で は 殆 ん 
ど 脱 出 仔 虫 を 見 ず , 温度 変化 後に 少数 の も の が 脱 殻 し て 
いる 程度 で あり , 貝 卵 数 の 多い 場合 は 脱 殻 例 も 多く , 率 
も 高い 。 且つ 数 少 い 場合 に 全然 脱 を 見 な か つた 
も の で る も 由 卵 致 を 増し , 液 量 を 減ずる と , 相当 に 高い 率 
に 脱出 仔 貝 を 見 る こと 並 に 仔 虫 形成 率 も 虫 久 数 とこ ょ り 影 
響 を 受け る こと 等 を 併せ 考え る と , 卵 内 仔 貝 或 は 卵細胞 
の 新 陳 産物 等 の に に ょ る ぇ ヂ ウ ム の 変化 或 は メデ ヂ 
ッ ム 内 の 酸素 の 欠 近 等 が 起 る の で は な いか と 思わ れる 。 
この 様 な 状態 が 卵 し て , 仔 に 作用 し , それ に 
応 し て 仔 貝 が 分 泌 す る 酵素 の 如き も の に ょ る 卵 帝 の 落 解 
と , 仔 貝 の 活 毅 な る 運動 と が 共に 働い て 脱 殻 が 起 っ た の 
で は な いか と 想像 され る 。 

豚 卵 を 28°C の 卵 培養 中 , その 試験 管内 
菌 水 中 に 仔 貝 が 脱出 し た 様 な 例 た 遭遇 し た の で , その 再 
現 を 試み , 減 水 の み で も 虫 は 脱 る こと を 確 
め 得 た 。 こ の 水中 で の 脱 は 養 中 の 温度 変化 , 
卵 卵 採取 時 の Antiformin 作用 時 間 等 に 
係 が ある と 思わ れる 。 

稿 を 終る に 臨み 松林 教授 の 御 指 導 御 校 に 浅見 
帥 の 御 助言 に 深く 感謝 致し ます . 
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Summary 


In the first report of this study, it was stated 
that embryonated eggs of ascaris rarely hatched 
out in sterile media. In succeeding experimental 
works, however, a large number of hatched out 
larvae were seen in sterile water in 7 of 76 test 
tubes which had been kept in a 28°C incubator 
fora period of 30-150 days. This occurred in 
August and September, 1954, when the atomos- 
pheric temperature often rose above 30°C, so 
that the temperature in the incubator must have 
risen above 30°C from time to time. This rise 
and fall of the temperature was supposed to be 
one of the factors which stimulated the hatching 
in sterile media. Several other factors such as 
the time of exposure of eggs to sodium hypo- 
chlorite solution before incubation, density of 
eggs in the media were supposed to be the cause 
of the hatching in sterile media and investiga- 
tions were made in these respects. 

Results are summerized as follows : 

1) Exposure of embryonated eggs to 38°C from 
10 to 18 o’clock and to 8-10°C from 18 to 10 
o'clock every day for 10-15 days, induced far 
more hatching than to keep them in 28°C in- 
cubator throughout the same period. 

2) Exposure of unsegmented eggs to 5% sodium 
hypochlorite solution for 45-120 minutes before 
incubation induced very frequent hatching when 
exposed to the rise and fall of temperature after 
they have embryonated. Exposure of eggs to 
the same solution for 15 minutes rarely induced 
hatching by the same procedure. 
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3) Hatching was accomplished more readily in 
media containing a large number of eggs than in 
media containing less number of eggs when they 
were exposed to the rise and fall of the tem- 
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perature. This suggests that some metabolic 
products of embryo may be discharged into the 
medium and the accumulation of the products 
seems to stimulate the hatching of larvae. 
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第 1 報 で は 血液 成分 , 特に 血清 を も ちい て の 飼育 成績 
を 報告 し た が , 本 報 で は 人 工 合成 飼養 液 を も ちい た 成績 
を 報告 する 。 か か る 試み に 関 し て は , わ づ か に Ross 
and Bueding (1950) の た ヾ 1 報 を 見 る の み で ある 。 す 
な わ ち 氏 等 は マン ソ ツン 住 血 吸 虫 を も ちい て 血清 に 酷似 せ 
し め る た め に た に 40 種類 以上 の 化学 薬品 の 混合 液 を 調製 し 
て 生体 外 飼育 を 試み た が 18 時 間 以 上 生存 せしめ えな か 
つた と 報告 し て いる 。 穫 者 等 は リン ガー= 氏 液 を 基本 と せ 
る 飼 養 液 を 考案 改良 し て 現在 最長 12 日 平 均 5.3 日 迄 そ 
の 生存 期間 を 延長 せしめ ある こと が で きた の で 一 応 此処 に 
と り ま と め て 報告 する 。 

供 試 体 , 容器 観 方 等 に つい て は 第 1 報 に 
詳 述 し た の で ここ で は 省略 し て た ヾ ち に 実験 成績 を あげ 
含 状 液 の 調製 に つい て は その 都度 各 項 た 記述 する 。 

実験 結果 
1. 各種 生理 平衡 液 内 に お ける 生存 期間 

人 工 合成 飼養 液 の 基本 と し て の 生理 平衡 液 の 既存 4 種 
に つい て , 各々 * に お ける 貝 体 の 生存 期間 を 比較 し た 。 平 
衡 液 の 種類 お よび 製法 は 表 1 た に し めし た ご と く で ある 。 


第 1 表 供 試 生理 平衡 液 一 覧 
NaCl CaCls MgClz NaHzPO; NaHCOs; 


犬 E 
0.85% 
NaCl 0.85 
Locke’s 0.9 0.042 0.024 
Tyrode’s0.8 0.02 0.02 0.01 0.005 2 
Ringer’s 0.85 0.02 0.02 


Studies on the survival of Schistosoma japonicum 

in vitro. 

2, Survival in chemical defined artificial medium. 
Jiro Ito and Yoshitaka Komiya 

(National Institute of Health. Tokyo, Japan) 


CaClzs よ よび は 結 水 を 含む ゆ に 換 和 し て 
し た 。 NaHCO: は pH を 7.4 に 補正 する た め に 
液 た 添加 し た が ; さら に 50 万 分 の 1 の フェ ノー ル ・ レ ラッ 
ド を 滴 加 し て pH の 指示 薬 と し た 。 飼 育成 績 は 表 2 に 

め せ る ご と さく, 0.85 必 食 塩水 内 で は 平均 生存 時 間 は 3.6 


第 2 表 各種 生理 平衡 液 内 た に た ぉ ける 貝 体 の 生存 時 間 
体 ; モル モッ ト 8 一 10 週 


温度 ; : PH 7.4 (NaHCOs) 
生 存 時 数 
$20 18 0 
Lock’s 220 20 7 0 6.9 時 間 
全 
Tyrode’s 7.1 時 間 
$820 20 8 2 0 


時 間 で あつ た が , リン ガー 氏 液 内 で は 最短 5 時 間 最長 20 

時 間 平 均 9.2 時 間 を し あめ し て 最 優 で あつ た 。 ロッ タク 兵 
液 お よび タイ ョ ー ド 氏 液 で は た が い に ほ で 同様 の 結果 を 
し めし て 中 位 こ あぁ あつ た 。 すなわち 以後 の 実験 で は すべ て 
リン ガー 氏 液 を も ちい る 事 が 適当 と 認め られ た 。 な お 上 
述 リ ン 液 に 0.2 を 添加 せる 成績 は 平均 
15 時 聞 の 生存 時 間 を し め し た が , 添加 量 の 影響 
に つい て は さら に 後述 する 。 i 
2. 加糖 リン ガー 氏 液 内 に お ける 温度 の 影 

上 上 述 の 成績 は いづ れる も 38°C の 飽 育 温度 で あつ た が , 
ここ で は 0.2 必 加糖 リン ガー 氏 液 を も ちい て 38°C, 28 
"C, 18°C 8°C の 各 温 の 影響 を 観察 し た ( 表 3 ) 。 
8°C で は 貝 体 が 殆 ん ど 不 動 で ある た め に 観 祭 時 た に は や ゝ 
温度 を 上 昇 せ し め る 必要 が あつ た の で 各 和 観 健 ご と に 新 し 
い 材 料 を も ちい た 。 各 温度 に お ける 平均 生存 日 数 を 通 覧 
すれ ば , 38°C の 0.6 日 に 対し 28°C で は ほ さ 2 倍 の 1.2 
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第 3 表 温 生存 期間 に 及ぼ す 影 
虫 体 家 11 週 目 
飼養 液 0,2 加 リ ワン ガー 
pH ; 7.4~8.0 (NaHCO:) 


温 体 数 平均 生 
1.2 日 
6 0 
6 3 1 0 0.9H 
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を し めし , 18°C で は さら に 1.3 日 延長 くれ, 8°C 
で は 0.9 日 で 稽 低下 し た 。 即ち 最良 の 成績 は 18? C で 
認め られ た けれ どる も , この 温 席 で は 貝 体 の 運動 が 緩慢 で 
観察 に 困難 で あり , か つ 飼 養 液 の 改良 と ょ っ つて は 28°C 
と の 聞こ に 顕 閉 な 差 が 認め 難く な る と 思考 され た の で , 以 
後 の 実 験 に は 当分 の 聞 28.0°C を も ちい る こと が 適当 と 
認め られ た 。 以 下 の 実 験 は 特 筑 せ ざる 限り その 飼育 温度 
は 総 べ て 28°C で ある 。 
3. の 量 と 生存 期間 と の 関係 

リン ガー 液 添加 する の 最適 の 量 を 決定 する 
た め に 表 4 に し めす ご と き 実 験 を だ おこ な つた 。 既 述 の 実 


第 4 表 添加 の 濃度 の 
虫 体 家 6 週 目 温 28°C 
対 液 : リン ガ が ー 氏 液 十 抗生 物質 
pH (NaHCOs;) 


生 存 日 数 
対 7.6~7.4 $6 3 
0.01% 7.6~7.0 88 1 1.4 
1.6 
5.0% 7.3~6.3 8 >1.0 


験 で は 下 体 の 生存 期間 は 割合 に 短 か か つた の で 抗菌 性 物 
質 の 湖 加 は 了 敢えて お こ な わ な か つた が , 以後 の 実験 で は 
念 の 為 に マニ = シリ ン 500u/cc, スト レプ トマ イシ ン 500 


r/cc を し て 雑 殖 を 防止 し た 。 こ れ ら の 抗生 物 
垢 の 虫 体 に だ お ょ ぼ す 影響 は 第 1 報 と 同様 に ほとん ど 認 め 
られ な か つた 。 

0.011.0 の 例 で は 対照 に 比 し いづ れ 
生存 期間 の 延長 が 認め られ, と くに 0.1~1.0〆 の 3 例 
で は いずれ も 約 1.7 日 の 平均 生存 日 数 を し めし て 最 優 秀 
で あつ た 。 し か る に 5.0 必 随 加 例 で は pH の 低下 が 閉 し 
く , 虫 体 は いずれ る も 24 時 間 以 内 に 死 江 し た 。 な お 上 述 
の 加糖 リン ガー 氏 液 に さら に 0.1 タテ アス パラ ギン を 少 加 
する と その 生存 日 数 は 平均 2.7 日 和 延 長く され た が , アス え 
ペラ ギン の 量 た つい て は 後述 する 。 : 
4. 衝 液 の 種類 及び pH の 影 

4 に 認め られ た ご と さく, 添加 の 量 を 増加 する 
ほど 飼 養 液 の pH の 低下 が 見 られ , NaHCOs 単独 で は 
その pH の 補正 が 困難 で あぁ つた の で , 適当 な 緩衝 液 の 使 
用 を 余儀 な くさ れ た 。 を も ちい た 種類 は MacIlvaine の 橋 
緩衝 液 び Michaelis の ベロ ナー ル ソ ー ダ ・ 酸 
箇 の 3 種 で , 対照 に を も ちい た 。 太 
リン ガー 氏 液 に 0.5 及び 0.1 アス パラ ギ ン を 
添加 し , それ に 5 ず つの 上 各 を 滴 加 し て pH 
7.07.5 に 補正 し た 。 その 結果 は 対照 と し て の 重則 単 
独 添加 例 で は 平均 2.5 日 の 生存 日 数 を 示し , これ と 路 * 
同様 な 成績 は Michaelis 緩衝 液 使用 例 の 2.4 日 に 認め ら 
れ た 。 MaclIlvaine 及び Kolthoff の 両 緩 箇 液 で は 平均 生 
存 期間 が 何れ も 0.8 日 で あつ た 。 

上 述 の 結果 に ょ り Michaelis 緩衝 液 が 適当 で ある こと 
が 明か と な つた の で , この 緩衝 液 を も ちい て 6.0, 6.5, 
第 5 表 水素 イ ォ ン 濃 度 の 影響 

虫 体 ; モル モッ ト 5 週 目 : 飼育 温度 28°C 


ラ ギ ン 十 抗 生物 質 Michaelis 緩 液 


日 


補正 最終 


6.5 1.8 日 
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7.0, 7.5 収 び 8.0 の 各 pH を 有する 飼養 液 を 調製 し て 
比較 し た ( 表 5)。 は 前 と 同様 で ある 。 その 結 
果 は pH 6.0 及び 6.5 は いずれ も 不適 で あり , pH 7.0~ 
8.0 の 聞 が 良好 で と くに pH7.5 (最終 7.3~7.7) が 最 
も 優秀 で その 平均 生存 日 数 は 3.4 昌 で あつ た 。 
5. 添加 アス パラ ギン の 量 と 生存 期間 と の 関係 

予備 実験 に と た より アス ペラ ギン の 添加 が 虫 体 の 生存 に 有 
利 で ある こと が 朋 か で あつ た の で , ここ で は さら に そ 
の 至 適 量 に つい て 実験 を お こなつ た 。 アス ペラ ギン は 
Merck. Darmstadt 製 で ある 。 そ の 添加 量 は 表 6 に しめ 
すご ご とく び 1.0 タ と し て 比較 


第 6 表 アス ペラ ギン 添加 の 濃度 の 影響 
虫 体 ; モル モッ ト 9 週 目 : 飼育 温度 28°C 
対照 飼養 液 0.5 加糖 リ ワン が 液 十 抗 生物 質 
pH ; 7.27.6 (Michaelis 緩衝 ) 


生 存 


1.5 
0.1% 2.7 日 
05% 985 552000 41H 
10% 83 3 9821 110 


し た 。 各 * の 飼養 液 は 既 述 諸 実 験 に お ける 最良 の 諸 条 件 
を 済 し て 調和 鑑 し た 。 即 ち 50 万 分 の ] の フェ ノー ル ・ レ ッ 
ド 加 の リン ガー 氏 液 た 0.5 の を 加え , これ に 
各 濃 アス ギン を 加 し た の ち Michaelis 緩衝 液 
で pH を 7.4 に 補正 し , 最後 に 所 定量 の 抗生 物質 を 加 を 
た 。 そ の 結果 は 素 6 に 示せ る 如く アテ アス ペラ ギン 量 の 多い 
ほど 生存 期間 の 延長 が 見 られ , 1.0 添加 例 で 最短 2 日 
最長 12 日 平均 5.3 日 で あつ た 。1.0 必 以 上 の 実験 は 目下 
お こなつ て いな い 。 な お 庫 糖 を 欠 除 せる リン ガー 氏 液 
に た だ ち に アス ペラ ギン を 湖 加 せる 例 で は 0.011.0 
の 各 例 共 対 照 と 有意 の 差 が 認め られ な か つた 。 
6. 体 の 生存 区 及び 雌雄 の 

第 I 報 の 血 消 内 た における 虫 体 の 生存 状態 に つい て は こ 
れ を 前 期 , 中 期 , 後期 に わけ た こと を すでに の べた が , 
本 報 の 人 工 合成 飼養 液 内 で は その 殆 と ど が 前 期 の 状態 を 
て た だ ち に 中 期 の 状態 , 即ち 貝 吸着 力 を 欠 
き , 雌 貝 の 産卵 は 認め られ ず , 抱合 虫 体 は 次 第 に 分 離 の 


寄 生 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・ 第 


傾向 と あつ た 。 生 存 期間 1 日 以内 の も の で は と くに この 
傾向 が 閉 し か つた 。 

体 の 生存 期間 の は 概して 虫 の を それ が 短 か 
く , と くに 量 を 示し た 表 4 と アス ペラ ギン 
加 量 を 示し た 表 6 に お いて 願 閉 で あっ た 。 即 ち 表 4 で は 
2 以 上 生存 せる 貝 体 は 40 27 に お ょ よび 
は 40 中 皆無 で あり , で は 日 以上 生存 せる 貝 
体 は 22 10 底 で あつ た が , ! 23 中 で は 
1 匹 で あり , 充分 有意 の 差 を し めし た 。 

各種 生理 平衡 液 の 比較 と お いて リン が ガー- 氏 液 が 最良 の 
結果 を も た らし た の は 住 血 吸 虫 が 血液 内 た 寄 生生 存 せ る 
事実 と 老 え 合せ る な ら こ れ は 当然 と 思わ れる 。 なぜなら 
0.85 食塩 水 は 論 外 と し て , r ッ ク 氏 液 は 心臓 用 , タイ 
ョ ロード 氏 液 は 腸管 用 で あり , リン ガー 氏 液 の み が 中 乳 類 
の 血液 代用 と し て 考案 せら れ た も の で ある か ら で あ る 。 
斑 後 の 飼養 液 調製 の 基本 と し て 充分 も ちい る べき も の と 
考え られ る 。 

血清 内 飼育 実験 で は 28°C が 38°C の 1.3 倍 な いし 1.8 
倍 の 生存 期間 の 延長 を も た らし た こと は すでに 第 1 報 で 
述べ た と ころ で ある が , 今回 の 人 工 合成 飼養 液 内 飼育 で 
は 丁度 2.0 倍 に 延長 され , 18°C で は さら に わ づ か な が 
ら 良 好 な 結果 を 示し た こと は , すなわち 人 工 合成 飼養 液 
は 血清 に 比 し て より 不適 当 な 状態 とこ あつ た た め と 思 老 さ 
れる 。 飼 養 液 が さら に 改善 され る 場合 は この 差 は 次 第 に 
短縮 され る も の と 考え られ る 。 

Ross and Bueding (1950) は 酸 緩 箇 液 は 虫 体 に 有 
害 で ある と 報告 し て いる が , 箇 者 な どの 実験 に お いて , 
MacIlvaine 緩衝 液 と Kolthoff 緩衝 液 が 不良 の 結果 を 
も た らし た の る も 恐らく その 交 酸 塩 に 基 因 する も の で あろ 

住 血 吸 虫 の 糖 代謝 に 関し て は Bueding 一 派 に より 種 
* の 知見 が 報告 され て お り , 比較 的 多く の 商 欧 糖 が 消費 
され て 乳酸 に まで 分 解 され る 事 な ど が 明か に され て いる 
(Bueding and Charms, 1951) 。 然るに その ア 了 アミノ酸 代 
謝 に と つい て は いま だ 充分 な 知見 が 知ら れ て いな い 。 筆者 
等 は リン ガー 氏 液 た に 藻 糖 を 添加 する こと に よる 貝 体 の 
平均 生存 期間 を 0.8 日 か ら 1.7 日 まで 延長 せしめ , さら 
に アス ペラ ギン を 添加 し て 5.3 日 まで 延長 せしめ る こと 
が で きた 。 こ の 場合 蘭 閣 糖 を 欠 除 し じ し て アス ペラ ギン 単独 
で は その 効果 は 認め られ な か つた 。 こ れ ら の 事実 か ら す 
れ ば , 日 本 住 面 吸虫 は 多く の 糖 を 必要 と する 点 た お いて 
は Bueding ら の 知見 と 一 致す る が , さら に 比較 的 多く 


(16 ) 


1 
: 


30 年 9 月 (1955)) 261 


の 7 了 アミ ノ 酸 を も 必要 と し , か つ 後 者 は 前 者 の 存在 下 に お 1951. —3) Hoeppli. 'R., Feng, L. C. and Chu, 
いて 充分 利用 され うる も の と 考え られ る 。 H, J.: Attempts to culture helminths of ver 
tebrates in artificial media. Chinese Med. Jour. 

休 の 生存 関 の 単 生理 内 で は Suppl. 2, 343~374, 1938. —4) Ishii, K.: A 
それ 程 顕著 で は な か つた が , 荷 を 溢 加 する と 雌 虫 で differential staining for living and dead larval 
は その 生存 期間 が 閉 し く 延 長く され 雄 虫 で は 顕 閉 で な く , trematodes. Jap. Jour. Med. Sci and Biol., 6 (5) 
同様 の 結果 は また アス バラ ギン を せる 際 に も 認め ら 


義孝 : 日 本 佳 血 吸 虫 の 生体 外 飼育 に 関す る 研究 1. 


。 Buedi の の 報告 で は の 
成分 特に 血清 を 用 いた 。 寄生 学 雑誌, 
し て は 全く 言及 し て いな い が , 上 の 事実 は 見 礁 貝 体 の 代 4(1), 12~18, 1955. —6) Ross, 0. A. and Bued- 
謝 機 構 の 量 あ る い は 質 に お いて 可 成 り の 差 の ある こと を ing, E. : Survival of Schistosoma mansoni in vitro. 
春 示 する も の で あろ 5 。 Proc. Soc.Exp. Biol. and Med., 73 (1, 2,) 179~ 
要 182, 1950. 
容量 10cc の カー レル 内 た に 6cc の 人 工 合成 液 Summary 
を 入れ , 3 対 の 成就 抱合 せる 日 本 住 血 吸虫 を 投入 し て 貝 Information about the survival of schistosomes 


体 の 生存 期間 を 観 任 し た 。 そ の 際 の 人 工 合成 飼 養 液 の 種 in artificial medium has been limited .to the re- 
ぇ の 条件 を 吟味 し て っ つぎ の ご とき 飼養 液 を 考案 し た 。50 port of Ross and Bueding (1950) who reported 


that the survival of Schistosoma mansoni did not 
万 分 の 1 濃度 の フェ ノー ル ・ レ ッ ド を 溢 加 せる リン ガー exceed 18 hours in a chemically defined medium. 


氏 液 に 0.5 アス パラ ギン 1.0 加え , Mi- The present paper reported a more favorable 
chaelis の ベロ ナー ル 酷 酸 ソ ー ダ ・ 塩 酸 緩 衝 液 を 用 いて artificial medium for the survival of Schistosoma 
pH 7.37.7 と し , さら に 念 の た め に ペ = シリ ン 500 japonicum. General procedure was conducted in 
ulcc。 ストレプト マイ シン 500 r/cc を し て 雑 the same manner as reported in the previous 


paper. The pH was adjusted to 7.3-7.7 with 


殖 を 防止 し た 。 飼 育 温度 は 28°C で ある 。 そ の 結果 は , Michaelis buffer which proved the suitable one 
最短 2 日, 最長 12 日 平均 5.3 日 ( 雄 貝 2.7 日 , 雌 虫 8.0 for worms. 
日 ) の 生存 期間 を し めし , 従来 の 18 時 間 と い ぅ 成績 に We have tried 0.85 % NaCl-solution, Lock’s, 


Tyrode’s, and Ringer’s solution as a basal me- 

上 比 し 約 7 倍 の 延長 を 見 た 。 dium. Among of them the Ringer’s solution was 
引 用 文献 the most efficient for survival of worms. Ad.- 
dition of 0.5 2 glucose and 1.0% asparagine to 
the Ringer’s solution resulted in a marked in- 
crease in survival time. The female survived in 
this medium for 8.0 days (5-12) at 28°C, and the 
male 2.7 days (2-4). 


1) Bueding, E.: Metabolism of parasitic helmi- 
nths. Physiol. Rev., 29, 195~218, 1949. —2) 

Bueding. E. and Charms. B.: Respiratory meta- 
‘bolism of parasitic helminths without participa- 
tion of the cytochrome system. Nature, 167,149, 
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論 

本 邦 に 於 ける 肺 吸虫 の 浸 淫 地 は 九州 , 四国 の 諸 県 を 初 
あめ, 山口 , 広島 , 岡山 , 鳥取 , 兵庫 , 京都 , 大 阪 , 奈 良 , 
新潟 , 岐阜 , 静岡 , 山梨 , 富山 , 長野 , 千葉 その 他 の 諸 
県 が 知ら れ , 近 時 その 調査 が 進む に つれ て 更に 新しい 分 
布地 が 判明 し つつ ある 。 和 我々 も その 肺 吸 虫 分 布 調査 の - 一 
端 と し て 兵庫 県 北部 但馬 地方 の 調査 成績 を 報告 する 。 

兵庫 県 北部 , 円 山川 流域 の 肺 吸 虫 に 関し て は 最近 まで 
・ 六 けた に され て いな か つた が , 著者 の 一 人 藤戸 孝 純 (1952) 
は 有 先発 と する この 地方 の 肺 吸虫 症 3 例 を 報告 

第 1 図 調査 地区 概要 


佐 川 
き 六方 川 9.7 


On the distribution of lung-flukes, PARAGONTI- 
MUS WESTERMANII(KERBERT, 1878) BRAUN, 
1899 and P. OHIRAI MIYAZAKI, 1939 in the 
northern districts of Hyogo-prefecture. 

Yaukio Yoshida, Hiromu Fujita, Yukio Koyama, 
Tomoya Murai, Yoshizumi Fujito.: (Department 
of Medical Zoology, Kyoto Prefectural Univer- 
sity of Medicine. Director : Dr. Harujiro Koba- 
yashi) 

* 兵庫 県 立 豊 岡 保健 所 

公立 豊岡 病院 


兵庫 県 但馬 地方 の 肺 吸 虫 
(タテ ステ ルマン 肺 吸虫 と 大 の 分 布 に て ) 


吉田 幸雄 藤田 小山 幸男 * 村井 * 藤戸 孝 純 
京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 (指導 小林 晴 治郎 博士 ) 
(昭和 30 年 3 月 17 日 受領) 
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し た 。 我 々 は この 地方 の 肺 吸 浸 の 程度 を 明らか に す 
る 為 1953 年 11 月 より 調査 を 義 始 し た 。 調 査 の 概要 は , 
(1), 第 1 中 間 宿 主 並 びに 第 2 中 間 宿 主 の 分 布 , (2), ヵ 
= 体内 か ら 肺 吸虫 被 虫 の , (3), か ら 成 
の 採取 , (4, 本 地方 に 分 布 す る 肺 吸 虫 の 政 種 に 関す る 
考察 , (5), 肺 吸虫 症 患 者 に 関す る 調査 , 更に 手術 に よ 
り 人 体 肺 か ら 肺 吸虫 成虫 の 摘出 , その 他 に 関し て 調査 研 
究 を 行っ つた 。 乱 お , 今回 調査 し た 地区 の 地図 を 第 1 図 に 
掲げ る 。 
成績 並び に 考察 

(1) 第 1 中 間 宿 証 の 分 布 

円 出川 本 流 並び と その 支流 に 於 て , ウェ ステ ルマン 肺 
(Paragonimus westermanii (KERBERT, 1878) 
BRAUN, 1899.) の 第 1 中 間 宿主 で ある カワ ソニ = ナ (Se- 
misulcospira libertina) が 多数 分 布 し て いる 。 又 円 山川 
河 日 附近 に 於 て 大 平 肺 吸虫 (Paragonimus ohirai MI- 
YAZAKI, 1939.) の 第 1 中 間 宿 証 で ある カッ ザン ショ ッ ツ 
ガイ の 一 種 , テン シン オカ ワザ ン シ ョ ッ ツ (Assiminea japonica 
septentrionalis) を 名 数 採取 し 得 た 。 

矢田 川 流域 に て は 川本 流 は 円 出川 と その 趣 を 
に し , 海 に 入る まで 清流 で ある 。 カウ = ナ は 少な く イ シ 
マキ (Clithon retropictus) を 多数 認め た 。 併 し 支流 の 
小川 に は ヵ = ナ が 多数 て いた 。 カ ザ ン シ ョ 
は 採集 出来 な か つた 。 こ れ ら 上 肉類 に 関し て は 現在 分 布 を 
調べ た の み で 上 貝 体内 に 於 ける レデ ヂ デア, セル カリ ア 等 に 就 
て は 検査 示 『 で ある 。 
(2) 第 2 中間 宿 分 布 

円 山川 流域 に 於 て は , 本 流 , 支流 共 各 地域 に 多数 の そ 
クズ ガー = (Eriocheir japonica) が し , 主として 下 
流 で 10 月 頃 か ら よ く 採 集 出 来 た 。 サワ が ガ = (Potamon 
japonica) は 円 山川 支流 上 流 に 於 て 相当 分 布 し て いる の 
を 認め た 。 双 大平 肺 吸虫 の 第 2 中 間 宿 主 と 言 われ る ベン 
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第 1 表 円 山川 及び 矢田 川 流域 産 モ クタ クズ ガニ = 中 の 肺 吸 虫 被 枚 幼 虫 寄生 率 
(1953 年 度 及 び 1954 年 度 の 成績 ) 
河川 円 山 流 矢田 川 流域 
12.1% 20.07 11.9% 
1963 年 (he) (7) (a4) 
25.6% 4.87 19.7% 0% 
許 , ( ) 内 の 数 字 は (陽性 数 / 検 査 数 ) 
第 2 表 モク ズ ガ = 体 中 の 肺 吸虫 被 旋 虫 の 分 布 成 績 
( 円 産 と 崎 県 産 と の 生 度 の 比較 ) 
寄生 率 最高 最低 
(平均 ) 総 数 肝 筋 その 他 
円 山川 産 16.38% 28~1 個 
(figs) (5.5) 0 "ls 
930 556 190 179 5 7 
59.7% 20.5% 19.3% 0.5% 40.5% 32.0% 


ヶ ケイ ガニ (Sesarma intermedia), クロ ベン ケイ (Ses- 
arma dehaani) 及び 小型 大 平 肺 吸虫 (Paragonimus 
iloktsuenensis Chen, 1940) の 第 2 中 間 宿 主 と 言 われ 
る クロ ベン ヶ ケイ に 就 て は 円 山川 下流 に 於 て 多数 分 布 し 容 
採集 され た 。 ・ 

矢田 川 流域 に 於 て は 10 月 の 候 , 中 流 に 於 て モク ズ ガ が 
= が 採集 され た が 円 山川 に 比 し て 少な い 様 に 感じ た 。 そ を 
の 他 の カニ = に 就 て は 充分 な 観 人 を し て いな い が 恐 らく 円 
山川 と 同様 頂 島 し て いる も の と 考え られ る 。 
(2) モク ズ ガ ニ よ ょ より ( (metacercaria) の 
検出 成績 . 

(a) 円 山川 流域 : 1953 年 度 , 1954 年 度 に 調査 し た 成 
績 を 第 1 に 示す 。1953 年 度 は 84 中 10 陽性 (11.9 
2) , 1954 年 度 は 112 中 22 陽性 (19.7 で あぁ っ 
た 。 人 多少 寄生 率 が 増加 し て いる 様 な 数 字 で ある が 検査 数 
が 少な い の で 確か な 事 は 云え を な い が 大 体 10 数 履 乃 至 20 
程度 の 浸 で ある 事 が わか る 。 こ の 寄生 率 は 九州 , 四 
国 そ の 他 の 濃厚 流行 地 に 比 す る と か な り 低 いも の で あ 
る 。 因 み に 1953 年 , 1954 年 の 2 回 に 貢 り 九州 宮崎 県 , 
永吉 康 益 氏 の 御 厚 意 に ょ り 宮 崎 県 南那珂 郡 産 の を クズ ガ 
= を 検査 する 機会 を 得 た が その 時 の 成績 と 比較 し て 第 2 
表示 し た 。 即 ち 円 山川 産 の 寄 生 率 は 両 年 度 を 合計 する 


と 16.3 (32/196) で , 1 の 最高 被 虫 寄生 
数 28 個 , 平均 5.5 個 で ある の に 比 し 宮崎 県 産 の も の は 
寄生 率 60.3 (44/73) , 最高 被 虫 数 206 個 , 平均 
17.2 個 で あつ た 。 2 表 に ヵ ゃ = の 別 生 率 を 示し 
た が 雌雄 の 間 に 特 に 差 は な い 様 で ある 。 又 被 交 虫 の ヵ 
= 体内 に 於 ける 寄生 部 位 に 就 い て は, 総数 930 個 の 内 
556 個 (59.7 が , 190 (20.5 が 肝 に , 179 
個 (19.3 ) が 筋 た に , 5 個 (0.5 %) が その 他 の 部 位 に 
寄生 し て いた 。 又 余 り 大 き な カ = より る も 甲 の 長 経 が 4 乃 
至 6cm 程度 の も の に 寄生 率 が 高 か つ た 。 之 の 点 に 関し 
て は 細川 修治 兵 も 指摘 し て お られ る 。 

円 山川 産 の これ ら モ クズ が ガ = に 寄生 し て いた 肺 吸 虫 被 
虫 は その 大 いさ , 内 膜 の 厚 さ , 排 形状 その 他 
か ら す べ て ウェス テル マン 吸 の 被 虫 及 びそ の 
弱 型 と 同定 し た (第 4 表 参 照 )。 

(b) 矢田 川 流域 : 矢田 川 は 円 出川 の 西方 約 20 km の 
所 を 流れ , 香住 町 に て 日 本 海 に 注ぐ (第 1 図 参照 )。 そ の 
聞 は 山 が 海 に せま り 交 通 は 極め て 困難 で ある 。 モ クズ ガ 
= 棒 候 数 は 円 山川 に と 比べ て ずつ と 少な い 様 で ある 。1954 
年 10 月 に 矢田 川 産 モク ズ ガ = 36 検査 し た が 肺 吸 
被 功 虫 は 検出 出来 な か つた (第 1 表 参 照 ) 。 

(4) サッ ガ = か ら の 被 検査 成績 
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1953 年 11 月 円 山川 支流 産 の サウ ガ = 7 克 を 検査 し た 
が 肺 吸虫 被 因 効 虫 を 見 出さ な か つた 。 検 査 数 が 非常 に 少 
な い の で 確か な 事 は 今後 調査 の 上 判断 し た い 。 

(5) ベン ケイ ガニ , クロ ベン ケイ か ら 大 肺 吸虫 
虫 の 検出 成績 

大 平 肺 吸虫 は 昭和 14 年 , 宮崎 一 郎 氏 に ょ っ つて 発見 さ 
れ , その 後 の 研究 と ょ っ て 第 1 中間 宿主 は カッ ザン ショ 
ウッ ガイ, 第 2 中 間 宿 主 は ベン ケイ ガニ =, クロ ベン ケイ , 
アシ ハラ ガニ =, ハマ ガ =, アカ テ ガ = 等 で ある 事 が 明 ら 
か に され た 。 本 邦 に 於 て 現在 まで に 第 2 中 間 宿 主 で ある 
これ ら の カ ヵ カ = か ら 大 平 肺 吸虫 被 交 幼 虫 が 検出 され た の は 
我々 の 知る 範 暑 で は 熊本 県 , 鹿児島 県 , 宮崎 県 , 三重 県 
の み で , 特に 日 本 海 側 の 報告 は な い 。 
我々 は 1953 年 11 月 , 円 山川 流域 を 見 て 卿 つた 時 に べ 
ン ケ イガ ニ =, クロ ベン ヶ ケイ の 棲息 する を 見 , 且つ テ シ オ 
カッ ザン ショ ツウ ツ を も 採集 し 得 て 本 地区 に も 大 平 肺 吸虫 が 
分 布 す る 可能 性 の あぁ る 事 を 知 つ た 。 1954 年 10 月 , 円 山 
川 の 河口 に 近い 小島 産 の ベン ケイ ガ が = 45 克 , クロ ベン 
ヶ 27 検査 し た 所 , 前 者 は 陰 で あつ た が 後者 の 
内 3 砲 に 大 平 肺 吸虫 の 被 幼 虫 と 思わ れる も の を 検出 し 
た 。 ベン ヶ 生 率 11.1 その 内 2 肝臓 に 
各 1 個 を 認め た に すぎ ぬ が 最後 の 1 匹 に は 121 個 の 被 相 
幼虫 が 寄生 し て いた 。 (第 3 表 参 照 ) 

この 被 杏 幼 虫 は 宮崎 一 郎 氏 等 の 報 ず る 如く 肝臓 に 最も 
多く 寄 生 し て いた が 錠 , 筋 に も 又 か な り 見 出さ れ た 。 

クロ ベン ケイ より 採取 し た これ ら 虫 の 形態 的 特 
徴 に 関し て は , 同じ く 同 地方 産 の キク ズ ガ = か ら 採 取 し 
た ツェ ステ ルマン 肺 吸虫 の 被 國 幼虫 と 比較 し て 写真 (1) 
に 示し , つ 計測 値 を 第 4 掲げ た 。 更 に この 大 平 
吸虫 と 思わ れる 被 虫 を , 家 マッ ス に え , 成 
" 躍 を 得 て 確 定 し た 。 写真 (4 は 動物 実験 に た ょ よっ つて 得 た 大 


第 3 表 クロ ョ ベン ケイ 及び ベン ケイ ガニ = か ら 
大 平 肺 吸虫 虫 検出 成績 
種 検 - 虫 寄生 部 位 及 び 寄 生 
類 数 数 例 性 大 き 筋 計 


(mm) 


計 9101 13 123 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・ 築 3 . 号 


第 4 素 円 山川 産 モ クズ ガ が = 及び クロ ベン ケイ 
か ら 得 た を 肺 吸 の 形態 比較 


モク ズ ガ ニ = か ら クロ ベン ケイ みか 


_ 得 た 被 幼虫 ら 得 た 被 
形 
334~406 x 334~377 232~304x 218~275 
の (389 x 363) (278 X235) 
340~450 x 320-~440* 253~~384X 192-~~280* 
400 Xx 400** (303 x 235) 
28.8~14.4 4.3~2.5 
21.0~—10.0* 4.6~2.8* 
20.0** (3.7) 
排 幅 が 広い 幅 が や ませ まい 
( ) 内 は 平均 値 


* は 宮崎 の 計測 値 
* 村 は 小林 の 計測 値 
数 字 の 単位 は すべ て gk 


平 肺 吸虫 の 皮 隷 を 示し た も の で ある 。 

(6) 野 石 , 人 等 か ら 肺 吸虫 成虫 の 検索 

(a) 野 犬 : 1953 年, 1954 年 に 豆 り 25 頭 の 野犬 を 調 
査 し た 所 , その 内 3 頭 に 計 10 匹 の 肺 吸虫 を 見 農 し た 。 
その 中 で 2 は 虫 , 8 は 未成 で あつ た 。 そ の 
2 個 の 成就 虫 の 形態 に つい て 極 く 簡 単に 述べ る と , 犬 標 
本 第 1 号 は 大 さ 9.0x6.2x3.0 (mm) で は 比較 的 
単純 に 分 し , 皮 は 体 両 端 部 , 中 央 部 群 生 せ ず 
立 し , へ ラ 形 で 先端 が 2 分 し 或 は 全体 が 2 分 し て いる も 
の も あぁ つた 。 犬 林 本 第 2 号 は 大 さ 5.0x2.6x1,2 (mm、 


* で 卵巣 は 比較 的 単純 に 分 枝 し , 皮 球 は 両端 部 , 中 央 部 共 


に 孤立 し 和束 型 を 量 し 先端 或 は 全体 の 2 分 し て いる 様 な も 
の は 認め な か つた 。 これ ら の 所 見 た より この 2 個 の 肺 蔽 
貝 は ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 で ある と 考え られ る 。 

(b) 人 : 1954 年 7 月 17 日 , 豊岡 病院 に 於 て , 肺 明 
と 肺結核 と を 合併 する 患者 ( 広 O 三 子 2 ) 
の 肺 葉 切除 術 を 行 つ た 所 , 右 肺 , 中 葉 Ss 領域 た 6.0x 
7.0x3.0 (cm) 程度 の 大 な る 貝 癌 あり, それ に 隣接 し て 
領域 に 迷路 の 如き 存在 し 中 に 肺 吸虫 成虫 1 
を 包 蔵 し て いた 。 下 Ss 領域 結核 病巣 と 相 つ て 
小 り 中 に 成虫 1 , 更に Sz 領域 に 1 個 の 小 虫 
あり 中 に 成虫 1 匹 を 認め た 。 又 その 他 に 成虫 の 存 せ ざる 
個 を 認め た 。 和 は この 内 2 克 貝 体 を 検査 し 得 
た 。 こ の 人 標本 第 1 号 は 大 さ 10.2X5.9x3.8 (mm) で 
卵 巣 は 比較 的 単純 に 分 枝 し , 皮 隷 は 体 の 両端 部 も 中 央 部 
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昭和 30 年 9 月 (1955)] 


写 訟 明 


(2) 


(4) 


(1) ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 ( 右 ) と 大 平 肺 吸 虫 ( 左 ) と の 相 格 幼 虫 
(2) 人 体 か らち 摘 出し た 肺 吸虫 (人 標本 1 号 ) の 皮 ) 
(3) (2) と 同一 人 体 肺 か らち 摘出 し た 肺 吸 虫 (人 標本 第 2 号 ) の 皮 隷 (分裂 ) 


(4) 大 平 肺 吸虫 の 皮 走 ( 家 兎 感染 後 35 日 ) 


も 共に 孤立 し , 写真 (2) に 示す 如く 束 状 或 は 三角 形 を 早 
し 先端 2 分 せる も の を も 認め た 。 以 上 の 点 よ り も ツェ 
ステ ルマン 肺 吸虫 と 考え た 。 人 打 本 第 2 号 は 虫 体 が 破 震 
し を 観察 する 事 が 出来 な い が 見 る と 後 端 部 は 
鱗 状 で 2 一 3 分 し , 中 央 部 は 写真 (3) に 示す 如く 豆 状 で 
2~3, 多き は 5 一 6 個 に 分 裂 し 一 見 和 群生 せる か に 見 える 
る 。 辻 崎 一 郎 氏 に よれ ば ウツ ェ ス テル マン , 及び ケリ コッ 
ト 肺 吸虫 の 孤立 し , 大 平 , 及び 小型 大 平 吸虫 の 
群生 する が , ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 で も 老成 すれ 
ば 分 て ゆく と 。 比 較 の 為 , 動物 実験 で 得 
た 大 平 肺 吸虫 の 皮 束 を 写真 (4) に 示し た 。 は クロ ベン 
ヶ イ より 得 た 大平 吸虫 被 家 に 与え 35 日 後 
の で ある が 上 は 既に か く 生 し て いる 。 体 
か ら 取 り 出 し た 上 記 肺 吸虫 (人 標本 第 2 号 ) の 皮 球 に 就 


(群生 ) 


いて 富 崎 一 郎 氏 の 御 意見 を 求め た 所 , 卵巣 を 見 な いと 確 
実 な 事 は 云え を ぬ が く ツ ウェ ステ ルマン 肺 で あろ う 
と の 事 で あつ た 。 ウ ツ ウェス テル マン 肺 吸虫 で も 時 に ば かく 
分 殊 し , 一 見 群生 する か に 見 え , 大 平 及び 小型 大 平 肺 足 
貝 に 似る 場合 も ある と 双 う 事 を 知 つ た 。 

(e) 豚 : 1954 年 10 月 , 本 地区 産 の 豚 3 頭 を 調査 し 
た が 肺 吸 由 を 検出 出来 な か つた 。 
(7) 本 地方 に ける 肺 吸虫 患者 に 

さき に 穫 者 の 一 人 , 立 戸 (1952) は 本 地方 に 於 ける 肺 
吸虫 症 患 者 で 臓 胸 を 先発 せる 3 例 を 報告 し た 。 そ の 他 , 
最近 円 山川 流域 に 見 出さ れ た 患者 は 確実 な 者 10 名 , 笑 
い は ある も 不 確 実 な 者 3 名 で 前 者 の 明 疲 中 に は 貝 卵 を 認 
め , 叉 中 に は XX 線上 興味 ある 像 を 呈し て いる 者 も ある 。 
これ ら の 患者 は みな 円 山川 産 の キモ クタ ズ ガ = を 食し 感 梁 し 
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た と 老 え られ る 者 で ある 。 当 地方 で は そ モタ ズ ガ = を 好 ん 
で 食し , 煮 或 は 焼い て 食す る 他 , カ = 飯 に し 又 , は ん ペ 
ん (か ま ぼ こ ) の 材料 に する 。 これ ら の 種々 の 調理 に 際 
し 手指 ゃ 器物 が され する 事 老 えら れる 。 (第 
1 図 印 は 者 の 発生 地 及 び 者 を 示す ) 

総 括 

我々 «は 1953 年 か ら 1954 年 に か け て 兵庫 県 北部 円 山川 
流域 に 於 て 肺 吸虫 に 関す る 調査 を 行 つ て 次 の 如き 成績 を 
得 た 。 

(1) 円 出川 流域 各地 区 の モタ ズ ガ =, 計 196 匹 を 検査 
し 32 (16.3 た に ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の 被 
を 検出 し た 。 

(2) 矢田 川 流域 産 の モク タ ズ デ ガニ = 36 旋 の 検査 結果 は 陰 
性 で あつ た 。 

(3) 円 山川 河口 附近 産 の タロ ベン ヶ イ 27 克 を 検査 し 
その 内 3 (11.1 か ら 計 123 個 の 大 平 肺 吸虫 被 
虫 を 検出 し た 。 こ れ に ょ より 初 や て 寮 日 本 地区 に ゃ も 大平 肺 
吸虫 の 分 布 す る 事 が 判明 し た 。 

(4) 当地 方 に 棲息 する 野犬 か ら 2 砲 , 人 か ら 2 旋 の 肺 
吸虫 成虫 を 得 て 検査 し た 所 いづ れ も ウ ツェ ステ ルマン 肺 吸 
虫 と 考え られ た 。 

(5) 当地 方 住 必 の 肺 吸虫 症 患 者 は 現在 判 名 し た 者 は 10 
名 で ある 。 

以上 の 成績 より 兵庫 県 北部 円 山川 流域 は 肺 吸虫 の 一 流 
行 地 で あり 今後 更に 感染 の 機会 が ある も の と 考え られ 
る 。 上 且つ 豊岡 を 東 へ 距 る 30km の 新庄 川 , 福田 川 流域 
に は 現在 12: 名 の 肺 吸虫 患者 が 存在 し , 岡田 貞一 氏 (1954) 
は この 地 に 於 ける 1 例 の 脳 内 肺 ヂ デス トマ 症 と 2 例 の 胸部 
肺 デ ネト マ 症 に つい て 報告 し , 叉 荒木 千里 氏 は 昭和 25~ 
26 年 の 頃 , 4 例 の 肺 デ スト マ 性 脳 可 腫 例 を 見 , 内 2 例 は 
網野 , 他 の 2 例 は 兵庫 県 城崎 郡 及び 加東 郡 在住 の 者 で あ 
つた と 述べ て お られ る 。 又 最近 吉田 は 福井 県 三方 地方 の 
そ モタ クズ ガニ = に る も 相当 数 の 肺 吸虫 被 細 幼 虫 の 寄生 し て いる 
事 を 確認 し た 。 今後 これ ら 中 部 裏 日 本 の 肺 吸虫 分 布 の 正 
確 な 調査 が 期待 され る 。 

最後 に 御 指導 , 御 校 関 を 賜っ つた 小林 晴 治郎 先生 に 厚く 
御礼 申 上 げ ま す , 又 虫 種 鑑 別に 関し 御 教 示 下 さ つ た 宮崎 
一 郎 氏 に 厚く 感謝 致し ます 。 又 ヵ = 採集 に 際 し て 御 協 力 
下さ つた 香住 保健 所 増田 陸 郎 氏 並 びに た 豊岡 保健 所 , 岩本 
充 保 氏 , 難波 秋雄 氏 に 深謝 致し ます 。 

本 論文 要 引 は 第 24 回 寄生 虫 学会 総会 (昭和 30 年 4 月 ) 
に 於 て 発表 し た . 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・ 第 3 号 


要 
1) 藤戸 他 (1952) : 肺 デス トマ 症 と 臨床 
5 (7), 7680. 一 2) 岡田 貞一 (1954) : 丹後 地方 
に 3s け る 肺 デ スト マ 症 , 京 医 会 誌 , 5 (8), 1618. 
ー3) 細川 修治 (1954) : 高知 県 , 謎 媛 県 , 山口 県 産 
モク ズ の 肺 吸虫 被 た て , 小 林 晴 郎 
記念 号 (衛生 動物 IV), 150158. 一 4) 宮崎 一 
郎 (1950) : 肺 吸 虫 (特別 議 演 要覧), 東京 医 誌 , 65 
(5) , 21~23. 一 5) 岡村 一 郎 他 (1952) : 宮崎 県 下 の 
肺 吸虫 濃厚 感染 地帯 (予報 その 一 ) , 医学 と 生物 学 , 
23 (3), 79. 一 6) 岩倉 利明 (1953) : 宮崎 県 一 ツ 瀬 
川 流域 た 於 ける 肺 吸虫 分 布 調 査 に つい て , 医学 と 生 
物 , 27 (4), 161. 一 7) 三宅 寿 他 (1951) : 肺 デ ス 
トマ 症 の 集団 検診 (第 1 報 ), 四国 医 誌 , 2 (5),10~ 
15. 一 8) 尾 池 喜代 司 他 (1951) : 肺 ボ スト マ 症 の 集 
団 検 診 ( 筑 2 報 ) 四国 医 誌 , 2 (6), 2426. 一 9) 
後藤 正 (1953) : 長崎 県 下 の 肺 ボ デ ス トマ , 長崎 
医 会 誌 , 28 (9) , 957963. 一 10) 光 野 孝雄 (1952) : 
肺 吸虫 の 脳 内 寄生 に つい て , 治療 , 34 (4), 359 
365. 一 11) 横川 宗雄 (1952) : 肺 吸 虫 流行 地 に 於 け 
る アメ リカ ザ デザ リガ = の 検査 成績 た に た ついて, 1, 医学 と 
生物 学 ,~25 (6), 305. 一 12) 横川 宗雄 他 (1953) : 
静岡 県 下 肺 吸虫 流行 地 に 於 け る アメ リカ ザリガニ = の 
感染 状況 , 1I. 医学 と 生物 学 , 27 (2), 6568. 一 13) 
横川 宗雄 (1953) : モク ズ ガ が ガ が = (Eriocheir japonica) 
体内 に た に 於 ける 肺 吸 ケ ルカ リア の 機転 の 観 
察 , 医学 と 生物 学 , 26 (2), 79. 一 14) 宮崎 一 郎 
(1954) : 肺 吸虫 症 , 臨床 と 研究 ,31(5), 5 一 12. 一 15) 
宮崎 一 郎 (1952) : 新種 太平 肺 吸 虫 の 発見 , 日 医 報 , 
1448, 89~91. 一 16) 宮崎 一 朗 (1947) : 日 本 産 肺 吸 
被 3 種 の 区 別 点 , 医学 と 生物 学 10 (4), 223 
~225. 一 17) 一 郎 (1944) : 大 平 肺 吸虫 の 皮 
に つい て , 特に ウェ ステ ルマン 和 肺 吸 虫 と の 比較 , 福 
医 誌 , 37 (3) , 195 202. 一 18) 長 花 操 (1935) : 
獅子 に 寄生 せ し 肺 吸虫 の 一 例 に て , 附 . 肺 の 皮 
較 の 形 と 其 の 種別 と の 関係 , 朝鮮 医 会 誌 , 25, 879 一 
885. 一 19) 小林 晴 治郎 (1917) : 肺 ボ デス トマ 被 
虫 及 母 和 虫 の 形態 及び 母 虫 の 種類 に 就 て , 朝鮮 医 会 誌 , 
19, 6670. 一 20) 米 利己 (1951) : 大 平 肺 吸虫 
の 生物 学 的 研究 , 医学 研究 ,21 (4); 509516. 一 21) 
宮崎 一 郎 他 (1951) : 九州 の 7 タチ か ら 得 た を 肺 吸虫 の 
種類 , 医学 と 生物 学 , 18 (2) , 106 一 107. 一 22) 斎藤 美 
知 他 (1951) : 大 平 肺 吸虫 の 豚 た 於 け る 自然 感染 例 , 
医学 と 生物 学 , 18 (3), 142145. 一 23) 一 色 於 区 四 
郎 (1950) : 犬 に 3 ぉ ける 大 平 肺 吸虫 の 一 自然 感染 例 に 
つい て , 医学 と 生物 学 , 17 (1), 2831. 一 24) 宮 
崎 一 郎 (1944) : 大平 肺 吸虫 の 分 布 に たつ いて (第 一 報 ) 
医学 と 生物 学 , 6 (1), 23~26. 一 25) 宮崎 一 郎 他 
(1951) : 大平 肺 吸虫 と 小型 大 平 肺 吸虫 の 分 布 調査 , 
第 2 報 , 医学 と 生物 学 , 20 (3), 121~123. 一 26) 
方 納 寺 徳 貞 (1952) : 大 平 肺 吸虫 に 関す る 研究 補 和 遣 , 
その 一 , 大 平 肺 と 小型 太平 肺 吸虫 の 中 間 


= 
( 
1 
. 


昭和 30 年 9 月 (1955)] 


主 に 関す る 研究 , 医学 研究 , 22 (9), 11831190. 
ー27) 万 納 寺 徳 貞 (1952) : 大 平 肺 吸虫 に 関す る 研究 
補 和 遣 , その 二 , 大 平 肺 吸虫 の 終 宿 主 た に 関す る 研究 , 医 
学研 究 , 22 (9), 1193~1196. 一 28) 宮崎 一 郎 他 
(1954) : 大 平 肺 吸虫 の 新しい 終 寄生 学 雑誌 , 
2 (3,4), 1~3. 一 29) 和 宮崎 一 郎 他 (1947) : 大 平 肺 
吸虫 の 自然 宿主 た つい て , 医学 と 生物 学 , 22(5),213 
ー215. 一 30) 宮崎 一 郎 (1949) : アメ リカ の 肺 吸虫 と 
月 本 産 と は 成虫 で 区 別 出来 る か ?, 医学 と 生物 学 , 15 
(6) , 336~339. 一 31) 宮崎 一 郎 (1954) : 佐賀 県 の 
イタ チ か ら 得 た を 肺 吸虫 ( 拉 そ らく ケリ コッ ト 肺 吸虫 ) 
第 23 回 日 本 寄生 学会 議 . 一 32) 内 野 (1954) : 
山口 県 産 = の 肺 吸 虫 の 寄生 状況 た に 就 い 
て (1), 寄生 虫 学 雑誌 , 3 (4), 2~23. 一 33) 高 
橋 一 郎 (1954) : 愛媛 県 下 「 も くず が に 」 の 肺 吸虫 被 
雷 幼 虫 寄生 状況 に つい て , 寄生 貝 学 雑誌 , 3 (4, 31 
~35. 


( 23 ) 


Summary 


Studies on the distribution of lung-flukes were 
carried out at the northern districts of Hyogo 
Prefecture during 1953 and 1954. 

1) We found metacercariae of Paragonimus 
westermanii at the ratio of 16.3 2% (32/196) from 
Eriocheir japonica, collected at Maruyama-river, 
while the crabs collected at Yata-river were 
negative. 

2) Further we have found metacercariae of P. 
ohirai at the ratio of 11.1 % (3/27) from Sesarma 
dehaani, collected at Maruyama-river. 

3) We noticed 10 patients of paragonimiasis in 
these districts recently. 

4) We have examined two adults of lung-flukes 
from two dogs and two adults of them from a 
patient. After the form of cuticular spines and 
the branching of ovary all of these flukes were 
identified as P. westermanii 
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子宮 内 の 発育 及び その 抵抗 性 
に 関す る 研究 


第 1 報 豚 子宮 各部 位 に ける 
卵 の 培養 発育 経過 に 関す る 研究 


斎 藤 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 30 年 3 月 23 日 受領 


卵 を 種々 の を 使用 し て 子宮 下端 部 約 2 
を 培養 し , 発育 経過 を 比較 し た 研究 は ある が , これ を 子 
宮 全 長 に わた り そ の 各部 位 に お ける 包 蔵 卵 の 発育 経過 を 
観察 し , 子宮 各部 位 々 々 に よ ょ つて 如何 な る 発育 経過 に 変 
化 を 来たす か を , 考察 し た も の は 逐 し い 。 

私 は 子宮 体 の 各部 位 に お ける 豚 遇 虫 卵 が , その 部 位 に 
より 如何 な る 発育 経過 を と る か を , 即ち その 子宮 内 の 上 
端 部 存在 上 虫 卵 と 下端 部 存在 の を それ と の 間 に , 果して そ 
の 発育 経過 に 差異 あり や 否や を 知ら ん と し て 次 の 観察 研 
究 を つた 。 

実験 材料 及び 実験 方 法 

使用 し た 卵 は 採集 容易 な る 豚 を 用 いた 。 即ち 
芝浦 司 殺 場 に た 於 て 豚 の 腸 ょ り 採集 せる も の を 37°C 一 
0.95 水 を も つて , 魔 に 取り , 実験 室 に 持ち 
帰り 直ちに , 虫 の 成体 (体長 30 前 後 ) 運動 活 な 
も の を 体 軸 に 沿い 生殖 回 管 を 傷つけ な い 様 切開 し , 中 の 
雌性 生殖 器 即 ち 子 宮 を 取り 出し た 。 取 り 出 し た 子宮 は そ 
の 各々 * を 別々 に 十 等 分 し , その 各部 毎 に 混和 し , 之 を 綿 
ガー ゼ で , その まま 小竹 で よく 所 し , その 各部 
位 毎 に 培養 し た 。 培養 は 28°C で 貝 体 は , 50 条 使用 し 
た 。 塔 養 法 と し て は 瓦 培養 法 を 用 い , 温度 は 28 土 1°C 
の 場合 に を 行 つ た 。 

培養 液 は 特に 子宮 上 部 の 未完 成 卵 に 対す る 参 透 圧 の 影 


Study on the development and resistance of As- 
caris Eggs from the uterus of Ascariss uilla Duj. 
(swine ascaris) I The difference of the develop- 
ment of Ascaris Eggs according to the portion of 
uterus where they locate. Toshiaki Saito.: Na- 
tional Institute of Health, Tokyo, Japan. 


を し て , 0.95 液 を 規準 養 液 と し た 。 

双子 宮内 の 虫 卵 の 発育 竹 度 の 標示 と し て , これ を A: 
受精 卵 ;: B: 受精 中 の も の ; C: 受精 な る 
構造 だ 顕著 な ら さ ざる も の ; D: 受精 に し て 卵殻 
構造 る も も の; 受精 と し て 半月 状 部 を 一 極 
に 認め ゅ る も の ; 及び FF: 受精 卵 た し て 半月 状 部 を 両 
極 に 認め る も の に 大 別 し た 。 

観察 方 法 と し て は 3 日 , 5 日 , 7 日 , 10H, 14 日 , 28 
日 , 56 日 , 84 日 に 虫 の 一 部 を 取り , を 
し , 生死 の 判定 は 長期 間 培 養 に ょ る 形態 的 分 類 に 従っ つ 
た 。 各 * の 期間 毎 に 各々 百 個 の 虫 卵 を 顕 鏡 し , 上 記 区 別 
に し た が つて を 分 類 し た 。 

実験 成績 

(1) 子宮 内 虫 その 各部 位 に ょ る 発育 状況 : 
1 及び 第 1 図 に 示す 如く , 子宮 最上 部 は 未 受精 卵 最も 多 
く , 現在 受精 中 の も の , 及び 受精 る も 
構造 顕著 な ら ざ る も の に よ ょ つて その 大 部 分 が 充 た と され て 
いる る も, 次 第 に 子宮 の 下端 部 に な る に 従い 受精 九 た に し て 
卵 帝 構 造 閉 な る も る の, 半月 状 部 を 一 極 及 び 両 極 に 認め 
る も の の 数 比 が 増加 し , 子宮 最 下端 部 で は 既に 蛋白 膜 を 
有 し , 且つ 半月 状 部 を 波 帝 内 両極 に 認め る いわ ゆる 完成 
単細胞 嘱 な る も の が その 大 部 分 を 占め て いる 。 

(2) 子宮 各部 位 内 虫 卵 の 発育 状況 : いま 0.95 必 食 塩 
液 を 使用 し た 瓦 培養 基 上 に お ける 各種 虫 卵 の 発育 成績 の 
代表 と し て , 子宮 の 中 間 部 即ち , 子宮 上 部 より 5 引 o の 部 
位 に お ける 子宮 内 の 28°C に 於 ける 発育 成績 を 
す と 表 2 の 如く な る 。 

即ち , 此 の 泰 で 解る よ ょ うに, 或 時 間 だ け を 見 る と 各種 
の 程度 に 発育 し た 貝 卵 が 或 る 程度 の 幅 た お いて 混在 し て 
いる の で ある が , 時 聞 の 経過 と 共に この ある 程度 の 幅 に 
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第 1 表 子宮 内 豚 映 虫 卵 の 部 位 に ょ る 形態 的 な 
異同 及び その 量 的 関係 (百分率 ) 


A4014117 6 
BS8 5 
C52682625252513 7 5 
D 1363 68 69 71 60 44 24 8 
E 4 2523 18 15 
F 2 26 53 77 


A, B,C, D, E.F 及び は 第 
1 図 と 同 じ 。 


第 1 図 子宮 内 豚 血 虫 卵 の 部 位 に ょ る 形 


態 的 な 異同 及び その 量 的 関係 


A; 受 精 卵 

受精 中 の ゃ の 

C; 受精 卵 な る も 卵殻 構造 末 だ 顕著 な ら ざ る る も 
の 

D; 受精 卵 た に し て 卵殻 構造 顕 著 な る も ゃ の 

E: 受精 卵 た に し て 半月 状 部 を 一 極 に 認め る も ゃ の 
F; 受精 卵 た に し て 半月 状 部 を 両極 に 認め る も ゃ の 
ODD~®DDO は 子宮 上 部 ょ り 10 等 分 せる 位 
置 を 表 は す 。 


第 2 表 子宮 上 部 より 5/1o の 部 分 に た に ぉ ける 
発育 成績 
期 別 (0.95 NaCl, 28°C) 
3H 19 38 12 31 
5 日 2 13 14 16 .55 
7 日 0 16 23 3 
28 日 


に 


早 


お いて 混在 し た 像 は 全体 と し て 右 方 に 移行 し , 右 方 即ち 
培養 期間 が 長く な る に 従 つ て 蘭 次 発育 の ょ り 進 ん だ 卵 が 
殖 を て いく 。 そ こ で この 発育 の 時 間 的 経過 を 数 量 的 に 取 
扱っ つて 見 る 一 つの 方 法 と し て , 次 の 方 法 を 選ん だ 。 即 ち 
先ず 発育 の 高 炊 の 卵 か ら 数 え て 一 定 の 発育 段階 まで の 貝 
積 し , この 積 数 が 全 本 虫 卵 の 50 必 以 上 
に な つた 時 の 虫 卵 の 発育 程度 を , 仮り に , 平均 発育 段階 
点 と 名 付け , この 各 段 階 点 の 表示 は , 50 必 以 上 の 貝 卵 
が 既に , それ 又は それ 以上 に ある 。 発 育 段 階 の 名 称 を 以 
て し た 。 然 る 時 は この 平均 発育 段階 点 は 観察 し た 上 虫 卵 大 
の 50 が すでに この 発育 段階 を 通過 し て いる 事 を 意味 
し , 同時 に 又 逆 た 残り の 50 祈 が 未だ この 段階 を 通過 し 
な いと いう こと を 意味 す る 。 いま 縦 軸 に 培養 日 数 を 取 . 
り , 横 還 に この 各 平 均 発育 段階 点 を 取 つ て 作図 する と , 
第 2 図 の 如く な る 。 


第 2 図 培養 子宮 内 各部 位 虫 卵 の 平均 発育 曲線 
(28°C 0.95 NaCl 液 ) 
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番号 ( は 上 )10 等 た も の 


即ち 子宮 上 部 より の 部 位 の は 全 期 
を 通じ て 全く 単細胞 の まま 止ま る に 反し , 下方 7 以下 
の 部 位 の 虫 卵 は 培養 後 5 日 と し て すでに , 平均 発育 段階 
は 等 し く 期 た , 10 日 た と し て た , 14 た に し て 
こと ご と く 仔 虫 期 た 到達 する 。 そ の 中 間 の 子宮 部 位 の も 
の は , その 部 位 の 下方 の も の ほど 同一 平均 発育 段階 へ の 
到達 は ょ り 短 い 培 養 期間 中 に 泌 れ を 達成 する が , その 何 
れ の 部 位 の も の も , 培養 28 に し て 仔 た は , 
到達 し な い 。 

(3) 培養 子宮 内 各部 位 虫 卵 の 平均 発育 曲線 : 28°C 
0.95 食 塩 液 , 瓦 培養 に ょ る と , 豚 子宮 上 部 
及び “Ji1o。 で は , 共に 同一 の 平均 発育 曲線 を 示す も , 更に 
これ を 単細胞 に つき 詳し く 分 類 し , その 培養 発育 成績 を 
示せ ば 第 3 図 の 如く な る 。 
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第 3 図 豚 子宮 上 部 卵 (単細胞 ) の 28°C 
0.95 NaCl 液 瓦 境 養 発 育成 績 


ーー 内 部 位 


75 
50 $ 


① 子宮 上 部 ょ の 部 即 ち 子 宮 最 上 部 
子宮 上 部 より の 部 位 

A 受 精 

BB 受精 中 の も ゃ の 

C 受精 卵 な る ゃ 卵 毅 構造 末 だ 顕著 な ら ざ る も ゃ の 
D 受精 卵 た し て 構造 な る ゃ の 


婦 ち 子宮 最上 部 jp では, 未 受精 卵 及び 受精 中 の も の 
は 次 第 に 其 の 数 を 減じ 逆 た に , 受精 卵 に と に し て 卵殻 構造 末 だ 
顕著 な ら ざ る も の は , 次 第 に 増加 し て お り , “1o で る も, 未 
受 の も の より 次 第 に , 受精 た , 即ち 受精 し て , 
卵殻 構造 顕著 な る も の が 次 第 に 増加 し て いる 。 又 第 2 図 
に よる と , 子宮 下部 及び ツ (即ち 子宮 最 
下端 部 リリ 1p。) で は 同一 の 平均 発育 曲線 を 示す も , . こ れ を 
培養 経過 且 数 別に その 各部 位 別 の 発育 経過 を 比べ て 見 る 
と 第 4 図 の 如く な る 。 

即ち 豚 子宮 下部 及び 部 の 各 
各 養 日 お ける 各種 発育 期 比率 は , 子宮 下 
方 部 位 に お ける 九 ほ ど , 仔 虫 期 発育 期 卵 の 比率 が 大 と な 
つて いる 。 例え ば , 堪 養 28 日 の 仔 貝 期 卵 の 比率 を 見 る 
こ , 部 位 の の で は , 51 部 位 の も の で は 55 
ある の に 部 位 で は 71 部 位 で は 83 
と を な つて いる 。 

考案 及び 総括 

子宮 内 環 虫 卵 の 部 位 に ょ る 形態 的 研究 は 石井 , 柳沢 
(1953) 及び 井田 (1925) に ょ っ て 発表 され て いる 。 そ 
れ に よる と 子宮 体 の 各部 位 に ょ っ つて, 蛋白 膜 の 有無 , 半 
月 状 を 一 極 に 認め る も の , 両極 に 認め る も の , 卵黄 膜 を 
認め る も の , 極小 体 を 認め る も の 。 第 4 層 を 認め ある も 
の , 等 に 区 別 さ れ て いる 。 

宮内 の 発育 試験 に つい て は , 和泉 (1952) 
の 豚 子宮 下端 部 の 発育 成績 が ある も , これ を 
子宮 全長 に 豆 り 培養 し , 基 の 発育 成績 を 比較 する 事 は 行 
つて いな い 。 いま 私 の 上 記 の 成績 を 見 る の に , 子宮 上 
部 ほど 未 受精 卵 お よび 受精 卵 の 未完 成 度 の 高い 卵 が 多 
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く , 次 第 に 子宮 下部 に な る に 従い , 半月 状 部 を 一 極 及 び 
両極 に 認め る も の 等 発育 が 高度 の も の に な つて いる こと 
が 認め られ る 。 子宮 各部 位 に お ける 平均 発育 曲線 を 見 る 
に , 子宮 上 部 リ ro 及び */1o。 で は , 単細胞 の まま で 変化 示 
さ ず , 次 第 に 子宮 下部 に と な る に 従い 培養 発育 経過 は 高度 
に な り , 子宮 下端 部 7/10 S10 9/1 1/jp。 で は ほぼ 同一 の 平 
均 発 育 曲線 を 示し て いる 。 

然し , これ を 更に 詳細 に 調べ る と , 子宮 上 部 1/1o 及び 
*/1。 で も , 次第に, 未 受精 卵 よ り 受 精 卵 へ , 受精 卵 で は 
卵殻 構造 三 著 な ら ざ る も の より 顕著 な る も の へ と 変っ て 
いく の が 認め られ る 。 

宮下 部 8/10 及び で る も 子宮 最 下 部 
に な る に 従い , 培養 の 結果 , 仔 虫 形成 卵 の 比率 は 増加 の 
傾向 を 示し , 又 培 養 日 数 が 経過 する に 従い , 各部 位 共 仔 
虫 形成 卵 は 増加 し て いる の が 認め られ る 。 

いま 前 豚 子宮 体 各 部 位 の 単細胞 詳細 に 観 
祭 す る に , その 間 , 幾つ っ か の 形態 的 差異 が 認め られ , 子 
宮 各 部 に お いて , か か る 形態 的 に 異な つた 卵 の 比率 を 異 
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に し て いる 。 

即ち 未 受 精 卵 と 受精 卵 と に つい て 見 る に , 子宮 上 部 に 
於 ける 虫 卵 ほど 未 受精 卵 が 多く , 下部 に な る に 従い , 受 
精 完 成 卵 (半月 状 部 を 両極 に 認め る も の ) が 多く な つて 
いる が , 子宮 上 部 及び の 部 位 の 卵 が 全 養 期間 
を 通じ て 単細胞 の まま 止 り , 卵 割 を 始め な いこ と , 及び 
子宮 下部 で は , ほぼ 同一 の 平均 発育 曲 
線 を 示す 事情 は , 子宮 上 部 */jop まで の 部 位 の 虫 卵 は 殆ど 
未 受精 卵 か 或 は 受精 後日 漢 き , 未完 成 卵 で ある た めで あ 
り , 下部 の 部 位 の 虫 は 受精 完成 
若しくは それ に 近い 卵 が 圧倒 的 に 存在 する の に 基く も の 
で ある と 老 え られ る 。 

一 面子 宮 末 端 の 部 位 に お ける 遇 平均 
発育 段階 が ほぼ 一 定 し て いる 事 は , 各種 豚 映 虫 卵 発育 試 
験 に 於 て , その 結果 を 均一 な らし めん が た め に は , 子宮 
末端 の 上 端 よ り 少 く と も "0 以下 の 部 位 の み を 使用 すべ 
き 事 を 示唆 する 。 

結 語 

豚 子宮 体 を 十 等 分 し , 0.95 食塩 , 28°C, 
養 法 に ょ り 28 日 間 培 養 し , その 各部 位 に よ ょ る 培養 発育 
経過 を 比較 し た 。 

これ に よる と 予 宮 体 上 部 リリ jo 及び “jo で は 培養 28 日 
に 至る も 単細胞 の まま で 何等 変化 を 示さ な い が , zo 以 
下 で は , 時 日 の 経過 と 共に 次 第 に 発育 は 高度 と な り , 子 
宮 最 下端 部 で は , 最も 仔 虫 形成 卵 が 多い 。 

か く の 如 く 子 宮 体 の 各部 位 に ょ り 培 養 発育 成績 に 差異 
ある の は , 子宮 内 躍 卵 が その 存在 部 位 に ょ っ つて 発育 , 完 
成 に 差異 の ある た め , 即ち 子宮 体 上 部 ほど , 末 受 精 卵 及 
び 受 精 後日 漢 き 未 完成 卵 が 多く , 子宮 下端 部 に な る に 従 
い , 次 第 に 受精 完成 卵 が 増加 し て いる た めで ある 。 

稿 を 終る に 当り , 御 妥 備 な 御 指導 と 御 校 開 を 賜 わ つ た 
思 小宮 義孝 ょ び 石 崎 達 博士 た 深謝 致し ます 。 
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Summary 


The uterus of Ascaris suilla were cut off ten 
portion and eggs contained in the respective por- 
tion were cultured on the clay plates (medium : 
0.95 % NaCl) at a temperature of 28°C. Eggs 
contained in the upper most two portions showed 
no development after 28 days, whereas the ma- 
jority of those in the lowest two portion de- 
veloped to larval form after the same days, and 
those in the portion between the abvventimed 
two showed the intermediate development be- 
tween the above two. The cause of such dif- 
ference of development is considered to be the 
structural difference of the respective ova in the: 
various uterus portions. 
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(指導 前 教授 江口 ) 


(昭和 30 年 4 月 25 日 受領 ) 


有 多 條 虫 Tania solium Linnaeus 1758 の 人 体 へ の 侵 
喪 は , 成虫 が 腸 に 寄生 する 場合 と , その 幼虫 で ある 有 多 
Cysticercus Cellulosae が 各種 の 臓器 組織 に 

し て 症 Cysticercosis を 起す 場合 と が ある 。 し て 
世 虫 の 寄生 は 豚肉 内 の 相 虫 を 摂 食 し て 感染 する 関係 上 , 

十 く か ら そ の 感染 者 は 豚肉 を 好 ん で 食用 と する 地区 , 了 欧 
洲 ・ 中 国 ・ 中 央 アジ アテ ア ・ ジ ャ ツ 等 に 可 成 り 多 く 見 られ る 
と 記述 され て いる が , 予防 が 喧伝 され , 近年 で は 欧洲 で 
も 著しく 感染 者 が 減少 し て 居る 。 

本 邦 に 於 て は , 本 條 環 の は 稀 で あつ つて, 
その 大 半 は 外地 で 感染 し て も ち 帰 つた 者 で あり , 先般 の 
大 戦中 又は 終戦 後 , 外地 か ら の 帰還 者 中 に 時 々 本 虫 或 は 
の 寄生 を みた と 報告 され て いる 。 但 し 旧 本 領土 
の は , 江 西 (1930)・ 江 ・ ・ 大 城 

(1935) の 報告 の 示す 如く , 本 虫 の 感染 並び に 症 
が 発見 され て いる 。 台 に て も , 横川 等 
(1929) が 本 條 虫 の 感染 例 を 報じ て いる 。 

私 は , 昭和 21・22 年 に 各 1 例 の 本 躍 症 の 患者 を 診療 
し , 内 1 例 は 山口 県 で 感染 し た と 推定 され る 例 で あり , 
他 の 1 例 は 在 満 中 に 感染 し た と 推定 され る が , 訴 虫 に よ 
つて , 前 者 で は 2 條 , 後者 で は 1 條 の 虫 体 を 得 , その 貝 
体 を 検査 し て 有 釣 條 虫 と 確定 し た も の で ある 。 そ の こと 
は 既に 年 近 生 虫 学会 に て , 江 神 徳 (1948) 
が 要旨 を 発表 し た が , その 後 原 閉 と し て 発表 の 機会 を 失 
し て いた の で , 遂に 詳 記 し ょ うと 恩 5。 


症 例 


第 1 例 : 野 〇 八 〇 子 , 女 , 22 歳 , 接客 婦 。 
家族 歴 : 特記 すべ きも の は な い 。 
既往 症 : 16 歳 の 時 急性 肺炎 , 18 歳 の 時 リ ェ ス 


Two Cases of Parasitism of Tania Solium Hasji- 
me Kgtoku : Department of Pathology, Yamagu- 
chi Medical School. (Prof. Shuji Hosokawa) Di- 
rected by Prof. Sueo Eguchi. 


を た が , 共に 医 ょ っ つて し た 。 ; 
現 病 訂 : 昭和 21 年 5 月 10 日 頃 よ り 腹 部 膨満 感 あ り , 
それ が 蘭 次 増強 し , 更に 下痢 1 日 た 2~3 行 , 時 に 食後 
腹痛 が ある 。 発 等 は な い が , 次 ・ 全 身 違 和 感 
が ある 。 茶 医 に ょ うり 肺 結核 兼 結核 性 腹膜 炎 と 診断 さる 。 
士 し て 同 25 日 当 院 外来 た て 受診 し た 。 

入院 時 所 見 : 腹部 膨満 し , 下痢 1 日 2~3 行 ・ 腹 痛 あ 
り , 特に 食後 に 其 い 。 発 ・ な きも, 次 ・ 肩 
背部 圧迫 感 ・ 全 身 違 和 あ り , 食欲 は 良好 で ある 。 発育 ・ 
栄養 共に 不良 , し , て いる 。 身長 156 cm, 体重 
42kg, 体温 36°27C, 88 至 で 結 く 可 。 呼 
吸 は 24 で 肩 呼 吸 を する 。 心臓 肥大 な きも, 聴診 上 肺 動 
脈 第 2 音 克 進 し , 雑音 を 財 取 し な い 。 左 肺 後 下 位 は 打診 
上 短調 , 呼吸 音 は 粗 で 小 水泡 音 を 聴取 する 。 左 肺 下 位 は 
音 を 時 し , 呼吸 音 弱 く , 声音 振 が 減退 し て いる 。 胸 
試験 淡 黄色 の 液 を 得 た 。 両 肺 上 部 
一 般 に 呼吸 音 粗 で あ る 。 脊柱 は 外見 上 変型 を 認め な い 
が , 第 3・7・11 胸椎 部 に 叩 打 痛 が ある 。 腹囲 ( 騰 部 ) 
91cm, 腹壁 静脈 張 し , 上 腹部 並び た 下腹 部 に 於 て 
巴 腺腫 て り , 腹壁 皮下 に 大 大 の 腫 触 知 し , 
その 腫 益 は 皮膚 及び 腹膜 と 落 な く , 移動 性 で , 固く 弾 
力 あ り , 圧痛 が ある 。 腹 筋 反 射 減 退 し , 下腹 部 に 波動 を 
触れ る の で ある よう だ 。 顔 面 びに 四肢 に 
を 認め な い 。 膝 著 膝 反射 は 尋常 , 赤 血 沈 降 速 度 1 時 間 
17 mm, 2 時 間 35 mm, 血圧 105~70 mm/Hg, 
査 で は 結核 菌 陰性 , 血液 兵 反応 陰性 , レ 線 写真 所 見 で 
は , 両 肺 失 部 ・ 左 第 4 肪 間 部 並び に 右 肺 門下 部 に 借 に 湖 
出 性 陰影 が あり , 左 第 5 肪 骨 以 下 に 胸水 の 影像 を 認め 
る 。 肺 に 寄生 を 思わ せる 陰影 を 認め な い 。 第 10 
ー11 胸椎 々 体 に 椎 列 の 異常 を 認め る 。 

経過 : 左 胸腔 ・ 腹 部 X 線 治 療 ・ 腹部 腹 水 
容 刺 等 を 行う 内 , 同 29 日 に 至り 工 便 中 に 條 虫 の 体 節 の 
排出 を 見 , 同体 節 の 子宮 内 の 虫 卵 の 形 か ら 有 釣 條 貝 の 体 
節 と 判定 し た 。 栄養 補給 ・ 体 力 の 尽 復 を 計り つく , 6 月 


( 28 ) 


- 
- 


30 年 9 月 (1955)] 


4 を 行 。 

虫 : の の 根本 を 掘り , の 根 を 適 
当量 採取 し , 流水 た て 手早く 洗い , 1 し , 同 根 
皮 を 學 離 し て 40gr を 採り , 浄水 300cc に て 約 12 時 間 
冷 浸 後 , 煮沸 濃縮 し , i 濾液 200cc と し , 氷室 た 貯蔵 し 

前 処置 : 3 日 前 より 減 食 し , 多 消 化 性 食 を 与 を , 前 
日 は 終日 流動 食 を 与 を , 同 夕 刻 硫 苦 30 gr・ 移 塩酸 1.5 
cc・ 兆 水 100 cc を 投与 し て 腸 内 容 物 の 完全 排 江 を 待つ 

午前 8 時 石 樹 根 浸 剤 200 cc 投与 , 1 時 間 半 後 硫 苦 30 
gr・ 1.5cc 浄水 100cc を 服用 させ た 。 

貝 体 の 排出 状況 : 正午 に 便意 あり 。 予め 用意 し た 桶 
に 37°C の 温 湯 を え , の を 漬け , 温湯 
を 重 加 し て 常に 37°C を 維持 を せしめ 。 1 回 の よ 
り , 体 は 球状 の 1 と な っ つて 排出 し , 便意 な く 
下 体 の 便 出 も な い の で 負 置 を 中 止 し た 。 排 出 貝 体 は 完全 
な 体形 を 整え た 條 虫 2 條 で あつ た 。 

後 の 経過 : 腹部 膨 腹 水 ・ 胸 内 苦 呼 促 
迫 等 の 症状 が 軽 し , 栄養 も し , 左 炎 の 症 
状 も し た が , 腹部 の 大 豆 大 の 腫 消 退 し な 
い 。 従 つて 前 記 所 見 を 該 は 腹部 と 推 
定 き され る 。 訪 後 條 虫 体 節 の 排出 も 認め ず , 検便 に 於 て も 
本 虫 卵 を 検出 し な い 。 7 月 31 日 退院 に 際 し , 帰郷 後に 禁 
虫 摘 出 術 を 受け る よう , 又 体 節 の 排出 に 留意 し , 虫 卵 検 
査 も 受け る よう 約 し た が , 帰郷 後 は 貧困 の 為 に 医 治 を 受 
け 得 ず , 再び 腹部 は 膨満 し , 肺結核 を 併発 し , 更に 滴 
を 起す よう に な り , 翌 昭 和 22 年 2 月 死亡 し た と の 報告 
が あつ た 。 後 の 詳 細 は 知り 得 な か つた が , は 
らく 有 釣 相 虫 の 頭 部 寄生 に と ょ る の で は な いか と 想像 され 
る 。 


第 2 例 : 小 〇 高 〇 O・ 男 . 28 歳 ・ 会 社員 ( 宛 漠 鉄 鉄道 員 ) 

家族 礎 並 びに 既往 症 に 特記 すべ きも の は な い 。 

現 病 : 昭和 17 年 渡 , 新 京 に 於 て 鉄 た 
極 健康 で あつ た 。 終 戦 と 共に 現地 軍 た に 抑 罰 さ れ て 強制 就 
役 , 昭和 21 年 脱出 に 成功 し , 約 2 週間 引揚 邦人 の 群 に 
投じ , 自炊 生活 を な し , 同 10 月 内 地 に 帰還 し , 基 証 券 
会 社 た に 泰 職 し た が , 翌年 1 月頃 よ り 腹 部 膨満 し , 秘 結 ・ 
全身 違 和 ・ 食 的 不振 ・ 痩 せ を 訴え , 勤務 不能 と な る 。 よ 
つっ つて 2 月 16 日 当 院 に 外来 患者 と し て 受診 し た 。 同 19 日 
検査 の 結果 , 有 虫 の と 思わ れる を 検出 し , 

. 條 虫 症 と 診 定 し , 同日 入院 させ た 。 
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入院 時 所 見 : 主訴 は 心 進 ・ ・ 食 不振 ・ 
せ ・ 全 英 違 和 ・ 強 度 の 便秘 ・ 腹 部 膨 漠 等 で , 是 っ 腹部 膨 
満 は 排便 後 も 去ら ず , 夜間 の 睡眠 を 妨げ る 程 だ と 又 う 。 
体格 共に 不良 , 可視 粘膜 は 強く , 顔面 に 軽度 
の 浮腫 が あり , 所 養 失 調 の 顔 て いる 。 
長 165 cm, 体重 39 kg, 体温 36°1? C, 98 至 で 結 
滞 な く 緊 張 可 , 呼吸 は 30 回 で 呼吸 稽 * 促進 し , 心臓 は 
肥大 な きも , 第 2 肺動脈 音 は 克 進 し , 盆 血 性 雑音 を 聴取 
し な い 。 両 肺 は 打診 上 閉 変 な きも , 左 肺 は 僅 に 呼吸 音 粗 
で 雑音 を 聴取 し な い 。 腹部 は 膨満 し , 腹囲 は 騰 部 で 88 
cm, 静脈 は 張 を る ゃ 腹膜 腺 の 腫 を 触れ 
な い 。 又 肝臓 肥大 ・ 等 も 触 知 し な い 。 腹 射 は 
* 遅 鈍 , 波動 を 認め ず , を る 。 反射 も 
正常 で ある 。 球 沈 降 速 度 は 1 時間 4 mm・ 2 時 間 
8mm, 血圧 は 10660 mm/Hg, ソ 氏 反応 は 陰性 , 胸部 
の レ 線 所 見 に 異常 を 認め な い 。 

尺 虫 : 栄養 補給 ・ 体 力 尽 復 と た つと みつ ょ , 同 3 月 1 
を 行う 。 は 大 体 第 1 症例 と 同様 に 行 つ た 
が , 今回 は 石 樹 根 50 gr を 用 いて を 調 し た 。 
前 処置 と し て の 下剤 は リ り チ ネ 30cc を 授与 し , 慌 虫 は 午 
前 8 時 石 樹 根 皮 浸 剤 200cc 内 服 , 2 時 間 後 硫 苦 20 gr・ 
移 塩 酸 1.5 cc・ 浄 水 100cc を 投与 し た 。 

忠 体 の 排出 状況 : 午後 0 時 30 分 便意 あり 。 箇 冷 時 の 
為 予め 室温 26C と な し , 第 1 例 の 如く 排便 せしめ た と 
ころ , 容易 に 完全 な 虫 体 を 1 條 排出 し た 。 

後 は 急速 た 体力 ・ 栄 養 状態 復 し , 3 月 15 日 退院 
し た 。 其 の 後 病 状 を 調査 する に , 全く 健康 で あり , 現在 
まで 何等 が な いと 


排出 虫 体 及び 形態 


第 1 例 の 排出 し た 虫 体 2 個 の 内 , 第 1 虫 体 は 頭 部 か ら 
末尾 まで 完備 し た も の で , 全長 223cm・ 体 節 数 463 節 
を 算 え た 。 第 2 由 体 は 頭 節 を も つた 123 cm の 長 さ の も 
の で 末 部 成就 体 節 の 部 が 切断 され て いる 。 

第 2 例 の 排出 し た 虫 体 は , 全長 305.5 cm で , 全長 が 
3 個 に し て いた 。 

各 例 と も 頭 節 を も ち 頭 節 に は 4 個 の 円 い 吸 般 が あり , 
頭 端 の 短い 和 額 邪 の 周囲 と 大 小 2 型 の 多 が 交互 に 2 列 を な 
し て 環状 に 配列 し て いる 。 体 節 は 成就 体 節 で 長径 15~ 
18 mm, 幅 mm, 無 の 体 節 に 比較 する と , 
体 節 が 一 般 に 小さ く 且 つ 凍 薄 で あり , 子宮 の 分 肢 が 透 見 
され , 子宮 の 側枝 は 少く て , 10 本 内 外 で あり , 比較 的 太 
い 。 以 上 の 形態 的 特徴 か ら 有 多 條 虫 と 同定 し た 。 但し 成 
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し た 有 々 体 


に は, 有 虫 の 体 節 の 生殖 は , * 左 右 に 規 
則 正 し く 在 り , 無 多 條 虫 の を れ は 左右 不 規 則 に 在 る と 記 
載 し た も の が 多い けれ どる も, 私 ら の 得 た 本 例 の 有 多 條 躍 
の 生殖 門 を 見 る に , 各 節 の 側 縁 に 小 突出 を な し た 生 殆 門 
を , 虫 体 の 各部 に 就 て 検 す る に 左右 極め て 不 規則 に 交 志 
に 在り , 同 側 に 1~8 体 節 の 生殖 門 が 並ん で いる 。 対照 

と し て 当 病 理学 教室 に 保存 され て いる 無 釣 條 虫 の を それ と 
索 し た が の 配列 状況 殆 ん ど 変 ら な い 。 有 
多 條 虫 に 於 て も 生殖 門 の 配列 の 不 規則 な こと が 履 * あ る 
こと こと は , 漠 教 授 う の の 著書 に も 指摘 され て お る と ころ で 
あぁ つて, その こと は 前 回 日 本 寄 生 虫 学会 に 於 ける 報告 の 
際 に , 著者 等 も 記述 し て お いた 通り で ある 。 

本 例 の 虫 卵 は , 排便 中 に 見 えた も の は 全て 徹 殻 が 破壊 
され て 無く , 仔 虫 被膜 は 類 円 形 で , 鏡 下 で 転々 させ て み 
て る も 類 円 形 で あり , 直径 平均 0.035 mm, 被膜 は 厚く , 
褐色 に て 放線 状 の 条 理 が あり , 内 容 は で て , 六 

排出 政体 の 成就 体 節 の 子宮 か が ら 採 取 し た 虫 卵 で は , 無 
色 透 明 な 非 薄 な 卵殻 が あり , 仔 帳 被膜 も , 黄 褐 色 の 強い 
着色 が な い 。 以 上 の 形態 は , 明らか に 今 ま で 記述 され て 
いる 有 多 條 虫 の 卵 の 形態 た 一 致し て いる 。 


者 案 
1) 感 経過 に 就 て 


著者 報告 の 2 例 た 就 て 感染 の 経路 を 考案 する に , 第 1 
症例 は , 生涯 内 地 に 在住 し , 外地 に 旅行 し た り 人 住ん だ こ 
と が な い の で , 上 朋 ら か に 内 地 で 感 梁 し た も の と 老 え ね ば 
な ら ぬ 。 今 まで の 報告 に よる も 有 多 虫 は 有 の 
内 地 感 染 例 は 極め て 稀 な こと で ある 。 併 し , 本 例 の 患者 
は , 昭和 20 年 7 月 27 日 徳山 市 大 宰 胃 の 際 3 日 間 山 中 に 
, その 間食 糧 に , 第 3 国人 より 豚肉 を し , 
焼肉 と し て 食 せ し こと が ある と 云う か ら , 恐らく その 際 
に 豚肉 に , 有 釣 の の が あつ て , 患者 に 感 
し た も の と 考え られ る 。 本 患者 は , 腹 小 が 
あり , 後 起 し た と いう か ら , それ ら は 有 
と 推定 され る 。 勿論 本 患者 は , 有 多 條 虫 寄生 例 で ある の 
で , 腸 内 の 條 虫 の 成熟 体 節 に は 成就 卵 が あり , 切断 体 節 が 
逆 に ょ っ て 胃 に 入り , 遊離 し た 虫 か ら , 或 は 排 
卵 が 何 か の 機会 経 的 に 感染 し て も 有 の 寄生 
を 来 す の で , 有 銘 虫 症 を 併発 し た こと も 想像 され る 。 

第 1 定例 の 本 症 感 染 地 と 思わ れる 徳山 市 近郊 は , 現在 
も 猫 お 第 3 国人 の 居住 多く , 常に 密造 酒 部 落と し て , 当 
局 よ り 監 視 さ れ , 生活 様式 も 極め て 非 衛 生 的 で あり , 豚 
飼 育 も 又 非 衛生 的 な 方 法 で 行わ れ て いる の で , 本 症 の 予 
防 的 見 地 か ら ゃ も , 豚肉 の 聞 層 殺 ・ 間 販売 の 取締 り を 厳 に 
する 必要 を 痛感 する 次 第 で ある 。 

第 2 例 は 満 洲 に 永く 癌 在 し , 終戦 後 の 帰還 者 で ある し , 
洲 で は 有 條 虫 の 感染 の 機会 も 多い の で , く 
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昭和 30 年 9 月 (1955)〕 


に 於 て 豚肉 を 生食 又は 不 完全 な 料理 で 食し た 際 に , 感染 

し た も の と 考え て よ か ろ う 5 。 

従来 に は , 石 根 Cortex radicis Granati, 
Buchanan (1807), フイ オル マセ ン 及 び フ イル マセ ン 油 
Filmaron, Filmaronoel, ェ Extractum filicis 
aether, テニ = オー ル Taeniol, Flores Koso,Nees 
v. Esenbeck (1824), カマ ラ Kamala 等 が 用 いら れ て 
いる 。 

本 例 の 虫 に 当っ て は , 当時 終戦 直後 た て, 薬剤 の 入 
手 困 難 の 事情 こ あ つた 。 当 地方 に た 於 て は , 間 條 虫 除 
の なら ず , に 石 皮 を 浸 剤 と し て , 定期 的 
に 服用 する 風習 が あり , 特に 白石 樹 は 赤石 樹 よ り 効 果 が 
ある と され て いる 。 幸 い 近 隣 に 白石 樹 が あつ て , 採取 も 
容 多 で あつ た の で , 本 剤 を 用 いた が , 極め て 好 結 果 を 示 
し , 2 例 と も 完全 虫 に 成功 し た の で あつ て , 石 横根 皮 
は 浸出 と 投与 法 に れ ば , 條 に 確実 な 効果 が 
挙げ られ る と 思う ぅ 。 勿 論 條 虫 碑 除 の 投薬 に 際 し て , 前 
置 と 排出 時 の 処 皿 に 於 て 充分 な 注意 を し た 為 め で も ある 
と 考え る 。 


著者 は 県 下 で 2 例 の 條 寄生 例 を 経験 し た 。 
1 例 は , 内 地 で 感染 し た と 思わ れる 例 で , 2 条 の 寄生 
が あり , 人 お 有 症 を 合併 し て いた 。 

他 の 1 例 は な , 満 洲 で 感染 し た と 思わ れる も の で , 1 条 
の 寄生 が あつ た 。 

共に 石 根 皮 浸 の で 完全 が 出来 た 。 
排出 体 及び の 形態 的 検査 を 行っ て , 有 虫 で あ 
る こと を 確定 し , 生殖 門 の 位置 配列 に 就 て , 若干 の 知見 
を 補足 し た 。 


1) 江口 季 雄 , 西山 伊織 (1930) : 無 釣 僚 虫 に 関す る 
研究 , 日 本 病理 学会 誌 , No.20, p.577~579. 一 2) 
李 , 大 幸 , 栗田 種 三 (1935) : 有 多 
びに 広 節 に 関す る 地理 病理 学 的 知見 補 
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本 病理 学会 記事 , 7, p.6971. 一 3) 横川 定 , 林 
(1929) : 台湾 に 於 て 検出 そちら れ た る 有 多 虫 に 
就 て , 台湾 医学 会 誌 , 285. 一 4) 江口 季 雄 , 神徳 還 
(1948) : 有 寄生 の 2 例 , 日 本 寄生 学会 近 
支部 会 々 報 , p.10 11. 一 5) 江口 季 雄 , 
雄 (1949) : 寄生 虫 の 診断 と 治療 , p.92~95. 一 6) 
定 , (1931): 人 体 寄 生 虫 学 , 1 ,p. 
328~333. —7) Braun-Seifert(1915) : Die tierli- 
schen Parasiten des Merschen. I. p. 228, 253~ 
260. —8) Gradwohl-Kouri’(1948) : Clinical La- 
boratory Methods and Diagnosis. III p. 479~505. 


Summary 


Auther have found two patients of parasitism 
of Taenia solium in Yamaguchi brefecture, and 
have succesed anthelmintic completely, but a case 
has been presumed distinctly domestic infection. 
These worms were recognized Taenia solium on 
the structure of sexual organs, on morphologi- 
cally outside view. However, the distribution of 
genital pore in every segments was irregular 
between left and right as well as Taenia sagina’a, 
And then, it have 2 few difference as compared 
with traditional described one, so that might 
report this cases. 

1. The first case. Female, 23 years of age ; 
she has lived in Japan since her being born, 
who ate raw pork in the war-time. Then it 
may be infect of cysticercus cellulosae. There 
were parasitized two Taenia solium with com- 
plication of cysticercosis. 

2. The second case. Male, 28 years of age ; 
it may be infect in Manchuria, and there was 
parasitized one. 

3. The decoction of cortex radicis granati was 
used for the anthelmintic, and these worms were 
exterminated. 

4. Diagnosis was determined with morpho- 
logical examination of structure and eggs for 
Taenia solium. 

I supplemented, furthermore, somewhat in- 
formation on situation and distribution of genital 


pore. 


; 
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肺 症 の 反 に 関す る 研究 (1 ) 


国立 公衆 衛生 院 
画 医 院 


(昭和 30 年 5 月 16 日 受 領 ) 


は し が き で 洗 する 。 
肺 吸 虫 症 の 皮 内 反応 の 抗原 と し て は , 主として 成虫 の ⑧ 真 空 度 10*Hgmm 以下 で 章 結 乾 爆 後 , 封入 保存 し 
て お く , 


抽出 液 が 用 いら れ て いる が , 布 上 (1930) は 成虫 の 代 放 
を , 石垣 等 (1954) は 患者 の の 抽出 液 を 用 いて , 
何れ も 陣 隆 に 出現 する こと を 報告 し て いる 。 

然し これ ら の 実験 は すべ て 肺 吸 虫 症 患者 の 群 と 非 流 行 
地 の 健 康 者 の 群 と に つい て 行 つ た も の で , 肺 吸虫 症 流 行 
地 で 多数 の 人 に つい て 集団 的 に 行い , その 信頼 性 に つい 
て 検討 し た も の は 見 当ら な い 。 著 者 等 は , 成虫 の 生理 食 
塩水 抽出 液 及び 成虫 を 24 時 間 37°C に て 飼育 し た 生理 食 
塩水 一 この 生理 食塩 水 内 に た は, 成虫 の 分 泌 物 及び 排 洪 物 
( 新 陳 代 調 産物 ) が 含ま れ て いる 一 を 抗原 と し て 皮 内 反応 
を 静岡 県 の 肺 吸虫 症 患 者 及び 新潟 県 直江 津 市 の 小学 生 
1,600 名 た に つい て 実施 し て , 其 結 果 に つい て 検討 し て み 
た 。 な お 本 反応 の Passive transfer に つい て Prausnitz・ 
Ktistner 反応 を 人 体 で 実験 し た の で 併せ て 報告 する 。 

実験 材料 及び 方 法 

抗原 の 製法 

従来 の 肺 吸虫 症 皮 内 反応 の 抗原 と し て は , 主として 成 
虫 の 食塩 水 乳剤 六 液 が 用 いら れ て 来 た が , 著者 等 は 次 の 
如く 先ず 材料 を 凍結 乾燥 後 称 量 し , 燥 重量 に 対す る 一 
定 液 を 作製 し た 。 

I. 成虫 食塩 水 抽出 液 の 製 潜 

犬 は 猫 に 肺 吸虫 メタ セル カリ ア を 与え を て 4 ヵ月 
以上 経つ て か ら を 解剖 し , 肺 臓 よ り 無 菌 的 に 成虫 を と 
り 出 す 。 

⑨ こ の 成虫 を 減 菌 食塩 水 で 数 回 洗 浴 後 , 最後 に 減 菌 蒸 
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虫 体 を 後 乳鉢 で し , (Tissue grinder 
を 使用 し た 方 が 可 ) , 乏 に 99 倍 量 の 減 菌 生理 食塩 水 を 加 
え , 5°C で 3 日 間 抽 出す る 。 

⑤ 次 いで 1 万 回 転 30 分 間 遠 心 沈 潤し て 上 消 を と る 。 

上 を 56°C 30 分 宛 2 回 非 動 化し , 1 万 倍 の 
に マー ゲニ = ニン を 加え ぇ を 原液 (100 倍 液 ) と し て 保存 する 。 

(凍結 保存 すれ ば な お よい 2。) 

@ 皮 内 反応 の 抗原 と し て は , この 原液 を 更に 1 万 倍 の 
マー ニ ニン 加 生 理 食塩 水 で 100 倍 に 稀 (1 万 倍 液 ) , 
無菌 試験 を 行 つ た 後に 用 いる 。 

II. 代 物質 抗原 

無 的 に 動物 ( 犬 は 猫 ) の 肺 臓 よ り 体 を 
摘出 する 。 

減 生理 食塩 水 で 数 回 洗 する 。 

ブ ロッ クシ ヤー レ に 1 , 2cc の 生理 食 
水 と 共に 37°C に 24 時 保つ 。 

@ 24 時 間 後に 虫 体 を と り 出 し た 後 , ブロ ッ ク シ ヤー 
レ 内 の 液 を 集め 1 万 回 転 30 分 間 遠 心 沈 潤す る 。 

⑤ 上 消 を と り 56°C 30 分 間 2 回 非 動 化す る 。 

⑥⑤ に 1 万 倍 の 割 た マー ゾ ニ = ン を 加え 原液 と し て 冷蔵 
する 。 (凍結 乾燥 保存 すれ ば な お よい 2。) 

⑦ 光 を 1 万 倍 マ ー ゾ = ン 加 生理 食塩 水 で , 100 倍 に 稀 
家 し た も の を 抗原 と し て 用 いる 。 

対 

欧 岡 県 品 南 郡 の 流行 地 に 於 いて , 著者 等 の 1 人 勝 呂 の 
診療 室 で 既に 胸部 肺 吸虫 症 患 者 と 確定 し た も の , 及び 最 
近 肺 吸虫 症 の 流行 が 認め られ た 新潟 県 直江 津 市 内 の 小学 
生 に 友 内 反応 を 実施 し た 。 
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反応 術 式 

左前 し , 広く その 部 を 
アル コー ル 拭 し た 後 , ツタ 
ルク タリ ン 注 射 器 で 皮 内 に 注射 部 位 
の の 径 が 4mm に な る 程 


Fig. 1 
Comparison of the Increase in the Diameters of the 
Wheals with the Antigen prepared from Adults and 
the Antigen prepared from the Excretions and the 
Secretions of the Adults of P. westermanii in the 
patient whose stool showed Eggs of P. westermanii. 


度 に 抗原 を 注射 する 。 こ の 場合 の 
抗原 の 注射 量 は , 0.015~ 
0.020 cc で ある 。 注射 直 後 の 膨 診 
の 径 を 縦横 mm 単位 で 計測 し , 

15 分 後に 再び 注射 部 の 周 疹 の 径 
の 縦横 を 計測 する 。 こ の 場合 発赤 
が あれ は ば, 発赤 の 径 も 計測 し て お 


of the Wheal 


Saline Extract (1 : 10,000; 
Excretions and Secretions 
(1:100) 

Solid line---Clear wheal 


Increase in the Diameter 


く 。 な 対照 と し て は 食 或 い 
は その 他 の 液 を 同 側 の 前 抗原 
注射 部 位 か ら 約 4~5 cm 離れ た 部 Injection 


位 に 抗原 と 同 量 だ け 同 じ 要 領 で 注射 し , や は り 直 後 及び ” 


15 分 の 測定 する 。 即ち 如く 記録 し て お け ば 
便利 で ある 。 


直 後 15 分 後 直 後 15 分 後 


15 分 後 の 判 定 の 際 に は 上 段 に は 膨 診 ( 腫 服 ) の 径 を 下段 
に は 発赤 の 大 き さ を 記す 。 ( ) 内 の 数 字 は 縦横 の 平均 
で 小数 点 以 下 の 数 字 は 四捨五入 する 。 

対 事 の 膨 診 が 15 分 後に 消失 し た 場合 は , 抗原 注射 部 
の 膨 診 の 15 分 後 の 径 (平均 値 ) か ら 直 後 の 径 (平均 値 ) 
を 減じ た も の を と る 。 こ の 差 を 以下 に は 腫 肛 差 と 呼ぶ 事 
に する 。 若 し 対照 に も 腫 肛 差 が ある 場合 は , 抗原 の 腫 用 
か ら 対 照 の を 更に じ た も の を 肛 し て 
扱う 。 

判定 規準 ; 

腫 肛 差 が 5 mm 以上 の 場合 を 反応 陽性 , 腫 用 差 4mm 
を 北陽 性 , 3 mm 以下 を 陰性 と する 。 

実験 成績 

A. 成虫 抽出 抗原 と 貸 物質 抗原 の 比較 

1) 反応 の 出現 状況 

確実 に 只 疾 中 より 貝 卵 を 検出 し て , 肺 吸虫 症 と 確認 さ 
れ て いる 患者 の 前 肝 に 成虫 の 生理 食塩 水 抽 出 液 と , 成虫 
の 代 謝 物質 攻 び 対照 と し て 生理 食塩 水 を 友 内 に 注射 し て 
分霊 き に それ ぞ れ の 注射 部 位 の 径 を 測定 し , それ ぞ れ 
の 腫 用 差 を と つて グダグダ ラフ に 示し た の が Fig. 1 で ある 。 

即ち Fig. 1 の 示す よう に 生理 食塩 水 抽 出 液 及 び 代 講 
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Fig. 2 
Histogram of the Increase in the Diameter of 
the Wheal with the Antigen prepared from 
Adults and the Antigen prepared from the Ex- 
cretions and Secretions of Adults of P. west. 
in 1,600 School childrens in the endemic Area. 
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within 15 min. of the Antigen Wheal 
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Fig. 3 

Correlation of the, Increase in the Diameter of 
the Wheal with the Antigens prepared from 
Adults and from Excretions and Secretions of 
Adults in 15 minutes after injection to the Rate 
of Appearance of Erythema around the Anti- 
gen Wheals. 


—Saline Extract 
Excretions and Secretions 
No. examined: 1,600 of 
School Children 
Increase in the Diameter of the Antigen Wheal 


Excess of the Diameter of the Antigen Wheal 


Fig. 4 

Comparison of the Results of the Intradermal 
Tests with Saline Extract from Adults and Ex- 
cretions and Secretions of Adults of P. wester- 
manii in 17 patients whose stools showed Eggs 
of P. westermanii,. 
Saline Extract 
Increase in the Diameter of the Antigen Wheal 


3 4 56 7 89 10 11 12 13 1415 16°"3 


13 T=9.82 mm 
14 y=11.53 mm 


Excretions and Secretions (1: 100) 
(Increase in the Diameter of the 


8 
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16 r=0,715+0.082 i 2 
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物質 共に 注射 直後 か ら , 注射 部 の 膨 疹 は 急速 た に 腫 彩 し 始 
め 注 射 後 8 分 た に は 腫 彩 差 は それ ぞ れ 7 mm 及び 6 mm と 
な り , それ 以後 は 腫 月 の 増加 は 見 られ な か つた 。 注射 後 
1617 分 後 か ら は 両者 共 次 第 に 腫 用 の 限界 は 不鮮明 と 
な り , 3 時 間 後 に は 腫 服 は 消失 し て し まつ た 。 勿論 24 時 
間 後 に も 両 種 抗原 の 注射 部 位 に は 何 の 変化 も 認め られ な 

次 に 両 種 の 抗原 を 用 いて 本 反応 を 小学 生 1,600 名 に 実 
施し , その 15 分 後 の 腫 彩 差 を 2mm ずっ の 度数 分 布 を 
ヒス ト グ ダラム と し て , 対数 目 感 に と つて みる と Fig. 2 
の 如く に な つた 。 

集団 に 実施 し た 場合 も 両 種 抗 原 に よ ょ る 反応 の 出現 率 は 
殆ど 平行 し て 居り , 有意 の 差 は 認め られ な か つた 。 

2) 腫 彩 と 発赤 の 関係 
以上 腫 彩 導 か ら 見 る と 両 種 抗原 は 全く 同一 の 反応 形式 
を と る こと が 明か と な つた が , 次 に 腫 用 と それ に 伴う ぅ 発 
赤 の 関係 を 見 た の が Fig. 3 で ある 。 
即ち 成 抗原 及び 代 物質 抗原 共に 腫 差 4mm 
以上 , 即ち 反応 北陽 性 及び 陽性 の 場合 な 100 に 腫 肛 の 
周囲 に 発赤 を 伴っ つて いた が , 3mm 以下 で は , 発赤 の 出 
現 率 は 次 第 に 減少 し て いる 。 特 に 代 詩 物 質 抗 原 で は 腫 彩 
導 3mm 以下 の 場合 成 由 抽 出 抗原 に 比べ て , 発赤 の 出現 
率 が 減少 し て いる こと が 認め られ た 。 

3) 両 種 抗原 に ょ る 皮 内 反応 陽 M 性 者 か ら の 貝 卵 検出 成 
績 
成虫 食塩 水 抽出 液 と 代 放 物 質 を 抗原 と し て , 欧 岡 県 
方 郡 喘 南村 で , 17 名 の 肺 吸虫 症 患 者 に 皮 内 反応 を 実施 し 
た 所 , 全員 何れ も 陽性 反応 を 呈し た 。 特 に 両 種 抗原 と も 
15 分 後 の 腫 用 差 は 最小 が 6 mm で 大 きい の は 16 mm を 
示し た が , 成 抽出 液 に ょ る の 平均 は 11.53 
mm, 代謝 物質 に よる それ は 9.82mm で あつ た 。 その 
成績 は Fi. 4 の 如く で ある 。 

即ち 食塩 水 抽出 液 の 方 が 代 物 に 比べ て , 腫 差 が 
生 大 きく あら われ る で ある が , 両者 の の 
を みる と , 相関 係数 r=0.715 土 0.082 と な り , 両者 聞 の 
相関 は か な り 密 で ある こと を 示し て いる 。 

次 に 前 述 し た 如く 最近 肺 吸虫 症 の 流行 地 と し て 新しく 
発見 され た 新潟 県 の 直江 津 市 内 の 小学 校生 徒 1,600 名 に 
語 種 抗原 を 注射 し て , 15 分 後 の 腫 服 差 が 4mm 以上 の 者 
と , 3mm 以下 の 者 と た 分け て みる と 次 の 如く と な っ つ 
た 。 叶 の 場合 対照 と し て 食塩 水 を 皮 内 に 注射 し , 之 が 笑 
張り 腫 を 示し た 場合 は , 抗原 の 腫 か ら 減じ 
て 人 入 お 4mm 以上 の 者 の み を と つた 。 
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抗原 
mm mm 
1,572 名 5 名 23 名 
物質 1.570 名 名 22 


即ち 15 分 後 の 腫 服 差 4mm 以上 を 呈し た 者 は , 成虫 
食塩 水 抽 出 液 で は 28 名 , 貸 物質 で は 30 名 で あつ た 。 
そこ で 両 種 抗原 に ょ る これ ら 反 応 の 陽性 者 の 相関 を 示し 
た の が Table 1 で ある が , これ に よる と 両 種 抗 原 共 に 陽 
性 反応 を 呈し た 者 は 19 名 , 北陽 性 反応 を 呈し た 者 は 3 
名 , 計 22 名 で , 両 種 抗 原 に ょ る 反応 結果 が 一 致し な か つ 
た 者 が 11 名 あつ た 。 
Table 1 

Comparison of the combined Results of In- 

tradermal tests with the Antigens prepared 

from Adults and from Excretions and Secre- 

tions and the results of the Stool Examina- 

tions by AMS III Methods. « 


Saline ‘Extract 


で + Total 
- 

gs + 1900) 2 1 22(10) 
3(2) 
Total 23(13) 501) 5 


( ) No. of Egg positive cases by two 
Stool Examinations. 


即ち 1,600 名 に つい て 両 種 抗 原 を 用 いて 皮 内 反応 を 実 
施し た 結果 , 北陽 性 及び 陽性 を 示し た 者 が 33 名 あり うり, 
その “*/s の 22 名 が 両 種 抗 原 に より 一 致し た 反応 成績 を 示 
し , 11 名 が 一 致し な か つた 。 両 種 抗原 の 中 何れ の 抗原 に 
信頼 性 が ある か を 見 る た め に , 33 名 全員 の 枚 便 検査 を 行 
つて 肺 吸 虫 卵 の 検出 成績 を みた 。Table1 の ( ) 内 の 数 
胸部 肺 吸虫 症 の 場 

, 最も 確実 な 診断 は 或 い は か ら を 検出 
肺 吸虫 症 に 特有 な の 場合 は 虫 の 
率 は か ら の 貝 検出 率 比べ て 高い が , よ 

り の 貝 卵 検出 率 で も 65 近く ある こと は , 小宮 , 横川 
(1953) 等 が 報告 し て いる 。 勿 論 肺 吸虫 症 の 中 に は 胸部 
肺 吸虫 症 以 外 に 各種 の 臓器 及び 筋肉 或いは 皮下 組織 等 に 
寄生 を 見 る 場合 が か な りあ る が , この 場合 は 虫 卵 の 検出 
は 不可 能 で ある 。 従 つて 反応 陽性 者 で 貝 卵 が 見 出さ れ な 
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い 場 合 に は , この 様 な 例 も 含ま れ て いる こと を 注意 し て 
お く 必 要 が ある 。 

検査 の 結果 は , 成虫 抽 出 抗原 で 反応 陽 を 
呈し た 者 23 名 中 か ら は 13 名 (56.5 尽 ) に 貝 徹 が 見 出さ 
れ , 代 講 物質 抗原 に ょ る 反応 陽性 者 22 名 か ら は 10 名 
(45.4 に 貝 を 証明 し て いる 。 

と ころ が 成虫 の 食塩 水 抽出 液 で 陽性 を 呈し た に も か ょ ゝ 
わら ず , 代謝 抗原 で は 陰性 だ つた 3 名 の 中 2 名 か ら 貝 卵 
が 証明 され て いる の に 反し て , 描出 抗原 で は 反応 陰性 
で , 代謝 抗原 で 陽性 又は 衣 陽 隆 だ つた 者 5 名 か ら は , 1 
名 も 虫 卵 が 証明 され な か つた こと を 考え る と , 成 由 食塩 
水 押出 抗原 の 方 が 代 講 物質 抗原 に 比べ て 信頼 性 が 高い と 
様 で ある 。 

Oliver-Gonzalz (1946) に こよ る と , マン ツン 住 血 吸 遇 
の 成虫 を 24 時 間 , 人 血清 中 に 飼育 する と き は , 成虫 々 
体 成 分 の 中 多糖 類 の 減少 を 認め , 又 成 虫 が 血清 中 に 多糖 
類 を 排出 する こと も 認め て いる 。 然 か も これら 多 糖類 は 
より 精製 し た 多糖 と 全く 免疫 学 的 た 同一 の 性 
有する と 云 つ て いる 。 然 か も 皮 内 反応 の 抗原 と し て は , 
この 多糖 類 は 不適 当 で ある と も 云 つ て いる 。 沢田 (1954) 
等 も 日 本 住 血 吸 虫 症 の 内 反応 で 多糖 類 と 両 
抗原 を 用 いた 場合 , 後者 の 方 が ょ り 鋭 敏 で , 多糖 類 は 位 
反応 を 時 する こと が ある と 云っ つて いる 。 こ れ 等 の 点 か ら 
考え る と , 著者 等 の 使用 し た 成虫 の 貸 物質 抗原 は , 成 
食 塩 出 液 比較 し て 多糖 類 が 成分 と な つて お 
り , その た め に 両 種 抗原 の 成績 が 完全 に 一 致し な か つた 
の で は な いか と 思わ れる 。 こ と の 点 に 関し て は 倖 お , 更に 
実験 中 で ある 。 

B. Prausnitz-Ktuistner 反応 (Passive transfer) 
殆ど すべ て の 寄生 躍 性 疾患 で は , その 貝 体 抽 出 液 を 抗 
原 と し て 皮 内 反応 を 行 つ た 場合 に み ら れ る の は , 即時 性 
皮膚 反応 immediate rcection で ある こと は 既に 知ら れ 
McCoy ( ) 及び Schapiro (1938) 等 は Trichin- 
反応 delayed reation が み ら れ る こと が ある が か が , これ 
は 信 勅 性 が 少な いと つ て いる 。 肺 の 場合 と も そ 
の 成虫 の 抽出 液 歌い は 成虫 の 代 許 物 質 を 用 いて 皮 内 反応 
を 行う と 即時 性 反応 の み が み られ , 遅 発 性 反応 は み ら れ 
な い 事 は 既に 報告 し た 通り で ある 。 こ れ ら の 即時 性 友 内 
反応 に 関し て , 近 時 , Dubos (1952) Raffel (1953) 等 
は 反応 局所 の 組織 の 障 得 の 有無 に ょ り 即 時 性 反応 を 更に 
Arthus 型 反 応 と Evanescent 型 反 応 と た に 分 け て いる 。 
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即ち Evanescent 型 反応 は Arthus 型 反 応 と 比べ て , 
反応 の 出現 の び 発 赤 が より 早く 15 
分 間 以 内 で あり , 2 乃至 3 時 間 以 内 に 消失 し , 後に 組織 
の 障 残さ な いと 相違 点 が あり , 本 反応 の Pas- 
sive transfer 及び 除 感 作 が 容 克 ある と こと は 
者 の 共通 点 で ある と し て いる 。 和 細川 (1952) は 動物 実験 
の 結果 , 反応 局所 の 組織 学 約 所 見 か ら , 肺 吸 貝 症 の 皮 内 
反応 は Arthus 型 の 範 財 に 属す る と 云っ て いる が , 現在 
cent 型 反 応 に 属す べき も の と 考え られ る 。 こ の 点 に 関 
し て は 人 簡 お 実験 中 で ある が , こ ょ に は 両 種 反応 に 共通 し 
た 性 質 で ある Passive transfer に つい て , 即ち Praus- 
nitz-Kustner 反応 を 行 つ て , : それ に 成功 し た の で 報告 

ち 健 康 人 5 名 の 左上 2 ヶ所 の 内 に 肺 吸虫 
者 血清 及び 健康 人 血清 を それ ぞ れ 0.1cc 和 宛 注 射 し て , 
24 時 間 後 に 血清 注射 局所 に 肺 吸虫 成虫 の 食塩 水 抽 出 液 
の 1 万 倍 0.02cc 宛 皮 内 に 注射 し て 観 祭 し た 。 
即ち 抗原 注射 直後 の 膨 疹 の 径 及び 15 分 後 の 膨 診 の 径 及 
び 発 赤 を 示し た の が , Table 2 で , 還 者 血 消 を あら か じ め 
注射 し た 部 の 方 は , 抗原 注射 部 は 著しく 腫 彩 を 来 し て い 
る が , 健康 人 面 清 注射 部 は すべ て 陰性 を 示し , 本 反応 の 
Passive transfer の 可能 な 事 を 証明 し 得 た 。 

考察 及び 結論 

成 食 癌 水 抽 出 液 と 代 放 物質 と で は , 反応 の 出現 状況 
は 殆ど 同一 で あり , 17 名 の 患者 で は , 両 種 抗原 と も ゃ 一致 
し て 陽性 反応 を 呈し た が , 腫 服 差 の 程度 は 成虫 抽出 液 の 
方 が 多少 大 きい 結果 を 示し た 。 所 が こ れ と 殆ど 同時 期 に 
同じ 抗原 を 用 いて , 新潟 県 直江 津 市 内 の 小学 生 1,600 名 
に 実施 し た 場合 , 両 種 抗原 の 成績 は か な り 喰 い 違 つた 成 
績 を 示し , 成虫 食塩 水 抽出 液 の 方 が 信頼 性 の 高い こと を 
躍 卵 検査 と ょ よっ つて 証明 する 事 が 出来 た の は 興味 ある 事実 
で ある 。 こ れ ま で は 容 生 虫 性 疾患 の 皮 内 反応 の 抗原 の 検 
討 を 行 ぅ 場合 , 患者 律 及び 健康 者 群 に つい て 別々 に 実施 
し て , その 上 世 績 を 比較 し た も の が 多い が これ だ け で は 不 
充分 だ と 云う こと が 明か に な つた 。 著 者 等 の 場合 で は 両 
es ミ く 流行 の み ら れ な い 健 康 者 の み に 行 つた 場合 

ょ , すべ て 陰性 で 偽 反 応 を 呈す る 者 は み ら れ な か つた 。 
“A 多数 の 人 に 実施 し て その 信頼 性 に 就 い て 検討 し 
て 始め て , その 価値 が 明か に な る と 思わ れる 。 Trichin- 
osis の 皮 内 反 反 は , 極め て 特異 的 に 出現 する に も か ょ > わ 
ら ず , Schapiro 等 は , 本 反応 の 実用 的 価値 は 本 反応 が 
陰性 を 呈し た と き の 方 が 大 きい と 云っ つて いる こと は 興味 
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Table 2 


Prausnitz-Ktistner Reaction with Serum of 
Patiens of paragonimiasis. 
0.1cc. of Serum injected intradermally 
0.02cc. of' saline extracted Antigen of 
Adult Worms injected intradermally 
24 hours after Injection of Serum. 
Diameter of the Antigen Wheal by mm. 


Patient’s Serum Normal Serum 


No. Sex Saiine Extract Saline Extract 
Frmnediate 15 min. Tmmodiate 15 min. 
4x4 3x3 = 
3.M. 36 3x3 4x4 
5.M. 30 4x4 4x3 


Diameter of the Erythema 


ある 点 で ある 

著者 等 の 使用 し た 成虫 食塩 水 抽 出 抗 原 と 代 講 物質 抗原 
と は 共通 の 抗原 性 物質 を 有 し て いる こと は 北 い な いと 思 
われ る が , 両 種 抗原 に ょ る 上 友 内 反応 の 成績 の 差異 は 恐 ら 
く 前 述 し た 如く , 代 調 物質 抗原 に は より 多く 多糖 類 が 含 
まれ て いる こと に よる も の で あろ うぅ が , 今後 千 お 検討 を 
る 問題 で ある 。 者 等 は Prausnitz-Ktistner 
反応 に より 本 症 患 者 血清 中 に 抗体 の 存在 を 証明 し , 本 皮 
内 反応 が 抗原 抗体 反応 で ある 一 つの 確証 を 得る こと が 農 
来 た 。 
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Summary 


For the intradermal test, 0.015-0.02 ml. of 
antigen, an amount sufficient to raise 4mm. 
diameter of wheal, was injected intradermally ; 
a similar quantity of control solution, saline con- 
taining the same preservative as in the antigen, 
was also injected. Reactions in which the dia- 
meter of the antigen wheal exceeded that of the 
control wheal by 4 mm. and by more than 5 mm. 
within 15 minutes after injection were considered 
‘“ doubtful and positive respectively. 

Comparisons of the results of the intradermal 
tests conducted with antigens prepared from the 
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Table 1. Comparison of Results of Intradermal 
Test with Antigen prepared from Adults and 
from Excretions and Secretions of Aduits of 
P. westermanii in 1,600 school children. 


Adult Worm Antigen (1 10,000) 
Positive Doubtful Negative Total 


| 

| 

| Positive 19 2 " 22 
| (10) 

| 

| 


(10) 
Doubtful 1 きす 4 8 
(1) (1) (2) 


Antigen 


Excretions 
and 
Secretions 


Negative 9 0 1,567 1,570 
2 


23 5. 1,572 1,600 
(13) 


© 


( Number of children whose stool 
showed ova by the A.M.S. III method. 


adult worms and excretions and secretions of 
the aduits of Paragonimaus westermanii were car- 
ried out on patients and 1,600 school children in 
the endemic area of paragonimiasis. Positive 
reactions were shown on all of 17 patients who . 
had paragonimus eggs with both types of antigen. 
Some difference was seen in the results of the 
intradermal tests with adult worm antigen and 
with excretions and secretions antigen on 1,600 
school children as shown in Table 1. The results 
of stool examinations by the A. M.S. III centri- 
fugation technique in 33 individuals who showed 
positive or doubtful reactions were shown in pa- 
renthesis in the Table 1. This result would seem 
to indicate that the adult worm antigen was sligh- 
tly superior to the excretions and secretions anti- 
gen for the skin test in detecting cases of para- 
gonimiasis,. 

The antibodies in the patients serum of para- 
gonimiasis were demonstrated on 5 normal in- 
dividuals by Prausnitz-Kiistner reaction, 
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は し が き 

著者 等 は 先 き た に 肺 吸 虫 成虫 の 食塩 水 抽出 液 と 同 成虫 の 
代 講 産物 を 抗原 と し て 皮 内 反応 を 実施 し た 成績 を 報告 し 
た が , 今回 は 更に , 成虫 の と ー テ ル 深 性 物質 を 除去 し た 
価 残 ェ ナール 衝 液 の 抽出 液 (V.B.S 抽 出 液 ) 
肺 吸虫 え タ セル カリ ア , 肺 吸虫 セル カリ ア よ り の 食塩 水 
抽出 液 及 び 本 種 (ウッ ウェス テマ ン 肺 吸虫 ) と は 別種 と され 
て いる ケリ コッ ト 肺 吸虫 より の 食塩 水 抽出 液 を 用 いて 皮 
内 反応 を 多数 の 患者 及び 流行 地 の 学 童 に 実施 し , その 成 
績 比較 する と 共に , 及び 検査 を も 行 つ て , 反 
応 陽性 者 か ら の 貝 卵 検出 頻度 に つい て 考察 を 加え た 。 千 
お これ まで 抗原 の 安定 性 た に つい て は 明か に され て いな い 
の で , 食塩 水 抽出 液 の 保存 期間 及び 加熱 の 影響 も 検討 し 

実験 材料 及び 方 法 

(a) 成虫 食塩 水 抽出 液 

成虫 の 1 万 倍 稀 釈 食塩 水 抽 出 液 を 用 いた 。 そ の 製法 は 
前 報 に 報告 し た の で 省略 する 。 

(b) 成虫 の Veronal-Buffered Saline 抽出 液 

製法 は 主として Chaffee 等 (1954) の 方 法 に ょ つた 。 

1) 凍結 体 を 後 こ れ を , Tissue grinder 
で 10cc の ェ チ ー ル ・ エ ー テ ル と 共に 10 分 間 礎 砕 す る 。 
Tissue grinder 麻 に つい た も の は 更に 5cc の エー テル 
を 加え て 更に 2 分 間 摩 砕 し て 加 る る 。 

2) を 1 万 回 転 30 分 間 遠 心 沈 潤 し , 上 清 を 捨て 沈 
査 よ り ェ ー テル を 真空 ポ ンプ に て 減圧 除去 し た 後 , 10cc 


Intradermal test for paragonimiasis. (II) Muneo 
Yokogawa,* Tomoo Oshima* and Takeshi Suguro** : 
* Institute of Public Health, Tokyo Japan. 

**Kannami Hospital, Kannami, Shizuoka Japan 


の べ ベ r ナ ー ル 緩衝 液 (V.B.S) を 加え , Tissue grinder 
で 10 分 間 し , grinder つい た も の は V.B.S 液 
5cc を 加え て 洗い 落し , 2 分 間 更 に 廊 析 し て 加え る 。 

3) 虫 体 の 重量 の 99 倍 量 の V. B.S 液 を 補 
い 5°C で 48 時 間 出す る 。 ( の 際 の 真空 度 は 
Hgmm 以 F) 

4 之 を 1 万 回 転 30 分 間 遠 心 沈 濾し , 上 清 液 を と り , 
光 に 1 万 倍 の 制 た に マー ゾ = ン を 加え 原液 (100 倍 液 ) と 
し て , 氷室 に 保存 する 。 ( 之 を 凍結 乾燥 す れ ば な お よ 
い 。) 

5) 抗原 と し て は 原液 (100 倍 液 ) を 1 万 倍 マ ー ゾ ニ = 
ン 加 生理 的 食塩 水 で 100 倍 に 稀釈 し , 1 万 倍 液 と し て 用 
いる 。 (エー テル 処理 の 場合 は 出来 る 限り 一 10°C の 温 
度 の も と で 行 3 。) 

Veronal Buffered Saline (V.B.S) の 製作 潜 
A. バル ビタ ー ル 0.46 gr. 
食 塩 
加 温 し た 減 菌 蒸溜 水 を 加え , 100cc と する 。 


B. 溶性 バル ミタ ー ル ・ 0.30 gr. 
0.25 ヶ 


減 水 を 加え 100cc と する 。 

A に B を 加え ( 略 * 等 量 ) pH7.4 に な る 様 に する 。 
以上 を Stock solution と し て 使用 時 に は 沈 に 4 倍 量 
の を 加え て する 。 

(c) セル カリ ア の 食塩 水 抽出 液 

1) 肺 吸虫 セル カリ アテ が 感染 し て いる カワ = ナ の 肝 肛 
を 細 砕 し て , セル カリ ア 及 び 成 問 し ディ ア を ピペット で 
集め 数 回 滅菌 蒸溜 水 で 洗 浴 し た 後 , これ を アテ アン アプル に 入 

2) 虫 体 を 称 し た 後 , 99 倍 量 の 生理 食塩 
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水 を 加え て よく 歴 し た 後 , 5°C で 3 日 間 抽 出す る 。 
3) 以下 成虫 食塩 水 抽出 液 と 同じ 方 法 を と り , 1 万 倍 
稀釈 液 を 抗原 と し て 使用 する 。 

Exorchis sp. の セル カリ ア 出 液 

肺 吸虫 セル カリ ア の 抽出 液 を 用 いる 場合 , この 中 に カ ヵ カ 
ソニ ナ の 肝臓 成分 も 含ま も れ て いる こと が あり , その 為 に 
非 特 反 応 を す る こと も 老 られ る の で し て , 
カワ = ナ に 寄生 する 別種 の セル カリ ア Exorchis sp. ぷ 
前 と 同様 と し て 集め て , 抽出 液 も 同じ 方 法 で 作製 し 矢 張 
り 1 万 倍 稀釈 液 を 用 いた 。 

(d) 肺 吸虫 メ え タ セル カリ ア の 抽出 液 

肺 吸虫 第 2 中 間 宿 主 の を クズ メガ = を 解剖 し て , その 体 
内 に 寄生 する メタ セル カリ ア を 分 離 採取 し , 数 回 滅菌 蒸 
水 で 洗 し た 後 結 燥 する 。 章 燥 虫 体 より の 
閣 水 抽出 液 の 製法 は 前 と 同じ で ある 。 

(e) ケリ コッ ト 吸 成虫 食塩 抽 

著者 等 の 1 人 横川 が , 感染 後 約 ゎ 6 月 の 成虫 1 匹 を 齋 
燥 虫 体 と し て 北米 より 持ち 帰っ つっ た の で , これ に つい て 衝 
張り 前 と 同じ 方 法 に ょ り 成 虫 食 塩 水 抽 出 液 を 作 骨 し た 。 

方 法 

前 述 の 各種 抗原 5 種 を 同時 に 多数 の 人 に 行う の は 困難 
な の で , 各種 の 組合 せ の も と に 2 種 或 い は 3 種 の 抗原 を 
同時 に 使用 し た 。 すべて その 重量 の 1 万 倍 
析 液 を 用 いた 。 被 験 者 は 本 症 流 行 地 で ある 静岡 県 の 患者 
35 名 及び 新潟 県 直江 津 市 内 小学 生 約 5,000 名 に 及 ん だ 。 
抗原 の 量 は 0.015~0.02cc と し, これ を 左前 肝 内 側 
の 皮 内 に 注射 し , 直後 の 膨 疹 の 縦横 径 を 測定 し mm を 
以 っ て 表す 。 15 分 後に 再び 膨 疹 の 縦横 径 及び 発赤 の 大 き 
さ を 測 定 す る 。 対 照 と し て は 食塩 水 (マー ゾ = ン 加 ) を 
抗原 と 同 量 だ け 注 射 し , 同じ く 直 後 及び 15 分 後 の 径 を 
測定 する 。 抗原 注射 部 位 の 15 分 後 の 膨 疹 の 縦横 径 の 平 
均 ら 注 直 後 の (平均 ) を 減じ た も の を 差 と す 
る 。 若 し 対照 の 食塩 水 の 注射 部 の 膨 疹 も 増大 し た 時 は , 
15 分 後 の 径 か ら 直 後 の 径 を 減じ た も の を , 抗原 の 腫 服 差 
か ら 更 に 減じ これ を 腫 肛 差 と し て 扱う 。 判 定規 準 は 浜 の 
如く する 。 

腫 3mm 以下 の 場合 は 反応 陰性 

4mm の 場合 は 陽性 
5 mm 以上 の 場合 は 陽 性 


発赤 は 腫 服 差 4mm 以上 の と き は 必ず 伴う 3 の で , 発赤 


は 判定 の 規準 に は と ょ とり入れ な い 。 
実験 成績 
(1) 抗原 の 次 定性 た に つい て 


(a) 新旧 抗原 の 比較 

こと これ まで の 経験 か ら , 抗原 は 極め て 容 定 性 の も の で あ 
る こと は 想像 され て いた が , 多数 の 人 数 に つい て 各地 で 
本 反応 を 実施 する 場合 , 同じ 抗原 を 用 いる に し て を も 時 間 
的 に 相当 ずれ る の で , 先ず 抗原 の 安定 性 に つい て 検討 し 
て みた 。 即ち 作 > 製 後 4 ヵ月 間 冷 蔵 庫 (4*C) に 保存 し た 
も の と , 1 年 4 ヵ月 間 同 じ く 冷蔵 庫 に 保存 し た も の と の 
両者 を , 静岡 県 の 肺 吸虫 症 患 者 17 名 に 実施 し た 。 対照 
と し て 食塩 水 (1 万 倍 マ ー ゾ = ン 加 ) を 皮 内 に 注射 し , 
両 種 抗原 に ょ る 15 分 後 の 腫 肛 差 に つい て 比較 し た 。 そ 
の 結果 は Table 1 の 如く , 何れ も 陽 隆 を 呈し , その 強 さ に 


Table 1 


Comparison of Results of the Intradermal 
Tests with Adult Antigens preserved for 4 
months and 16 months in Refrigerator (4°C) 
in 17 patients of paragonimiasis. Increase 
in the Diameter of the Antigen Wheal in 
15 Minutes after Injection is shown by mm. 


16 months old Antigen 
4.5 6 2- を 13 14 15 16mm 


4 
5 
6 1 1 
8 | 
9 1 
1 
に 1 
12 1 
8 
14 1 
15 
16 2 
nm 
4 
r= 0.645-・…・95 2 confidencial Interval 
0.83 0.24 , x 三 11.35 土 3.6 
y= 9.83 3.39 


も 殆ど 差 は 見 られ な か つた 。 新鮮 抗 原 に ょ る 腫 服 差 の 平 
均 は 9.83 土 3.39 mm で , 陳 旧 抗原 に ょ る 腫 服 差 は 11.35 
土 3.6 mm で 有意 の 差 は 認め られ な い 。 人 告 お 両 種 抗原 の 
腫 の 相関 係数 は r=0.645, その 95 信 頼 限界 は 
0.830.24 で あつ た 。 

(b) 成虫 食塩 水 抽 出 抗原 の 加熱 た にょ る 影響 

成虫 食塩 水 押出 抗原 を 少量 宛 小 入れ て 沸騰 水 
中 に , 30 分 , 1 時 間 , 5 時間, 10 時 間 後に 取り 
た も の に つい て , 前 と 同じ 方 法 で 皮 内 反応 を 実施 し た 。 
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Table 2 


Comparison of Results of the Intraderma! 
Tests with Adult Antigens heated at 100° C 
for 30 minutes, 1 hour, 5 hours and 10hours 
in Patients of paragonimiasis. 
the Diameter of the Antigen Wheal in 15 
minutes after Injection is shown by mm. 


No. pa- Normai 


Incrase in 


Antigen, heated for_ 


1 7 mm 6 mm 

2 15 mm 9mm 

3 12mm 14mm 

4 llmm I2rmm 

5 8mm 5mm 3mm 

6 17 mm 5mm 6mm 

8 mm 6mm 2mm 2mm 

8 8mm 3mm 2mm 

9 2 mm 


被験 者 は 肺 吸虫 症 馴 者 で ある が , 1 人 に 多数 の 抗原 を 実 
施す る の は 困難 な の で , 加持 し な い 抗 原 を 対照 と し て 数 


例 ず っ に 分 け て 各 加 部 抗 原 に より 皮 内 反応 を 実 し , そ ・ 


の 腫 彩 差 を 比較 し た の が Table2 で ある 。 

30 分 加 も の で は , 対照 の 非 加 抗原 と 比較 し て 反 
応 の 現われ 方 及び 腫 彩 導 の 大 き さ も 殆ど 変り は 見 られ な 
い 。 1 時間 加 熱 の も の で も すべ て 陽性 に は 出現 し て いる 
が , その 強 さ は 比較 約 弱 まつ て いる 。 5 時間 加 標 の も の 
で は 4 例 の 中 1 例 を 除き 反応 は 陰性 と な り . 10 時 間 で は 
3 例 共 陰性 た な っ た 。 即ち 30 分 加熱 で は 影響 は 見 られ 
な い が , 1 時 間 以 上 の も の で は , 稽 ょ 影響 を 受け 5 時 間 
以上 の 加熱 で は 抗原 性 を 失う も の ゝ よう で ある 。 

(2) 各種 抗原 の 比較 

成虫 V.B.S 抽出 液 と 成虫 食 瘍 水 抽 出 液 と の 比較 

石井 (1953) は 日 本 住 血 吸虫 症 の 皮 内 反応 で 抗原 は ェ 
ー テ ル 性 と 水 と に 分 けた 場合 , に 特 反 
応 , エー テル 層 中 の 水深 質 成分 は 非 特 反応 を 


する こと が ある と 云っ つて いる 。 又 Chaffee 等 (1952) は 


同じ く 住 血 吸 虫 の 抗原 と し て , エー テル 溶質 成分 を 除い 
た Veronal Buffered Saline の 抽出 液 は , 皮 内 反応 及 
び 補 体 結合 反応 の 抗原 と し て 優秀 で 特に 抗 捕 体 性 が 少 い 
と 蓋 っ て いる 。 そこ で 著者 等 は Chaffee の 法 に 従 つて 
肺 成虫 の V.B.S 抽出 液 を 作製 し 成虫 の 食塩 水 
抽出 液 と の 成績 を 比較 し た 。 既 ち 直 江津 市 内 の 小 中 学生 
計 2,145 名 に 両 種 抗原 を 同時 に 同 側 の 上 有 聴 に 約 4cm の 
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間隔 を お ぉ いて 友 内 注射 し . 15 分 後 の 腫 肛 差 を と つた 。 そ を 
の 結果 は 両 種 抗 原 共 , 対照 の 食塩 水 と 同じ く 15 分 後に 
膨 疹 の 増大 を 示さ な か つた も の は 2,096 名 で 腫 服 差 が 1 
mm 以上 の 増大 を 示し た も の は Table 3 (a) の 如く 49 名 
あつ た 。 こ の 49 名 中 種 抗 と 腫 が 5mm 以上 
即ち 反応 陽性 の も の は 43 名 , 残り の 6 名 中 食塩 水 抽出 液 
で 陽性 で , V.B.S 抗原 で 北陽 性 を 示し た も の は 僅か に 1 
名 の みて で , あと の 5 名 は 共に 腫 用 差 は 1 mm 乃至 3 mm 
で 反応 は 陰性 を 示し た 。 然 か も Table 3 (b) の 如く 虫 卵 
検 あ て ょ よく 一 致し て いる 。 腫 服 差 の 平均 は 食 閣 水 抽 出 抗 
原 出 成績 は 両 種 抗原 共 極 で は 8.02+3.12mm, V.B.S 抗 
原 で は 7.50 土 3.0 mm で 有意 の 差 は な く , 両者 の 相関 係 
数 は r=0.807 で その 相関 も 極め て 緊密 で ある こと を 示 
Table 3 (a) 

Comparison of Results of the Intrader- 
mal Tests with Adult Antigens of Saline 
Extract and Veronal Buffered Saline Extract 
in 2,145 of School Children in the endemic 
Area of Paragonimiasis. 

V.B.S. Extract 
Increase in the Diameter 
12345678 9 10 11 12 13 14 15mm 


Saline Extract 


Increase in the Diameter 


Table 3 (b) 

Comparaison of the combined Results of 
Intradermal Tests with the both Antigens 
and the results of the Stool Examinations 
by AMS III Concentration Technique. 


V.B.S. Antigen ( )・・Number of 

: Positive Skin 
g + 43(14) 1(1) 0 Test 

よ 0 0 0 土 : Doubtful Skin 
の 一 0 0 25 (0) Test 


284 
| 
{ 
(1) 
1 2 
1 
* 
| 
| 
! 
1 2 
y=7.50 + 3.00 
r =0.807+0.05 
6 


昭和 30 年 9 月 (1955)〕 


No. examined 


V.B.S. Antigen from Adult (1 : 10,000) 
Incraes in the Diameter 


| 

| 


< っ 
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Table 4 


Comparison of the Results of the Intradermal Test with V.B.S. Antigen and the Results 
of the Stool Examinations by A M.S. III Method in 3,888 of School Children in the End- 


emic Area of Paragonimias is. 


Increase in the Diameter of the Antigen 
Wheal in 15 minutes after Injection. 


Table 5 
Comparison of Results of the Intradermal 
Tests with V.B.S. Extract from Adults and 
Saline Extract from Metacercariae of Pa- 
ragonimus westermanii,. 
Metacercarial Antigen (1 : 10,000) 
increase in the Diameter 


1 
2 Metacercarial 
Antigen 
1 1 
+ 
5|.1 & 
) 
0 
8 1 1 
9| ( ) No. of Egg 
positive stools 
10 | 
12 
th 
13 
= 
2+3.i0 
=4.37*1.80 
1 
r =0.568 #0.107 


wm No. of positive stools 
() Rate of positive stools 


No. examined 3,888 名 
Positive Skin Test : 66 名 (40.9 ) 
Doubtful Skin Test : 8 名 25.0 


Negative Skin Test : 3,216 名 
Grade of Increase in the Diameter of Antigen 
Wheal in 15 min. after Injection. 
0 1-3mm 4mm 5-9mm 10-15mm 


ONE + 0 0 2 17(35.4%) 8(44.4%) 
10 
gS8E total 92 7 8 47 18 
* nonsignificance 
=0.537 


し て いる 。 乏 等 49 名 の 他 に , 全く 反応 を 呈し な か つた 
を も 25 名 抽出 し て AMS III 集 で 性 者 を 調べ 
た 。Table 3 (b) ( ) の 数 字 は 陽性 者 の 数 で ある 。 
種 抗原 で 陽性 の 者 43 名 か ら は 1 回 の 検便 で 14 名 (32.5. 
%) の 陽性 者 が 出 て いる 。 僅か 1 回 の 検便 で あ 
る の で , 既に の べた 如く 肺 吸虫 症 患 者 か ら の AMSIII 
法 に こよ ょ る は 62 前 後 で ある こと を 考え る と ,. 
か な り い 成績 と 云え る 。 か く の 如 く 食塩 水 抽出 液 と V. 
B.S 抽出 液 と は 極め て よく 一 致し た 反応 を 示す が , V.B.S: 
抽出 液 は 食塩 水 抽 出 液 た 比較 し て , 注 和 時 の 導 痛 が 殆ど 
無い の で 閉 者 等 は その 後 の 集 団 検査 と は , 成虫 食塩 水 描 : 
出 液 の 代り に V.B.S 抽出 液 抗 原 を 用 いる こと に し た 。 
即ち V.B.S 抽出 液 及 び 対 し て 水 を 用 いて , 直 
江津 市 内 の 小 中 学 生 3,388 名 に 友 内 反応 を 実施 し , AMS: 
III 法 に よ ょ る 貝 卵 陽性 者 と の 関係 を 検討 し て みた が , そ を 
の 結果 は Table 4 の 如く で ある 。 

即ち 反応 陽性 者 は 3,888 名 中 66 名 で これ ら 陽性 者 の 
1 回 の 検査 で は , 27 名 (40.9 ) に 卵 を 証明 し 
た 。 反 応 北陽 性 者 8 名 か ら は 2 名 (25 ) に 虫 尋 を 証明 
し た が , 腫 服 差 1 mm 乃至 3mm を 示し た も の 5 名 及 . 
び , こ の 他 に 腫 彩 差 を 示さ な か つた 者 か ら 抽 出 し た 92 和 名. 
か ら は 1 名 も 虫 卵 は 見 出さ れ な か つた 。 こ れ ら 反応 陰性 : 
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者 の 中 に は 貞 虫 寄生 者 13 名 , 縮 虫 寄生 者 28 名 , 東洋 毛 
様 線 寄生 者 2 名 , 者 3 名 あつ た 。 即 ち 本 反応 
は 環 虫 , 団 虫 寄生 者 等 に 対し て は 類 属 反 応 を 示さ な いこ 
と が 明か で ある 。 傘 お Table 4 の 如く 反応 陽性 者 の 中 , 
腹 用 差 5 mm か ら 9 mm 迄 の も の と 10mm 以上 の も の 
と に 分 け て , その 中 か ら 貝 卵 陽性 者 の 検出 を 比較 し て 
みた が , 両者 の 聞こ 検出 率 の 有意 の 差 は 見 出さ れ な か つ 

(b) メタ セル カリ ア よ り の 食塩 水 抽出 液 と 成 由 V B.S 
抽出 液 と の 比較 

ウツ ウェス テル マン 肺 吸虫 の 第 2 中 間 和 宿主 で ある モク ジ ヅ ガ が 
= より 分 離し た メタ セル カリ ア の 1 万 倍 食塩 水 抽 出 液 を 
作製 し , 1 万 倍 の 成虫 の V.B.S 抽出 液 と の 成績 を 腫 服 差 
に よっ つて 比較 し た の が 第 5 表 で ある 。 対象 は 直江 津 市 内 
小学 生 1,494 名 で あつ た 。 

に ょ る 腫 の 平均 は 成虫 V.BS 抗原 は 
7.32 土 3.10mm, メタ セル カリ ア の 抗原 は 4.37 土 1.80 
mm で , か な り 閥 が み ら れ る が , 相関 係数 は 7=0.568 
土 0.107 と な り , 或 る 程度 の 相関 が ある こと は 認め られ 
る 。 然 し 両 種 抗 原 に ょ る 反応 成績 と 虫 卵 検出 率 の 関係 を 
みる と Table5 ( ) の 数 字 が それ で ある が , 区 だ し く 
差異 の ある こと が 認め られ た 。 は 堪 ら く 反 応 の 強 さ に 
よる だ け で な く , 抽 出 抗原 の 成分 に も 差 が ある と 思わ れ 
る 。 即 ちこ の 場合 メタ セル カリ ア は , 厚い 被 引 を 形成 し 
て お り , この 被膜 の 成分 が 含ま も れ て いる た めで は な いか 
と 思わ れる 。. 被膜 を と つた 脱 四 幼 虫 の み を 用 いれ ば , 或 
い は 成虫 抗原 と か な り 一 致し た 成績 が 得 ら れる の で は な 
いか と 考え られ る 。 

(c) セル カリ ア の 食塩 水 抽出 液 と 成虫 食塩 水 抽 出 液 と 
の 比較 
肺 吸虫 第 1 中 間 宿 主 で ある カワ ニナ Semisulcospira 
libertina の 感染 肝臓 を と り 出 し て , これ より 上 成 京 セル 
カリ ア 及 び 成 熟し デュ ア を 集め て , その 1 万 倍 食 塩水 抽 
山 液 を 作り , 対照 & と し て 食塩 水 の 他 に ヵ ワ = ナ の 肝臓 に 
寄生 し て いる Exorchis sp. の セル カリ ア よ り の 1 万 倍 
食塩 水 抽出 液 を 用 いた 。 谷 お メタ セル カリ アプ 抗原 , 成虫 
食塩 水 抗 原 を も 同時 に 試み た 。 即 ち 静 岡 県 の 肺 吸虫 症 患 
者 5 名 の 左側 上 に 約 3 cm 間隔 皮 内 に 注射 し て そ 
の 腫 肛 差 を と つた 。 例 数 が 少く 患者 の み に 行 っ つて, 集団 
に 行っ つた 成績 が な い の で 明か な こと は 革 え な い が , 成虫 
押出 抗原 に 比較 する と , セル カリ アテ 抗原 に ょ る 腫 服 差 は 
生 * 小 さく , 丁度 メタ セル カリ ア に よる 腫 服 差 と 殆ど 変 
り が な い 。 xorxchis sp. より の 抗原 と は 明か に 


( 42 ) 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・ 第 3 号 


が ある の で , 本 種 セ ルカ リア 抽出 液 に も 或 る 程度 特異 反 
応 を 起す 成分 が 含ま れ て いる と 考え られ る 。 そ の 成績 は 
Table6 の 如く で ある 。 


Table 6 


Comparison of Results of the Intradermal 
Tests with Adult Antigen, Metacercarial 
Antigen and Cercarial Antigen of Parago- 
nimus westermanii. in 5 Individuals woose 
stools showed Eggs of P. westermaniit. 


Increase in the Diameter of the Antigen 
wheal is Shown by mm. Dilution of 


Antigen: 1: 10,000 
& Paragonimus westermanii. Control 
Antigen Antigen Antigen Antigen 
Ilmm 5mm 4mm 4mm — 
2 8mm 6mm 6 mm 3 mm — 
3 8mm 4mm 5mm 2mm — 
4 8mm 7mm 8 mm l mm — 
5 17mm 7mm 6 mm 2 mm — 


(d) ケリ コッ ト 肺 成 と ェ ス テル マン 肺 吸 
虫 成虫 抗原 と の 比較 

が 還 人 体 肺 吸虫 は ウェ ステ ルマン 肺 吸 (Pa- 
ragonimus westermanii) の み で , 今 て 来 た 抗原 
及び , 被 検 者 も すべ て 本 種 に と た よる も の で あつ た が , この 
ツェ ステ ルマン 肺 吸虫 と 極め て 類似 し て いる が , 別種 と 
され て いる 北米 産 の ケリ コッ ト 肺 吸虫 成 下 より の 食塩 水 」 
抽出 液 と , ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 成 貝 の V.BS 抽出 液 
と を 比較 し て みた 。 濃度 は 共に 1 万 倍 で ある 。 そ の 成績 
は Table 7 の 如く で ある 。 

即ち 直江 津 市 内 中 学生 731 名 に つい て 行っ つた 成績 で あ 
る が , ウェ ステ ルマン 肺 吸 貝 成 貝 の V.B.S 抗原 で は , 
33 名 が 陽性 反応 を 呈し た に も か ぇ わら ず , ケリ コッ ト 肺 
吸虫 抗原 で は その 中 の 5 名 が 北陽 性 , 陰性 反応 が 10 名 
あっ た 。 

即ち も 両 種 抗原 に ょ っ て 反応 が 陽性 或いは 性 を 
た 者 36 名 中 その 半数 18 名 が 一 致し た 反応 を 示し た に 過 
ぎ な い 。 ( ) は 陽性 者 で ある が , ウェ ステ ル 
マン 肺 吸 貝 成虫 抗原 で は 陽性 反応 で あつ た が , ケリ コッ 
ト 肺 吸 事 成虫 抗原 で 陰性 を 呈し た も の 10 名 か ら 2 名 に 
虫 卵 を 検出 し た 。 両 種 抗原 で 共に 陰性 の 者 か ら は , 貝 卵 
は 検出 され て いな い 。 人 種 に ょ る 肛 は ウェ 
ステ ルマン 肺 吸虫 で は , 8.18 土 3.292mm, ケリ コッ ト 
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Table 7 
Comparison of Results of the Intradermal 
Tests with the Antigen prepared from Adult 
of P. westermanii and P. kellicotti in 731 
of School Children in the endemic Area 
of paragonimiasis westermanii. (Dilution of 
Antigen ; 1: 10,;000) 
Antigen prepared from P. kellicotii 
(Saline Extract) 
Increase in the Diameter 


1 
ミ 
. 
] 
E 
1 
に 
14 | 
15 2 
mn 
=4.59+2.755 
す =8.18 #3.292 
r=0.86 +0.04 
Skin Test with P. kellicotti 
Antigen 
— 
+ 185) 5(1) 102 
0 0 


( ): No. of Individuals whose stools showed 
Eggs of P. wester. by Stool Examination. 


肺 吸 で は 4.59 土 2.755mm で い が ある が , そ を 
の 相関 係数 は r=8.55 土 0.043 と な りか な り 蜜 な 相関 の 
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ある こと が 分 る 。 従 つて 両 種 抗原 の 差 は 主として 腫 肛 差 
の 大 小 に ょ る 差 の みな の で , ケリ コッ 人 ト 肺 吸 下 成虫 の 乾 
燥 状態 不全 に ょ る 測度 低下 の た め と 思わ れる 。 
考 

以上 著者 等 は , ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 の 成虫 の 食塩 水 
及び , V.B.S 抗原 を 始め , その ぇ メタ セル カリ ア , セル カ 
リア より の 食塩 抽出 抗原 , 及び ツェ ステ ルマン 吸 
と 別種 の ケリ コッ ト 肺 吸虫 成虫 押出 抗原 を 用 いて , 肺 中 
患者 及び 肺 流 行 地学 童 に 内 反応 を 実施 し , 
注射 15 分 後 の 腫 に つい て , 成虫 V.B.S 抗原 と の 
を 検討 する と 同時 に 反応 陽性 者 と 虫 者 と の 
関係 を も 検討 し た 。 成虫 の V.B.S 抗原 は テー テル 深 質 
性 の ども の を 除い た , 水深 四 性 の も の で , Chaffee (1954) 
等 に よる と , VB.S 抽出 液 は 抗 補 体 作用 が 少 い た め 晶 本 
住 血 中 虫 症 の 皮 内 反応 及び 補 体 結合 反応 と し て 共 運 に 使 
用 出来 る 利点 が ある と 云 つ て いる の で 著者 等 も 此 の 製 渉 
を 用 いて , 肺 吸 虫 症 皮 内 反応 を 実施 し た 結果 , 成虫 の 食 
塩水 抽出 液 抗原 と 全く 差異 は 認め られ な か つた 。 食 塩水 
抽出 液 は 日 本 住 血 吸 貝 症 の 補 体 結合 反応 の 抗原 と し て 
は , 抗 補 体 作用 の 強い こと は , Wright (1947) その 他 の 
人 達 も 既に 認め て いる と ころ で ある が , 著者 等 も 肺 吸 下 
症 の 補 体 結合 反応 の 抗原 と し て 食塩 水 押 出 抗原 は 不適 当 
で ある こと を 認め た の で , V.B.S 抽出 液 を 用 いて 現在 実 
施 中 で ある 。 石井 (1953) 等 も 日 本 住 血 吸 虫 症 の 皮 内 反 . 
抗原 は 成 或いは の ニー テル 成分 を 除い た 水 . 
成分 に 多く 含ま れ て いる と つ て いる 。 お V.B.S: 
抗原 の 方 が 食塩 水 抽 出 液 た 比較 し て , 効果 に は 差 が な い 
が 被験 者 に と つて は , 殆ど 浴 痛 が 無い と 云う 利点 が ある 
の で , 著者 等 は 食塩 水 抽 出 液 よ り , VB.S 抽出 液 の 方 が . 
実用 的 価値 は 大 きい と 考え る 。 

日 本 住 血 吸 虫 症 , トリ キナ , その 他 の 生 
中 性 疾患 等 の 皮 内 反応 の 抗原 と し て は , それ ぞ れ の 成虫 
或いは 幼虫 の 何れ の 抽出 液 で も 抗原 と し て 閉 し い 差 異 の 


Table 8 
Means and Confidencial Intervals of the Increase in Diameters’of the Wheals with various 


_ Antigens in 15 minutes after Injection. 


95%Confidenciak 
(mm.)” Y (mm.) . Intervals 
V.B.S. Extract—Saline Extract 50- 8.02 342.- 0,;807 0.871~0.680 
V.B.S. Extract—Saline Extract of P., kellicott: 39 8.18 3.29 4.59 2.75 0.855 0.921~0.740 
V.B.S. Extract—Saline Extract of Metacer- 
43 7.32 3.10 4.37 1.80' 0.568 0.740~0:310 
Saline Extract—Excretions and Secretions of 
17 9.82 3.41 10.99 2.86 0.715 0.850~0.360 
(43 ) 


で 
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な いこ と は 認め られ て いた 所 で ある が , 著者 等 は 初め て 
肺 吸 虫 症 の 幼虫 期 の セル カリ ア 及 び メ タ セ ルカ リア より 
の 抽出 液 を 抗原 と し て 用 いた 。 今回 は これ ら 抗原 の 濃 
度 が 稀 薄 すぎ た た めか , 反応 の 強 さ は か な り 閉 し く 異 っ 
て いた が , V.B.S 抗原 と の 相関 々 係 は か な り 密 で ある こ 
と が 明か と な つた 。 更 に 適当 な 濃度 を 用 いれ ば 恐らく 成 
忠 よ り の 抗原 と 略 ぼ 一 致し た 成績 が 得 ら れる と 思わ お われ 
る 。 そ れ に し て も 肺 吸虫 の 場合 は , その 感染 は メタ セル 
カリ ア に よる も の で , 体内 に 侵入 し た メタ セル カリ ア が 

成虫 た 迄 発育 し , 産卵 を 開始 し その 卵 は 体外 に 出 て , 水 
に 大 つて ミラ シ ジ ウ ツウ ム と な り , この ミラ シ ジ ツ ム が , 
第 1 中 間 宿 主 で ある ヵ ソ = ナ に 侵入 し て , セル カリア 迄 
た 発育 し , この セル カリ ア が 第 2 中 間 宿 主 で ある モク ヅ 
ガ = い は サワ ガ =, ザリガニ = に さ れ て , その 体内 
で メタ セル カリ ア に 発育 する 。 従 つて セル カリ ア は その 
発育 実に お いて , 全く 宿主 で ある 人 間 と は 関係 の な いも 
の で ある が , この セル カリ ア の 抽出 液 に た よ つ て る も, 他 の 
成虫 より の 抗原 と 略 ぼ 同じ よう な 反応 を 時 する と 芸 う こ 
と は 興味 深い 。 メタ セル カリ ア の 抽出 液 抗原 も 成虫 より 
の 抗原 と 或 る 程度 の 相関 が 見 られ る が , その 信頼 性 は 余 
り 高 く な い 。 こ れ は セル カリ ア の 場合 と 同じ く 漢 度 が 不 
適 だ つた 為 と メタ セル カリ ア の 被 紅 の ま ょ を 抗原 と し て 
使用 し た た めか る も 知れ な い 。 肺 吸虫 メ え タ セル カリ ア は 療 
: し く 厚い こと が 特徴 で あり , 恐らく キチ ン 
: の 様 な も の と 皿 わ れる が , この 様 な 物 覧 に と たよ る 影響 の た 
めも ある と れる 。 脱 の み を 用 いれ ば , 或いは 
更に その 特 罰 性 を 増す と 思わ れる 。 何 お ツェ ステ ルマン 
肺 吸虫 と は 別種 の ケリ コッ ト 肺 吸虫 成 政 の 抽出 液 は , ウ 
ェ ス テル マン 肺 吸 貝 成虫 の 抽出 液 と , か な り 密 な 相関 を 
示し て いる が , 反応 の 強 さ が ずつ と 弱い よう ぅ で あつ た 。 
. 之 は 閉 者 等 の 使用 し た ケリ コッ ト 肺 吸虫 成虫 抗原 の 濃度 
を 高く すれ ば 人 褒 お よく 一 致し た 成績 を 得 ら れる の で は な 
いか と 思 れる 。 

万 納 (1953) は ウェ スル ルマン 肺 患者 と これ と 
別種 の 大 平 肺 吸虫 成虫 より の 抽出 抗原 を 用 いて , 矢 張 り 
特異 反 応 を 呈す る こと を 述べ て いる 。 人 診 お 次 の Table 8 
及び Table9 は 以上 の べた 各種 抗原 に ょ る 腫 服 差 の 平均 


値 と , 最も 信頼 出来 る と 思わ れる V.B.S 抗原 た と ょ る 反応 ・ 


と の 相関 々 係 を 示し て みた 。 勿 論 こ れ だ け で 各種 抗原 の 
特異 性 或 は 信頼 性 等 を 比較 する こと は 出来 な い が , 各種 
: 抗 原 の 反 応 の 出現 状況 に 関し , 現在 の 所 最も 信頼 出来 る 
と 思わ れる V.B.S 抗原 に 対す る 傾向 の 凡そ を 知る こと 
- が 出来 る と 思わ れる 。 
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Table 9 


Regression Lines of the Increase in the Dia- 
meter of the Wheal with various Antigens 
to the Increase in the Diameter of the Wh- 
eal: with V. B.S. Antigen prepared from 
Adults of P. west. 


4=1.72+0.84 
= 


「 T Correlsuon Coefhcoert 
4=-1.23+0.727 
9 t=0.56 
ド 
si ¥=218+0.30Z 
f=0.86 
5[ 
3 上 
1 


Excess of the Diameter of the Whea} with B. 
Antigen rom Aduits of P. west. in 15 mautes 
ajter yecbon. 


即ち V.B.S 抗原 と 成虫 食塩 水 抽出 抗原 と は か な り 審 
な 相関 を 示す が , 同じ 1 万 倍 の 濃度 で は 成 由 食塩 水 抽出 
抗原 の 方 が 腫 服 詐 が や ゃ 大 きく 現われ る 傾向 が ある 。 こ 
れ に 反し ケリ コッ ト 肺 吸 貝 成虫 食塩 水 抗原 で は 相関 は 密 
で ある が , 反応 の 現われ 方 が 弱い よう で ある 。 メタ セル 
カ ヵ r リ ア よ り の 食塩 水 抽 出 抗 原 は 相関 は 見 られ る が , 前 2 
者 抗原 に 比べ る と つっ て いる 様 で ある 。 食塩 
抽出 抗原 に っ ついて, その 安定 性 に つい て る も 報告 し た が , 
1 万 倍 稀釈 の ま ゝ で も 4°C に 保 て ば 1 年 半 以 上 経 財 し 
て る 何等 効力 と は 変化 が な く , 替 に 対し て も 安定 な こと 
は 実用 価値 が 極め て 高い と 思わ れる 。 

肺 吸虫 皮 内 反応 の 抗原 と し て , 成虫 食 液 , 
及び V.B.S 抽出 液 , メタ セル カリ ア , セル カリ ア よ うり 
の 食塩 水 抽 出 液 及び ヶ ケリ コッ ト 肺 吸虫 成虫 食塩 水 抽 出 液 
を 用 いて , 肺 吸 虫 症 患 者 及び 主として 新潟 県 肺 吸虫 症 流 
行 地 で ある 直江 津 市 内 の 小 中 学 生 に 実施 し , 15 分 後 の 腫 
用 差 の 比較 及び 工 便 検査 と より , その 信頼 性 に っ いて 検 
討 し た 。 そ の 結果 これ まで 最も よく 用 いら れ て いた 成虫 
の 食塩 水 抽出 液 と 成虫 の テー テル 落 質 成分 を の ぞい た も 
の か ら の ー 食塩 水 緩衝 の 液 と で は 殆ど 
が 認め られ な か つた 。 セ ルカ リア 抽出 液 , メタ セル カリ 
了 抽 出 液 も か な り 特異 反応 と 思わ れる も の が 出現 する 
が , 成虫 の 両 種 抽出 液 に 比べ て 信頼 性 が 少 い 様 で ある 。 
之 は 使用 し た 抗原 の 濃度 の 不適 に も よる と 思わ れる 。 ツウ 
ェ ス テル マン 肺 吸虫 と は 別種 の ケリ コッ ト 肺 区 虫 成虫 の 
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抽出 液 も , ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 成虫 抗原 と ょ く 相関 を 
示し て いる が , 反 成 の 大 き さ は 弱く , これ も 濃度 が 薄 す 
ぎる も の と 思わ れる 。 舘 お 成虫 の 食塩 水 抽 出 液 の 次 定性 
に つい て を も 調 べた が , 抗原 作製 後 1 年 以上 経過 し た も の 
で る , 冷 所 に 保存 し た も の で は 抗原 性 た 変化 は 認め られ 
な か つた 。 又 30 分 間 100°C 加熱 の 影響 は 全く 認め られ 
な か つた が , 加熱 時 間 が 1 時 間 以 上 た 及ぶ と か な り の 影 
響 が 認め あら れる 様 で ある 。 

終り に 臨み 本 研究 に 御 協 力 項 い た 新潟 県 衛生 部 長 須 川 
豊 博士 始め , 平野 多 開 直江 津 保健 所 長 , 及び 中 川 易 子 氏 
直江 津 市 衛生 課長 , 直江 津 保健 所 職員 , 及び 直江 津 市 内 各 
小 中 学 校長 始め 各 職 員 の 方 々 た 厚く 御礼 し 上 げ ま す 。 
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Summary 


Intradermal tests were conducted on patients 
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whose sputa or stools showed eggs .of Paragoni- 
mus westermanii and on about 6,000 school chil- 
dren in the endemic area of paragonimiasis, 
Naoetsu city, Niigata prefecture, Japan. The 
results of the intradermal tests with various 
types of antigens were compared with the results 
of the sputum and stool examinations of whom 
gave positive reactions,. 

The antigens used in this experiment were as 
follows. 

1) Saline extract prepared from adult worms 
of Paragonimus Westermant. 

2) Veronal Buffered Saline extract prepared 
from adult worms. 

3) Saline extract prepared from cercariae. 

4) Saline extract prepared from metacercariae, 

5) Saline extract prepared from adult worm 
of Paragonimus kellicotti. 

All these antigens were diluted 1 : 10,000. The 
use of saline and V.B.S. antigens from adult 
worms of P, westermanii gave a higher percentage 
of positive reactions than did the cercarial, 
metacercarial and P. kellicotti antigens, The 
optimal dilution of these three antigens could 
not be determined because of insufficient ma- 
terial]l,. 

In 3,888 school children in the endemic area 
the intradermal test with the V.B.S. antigen 
gave positive reaction in 66 or 1.7 per cent, 
The eggs were found in 25 or 37.8 per cent in 
66 individuals who showed positive reaction with 
V. B.S. antigen by one stool examination. (The 
AMS IIIl concentration technique) No eggs was 
found in 100 individuals of whom gave negative 
reaction. 

The V.B.S. and saline extract from adult 
worms of P. west. gave all positive reaction in 
17 patients or 100 per cent. 

The saline extract from adutl worms preserved 
for one and. half years at 4° C. gave positive re- 
actions in all of 17 patients as the fresh antigen., 

The saline extract from adult worms heated 
at 100° C. for one hour gave also positive reac-_ 
tion in all of 17 patients as the fresh antigen. 

The intradermal test with V.B.S. or Saline 
extracts from adult worms of P. westermanii 
would be reliably employed in screening test for 
paragonimiasis in the endemic area of para- 
gonimiasis, 
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初島 に 於 ける 卵 に て の 観察 


元 


北里 研究 所 寄生 虫 学部 
(昭和 30 年 5 月 21 日 受領 ) 


言 

上 虫 の 無精 卵 ( 不 受精 卵 ) に 就 て は 1903 年 三浦 , 西 
内 両氏 が 始め て その 報告 を 発表 され て 以来 , 比較 的 報告 
は 少 い よ ょ うに 思わ れる 。 

吾 * 々 は 1951 年 8 月 か ら 約 3 ヵ年 に 渉 り 部 海 市 初島 に 
於 て , 幅 虫 挨 減 作業 を 続け て 来 た が , それ と 同時 に , 私 
は 遇 虫 無精 卵 の 消長 に 就 て 詳細 な 観 祭 を 行 つ た 処 , 種々 
の 興味 ある 成績 を 得 た の で , 装 た 報告 する 。 

実験 材料 並び に 方 法 

実験 材料 は 全て 初島 在住 の 島民 (1951 年 8 月 現在 268 
名 ) の 便 を 以 て 行い , 約 3 ヵ月 毎 に 全島 民 の 検便 を 行 つ 
て , 必要 に 応じ 1 ヵ月 毎 , 又は 1 週間 の 連続 検便 を も 行 
つた 。 又 方 法 は 一 応 18X18mm の ヵ バ ー グ ラス 
3 枚 宛 検査 し , 自然 陰 転 を 決定 する 際 は 9 枚 検 査 を も 行 
つた 。 又 両 虫 卵 検 査 と 同時 に 全島 民 の 多 虫 卵 検査 も 併行 
的 に 行 つ た の で , 飽和 食塩 硫 麻 水 (松崎 氏 法 ) に ょ る 学 
検 査 も 併せ て 実施 し た が , 飽く 附 的 に 行わ 
れ た も の で ある 。 

実験 成績 

無精 卵 の 有 精 た に 対す る 比率 

集団 刀 虫 を 長期 間 継 続 し て 行く 際 , 再 感染 者 中 無精 卵 
陽性 者 の 有 精 卵 陽性 者 に 対す る 比率 が 次 第 に 大 と な つて 
いく こと は , 最近 2, 3 の 報告 中 に も み ら れ て いる が , 
圭 々 の 実験 た 於 て も 第 1 の 如く , 次 第 に 無精 卵 陽性 者 
の 占め る 割合 が 大 きく な つて いる 。 

即ち 1951 年 8 月 の 第 1 回 検便 時 に は , 青々 も 未だ 無 
精 卵 た 対す る 関心 を 持た な か つた の で , その 比率 は 明か 
で な い が , 1951 年 12 月 の 検便 時 に 於 ける 再 感 染 者 の 有 
精 卵 対 無精 卵 み 比率 は 56 : 11 で 陽性 者 の 16.4 % で あつ 
た も の が , 3 月 以降 何れ も 著しく 上 昇 し て 30 か ら 50 


. Investigation on unfertilized human ascaris-eggs 
in Hatusima Island. Motohiro Inagaki : (Depart- 
ment of Parasitology, Kitasato Institute for In- 
fectious Diseases, Tokyo) 
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第 1 表 初島 に た 於 ける 環 虫 再 感染 者 数 


検便 回 数 量 時 陽性 者 数 有 精 卵 無精 卵 

第 1 回 1951・8 147 

第 2 回 1951・12 67 56 11 
第 3 回 19523 56 32 24 
第 4 回 1952.6 34 17 17 
第 5 回 19529 74 50 24 
第 6 回 1952・12 22 13 9 
第 7 回 19533 39 24 15 
回 1953-6 70 41 29 
第 9 回 1953.9 31 17 14 
第 10 回 195312 27 7 20 
第 11 回 1954・3 62 31 31 


の 聞 を 上 下 し , 約 3 年 後 の 1954 年 6 月 に は 31 : 31 で 
陽性 者 の 50 に な つて いる 。 

( ) 無精 江 の 継続 的 観 成 病 

無精 卵 排 護 者 に 就 て は , 3 ヵ月 前 の 検便 時 に 陰性 で 
1952 年 3 月 に 陽性 に な つた も の 28 名 , 同年 6 月 た 陽性 
に な つた も の 17 名 , 同年 8 月 陽性 た に な つた も の 17 名 , 
同年 9 月 た 陽性 に た な つた も の 7 名 , 同年 12 月 に 陽性 に 
な つた も の 9 名 , 計 78 名 に 就 て 虫 を 行わ ず た に その 経 
過 を 観察 し た 。 

(4) 無精 卵 の 排卵 休止 に た 就 て 

第 2 表示 す 如 く , 78 例 中 僅か で は ある が , 明か に 排 
卵 を 一 時 休止 する 場合 が ある こと を 和 天 つ た 。 に 就 て 実 
験 当初 は 1 回 の 検便 た に際し 18X18mm の ヵ カバ ー グ ラス 
3 枚 の 倫 抹 標本 で 検査 し た 結果 6 例 た 於 て , 排卵 を 休止 
する も の を 発見 し た が その 後 精細 に 検査 し た 結果 , 4 ヵ カ 
バー 以上 9 ヵ バー な けれ ば , な 意味 で 陰性 
を 決定 する こと が 出来 な いこ と を 知 つ た の で , 1952 年 9 
月 か ら は , 必ず 9 ヵ べ バー 検査 を 行 つ た が , それ で も 千 お 排 
卵 休止 期 を 示す と 思わ れる も の が , 4 例 あ つた 。 就 中 そ 
の 中 2 例 た に 於 て は , 第 3 表 に 示す 如く 1~2 週 間 の 連続 
検便 で , その 中 間 に 於 て 陰性 の 日 を 示し て いる こと は 興 
味 深く , 横川 定 氏 の 説 を 雷 書 し て いる も の と いえ を よう 。 
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第 2 表 無精 排 江 の 長期 観察 成績 


2 田中 ( | +| | | | 
4| ・ | | -| | | 
-| |-|[-| -| |- [-| | 1+ 
8 | [|-| |-|- -| | |-| |-| | 
12| (を 133! +| | +| -| | | biel 
Il4| ( |+ | | |+| | ~ = 
( | | 


+ | 
30| 田 中 ( +| |+|+| | -| ~ 
33 山口 O1591 | +| +| | +| | |+| | 
検便 成績 
No.| 氏 名 119% 
| 
| = 
| 5% 126% 14 64 
2 | 岩本 39 | P| P| や 


叉 第 2 例 た 於 て は 偶然 で は あつ た が , 検査 途中 , 排 久 
休止 期 が 続い た 後 2 日間 無精 卵 の み 陽 性 で , 3 日後 無精 
有 精 と 転じ , 以後 約 2 週間 に っ て , 無精 , 有 精 , 
混合 の 卵 を 排出 し , 17 日 目 か ら は 有 精 卵 の み を 排出 する 
よう に な つた の る 味 深い 現象 で , 此 の 陰性 期 は 
の 交尾 期間 を 示す も の で あつ た の か も 知れ な い 。 

の 寿命 に 就 て 

無精 卵 の み の 陽 性 者 78 例 中 , 自然 険 転 し た も の 40 例 
に 就 て 観察 し た が , 検便 期間 が 概ね 3 ヵ月 毎 た に 行わ れ て 
いる の で , 一 度 陰 転 し て 次 回 陽 転 し た も の は , 前 迷 の 始 


合 Ci 


1 


1 カバ ー 内 に 


く , 排卵 を 休止 し て いた も の か , 或 は その 雌 貝 が 自然 排 
洪 さ れ て , , 再び 他 の 上 吹 虫 が 感染 し た も の か 不明 で ある か 
ら , か ゝ る 6 例 は 除外 し 確実 に 2 回 以上 連続 し て 陰性 を 
示 の 33 例 引続き 陰 転 し な いも の 1 例 計 34 例 た に 就 . 
て の 成 病 第 4 如く で ある 。 

即ち 無精 卵 発見 時 より 6 ヵ月 以内 に 自然 険 転 し た も の 
10 例 , 6 ヵ月 以上 1 年 以内 11 例 , 1 年 以上 1 年 半 以 内 
11 例 , 1 年 半 以 上 2 年 以内 1 例 , 2 年 6 ヵ月 以上 告 ボ 陽 
性 の も の 1 例 を 算 し て いる 。 等 の 例 は 何れ も , 発見 時 
より ユー3 ヵ月 前 の 検便 時 に は 陰性 で あつ た か ら , 仮に 


ー も や 
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第 4 表 寿命 


無精 卵 自然 陰 転 迄 の 期間 
1 ヵ月 以内 


© 


GO nw 


19 
20 ヵ 月 以上 


と の 3 ヵ月 を 加算 する と し て も 1 年 以内 に 自然 陰 転 し た 
も の が 16 例 で 47 を 占め る と い うぅ 成績 を 得 た 。 谷 お 2 
年 6 ヵ月 を 過ぎ て る も 未だ に 陽性 で ある 1 名 は 8 ヵ月 迄 虫 
卵 数 1 カバ ー2 一 4 個 を 算 し て いた も の が 9 カ ヵ月 目 か ら 

1 ヵ メ ベー 9 一 12 個 に 増加 し て いる 点 よ りみ て , この 間 に 
雌 虫 が 宣 感染 し た も の で は な いか と 思わ れる 。 

に にょ る と , 今 の 寿命 は ~2 年 と され て いる 
が , 単 性 寄生 の た 関す る 限り , 1 年 以内 も の が 
少く な いと 考え られ る 。 

括 

私 は 3 ヵ年 に 初島 の 作業 中 , 無精 卵 
の 排卵 状況 に 就 て 観察 し , 次 の 如き 成績 を 得 た と 。 

(1) 集団 虫 を 継続 する に 従 つ て , 無精 卵 の 有 精 卵 に 
対す る 比率 は 大 と な り , 当初 全 陽 性 者 の 16.4 で あぁ つ 
た も の が , 3 年 後に は 50 米 に な つて いる 。 

(2) 無精 卵 の 排卵 状況 を 観察 し て いる と , 排卵 を 休止 
する 時 期 が 民 % あ る も の と 思わ れる 。 

(3) 単 性 生 の の 寿命 は , 1 年 以内 も の が , 
全 例 の 約 半 数 を 占め て いる こと が 明か と な つ 
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稿 を 終る に 臨み , 終始 委 切 な る 御 指導 と 御 校 関 を 賜 つ 
た , 長野 寛治 部 長 に 深く 感謝 致し ます 。 

(本 論文 の 要 昭和 27 年 6 月 11 回 日 本 寄生 学 
会 関東 地方 部 会 及び 昭和 28 年 4 月 筑 22 回 日 本 寄生 虫 学 
会 総会 で 発表 し た 。) 


文 


1) 三浦 助 , 西 内 条 (1903) : 大 便 中 に ける 
受精 卵 及 び 不 受精 卵 た , 中 外 医 事 新 報 , 
547, 21~26. 一 2) 渡辺 意 (1913) : 閑 却 され た 
る 不 受精 環 虫 卵 , 中 外 医 事 新 報 , 803, 11801183. 

ー3) 宮川 米 次 (1914) : 十二指腸 虫 卵 と の 不 受 
精 卵 と の 鑑別 , 医事 新開 , 907, 40. 一 4) 横川 定 , 
分 島 (1931) : 中 に 排出 そら る 不 受精 
卵子 の 由来 ( 附 ) 雄 虫 の み 叉 は 雌 虫 の み の 単 独 寄生 に 
就 て , 台 六 医 会 誌 , 30 (12) 1495. 一 5) 横川 定 , 

分 島 整 (1932) : 中 に 受精 及び 不 受 精 卵子 
の 同時 に 排出 る 由来, の 虫 は 虫 のみ 
の 単独 寄生 , 日 新 医 学 , 22 (2), 135 一 139. 一 6) 松 
島 実 (1933): 虫 の 発育 と 受精 と の 関係 , 
応 医 会 誌 , 13 (5),670-690, 一 7) 蒲池 勇三 (1938) : 
の 産卵 機能 た 及ぼ す の 意義 , 日 本 寄生 虫 学 
会 記事 , 13, 一 8) 蒲池 勇三 (1941) : の 排卵 
及び 不 受精 卵 の 異常 型 た に 就 て , 台湾 医 会 誌 , 40 (1), 
151 152. 一 9) 高 良 (1941) : 陰 門 周囲 
状 関す る 研究 ( 附 ) 受精 , 受精 た 依る 
体制 変化 た 関す る 観察 , 日 医大 雑誌 , 12 (3), 30 一 
54. 一 10) 蒲池 勇三 (1942) : の 排卵 数 及び 不 受 
精 卵 の 異常 型 に た 就 て , 台湾 医 会 誌 , 41 (2), 25 一 41. 


Summary 


For three years since August, 1951, we were 
engaged in the Ascaris control program in Hatsu- 
shima Island, Atami City, Shizuoka Prefecture. 
At that time I carried out a detailed observa- 
tions on the change of unfertilized egg output, 
and interesting results were obtained. 

(1) In process of group elimination, the oc- 
currence of unfertilized eggs among the total 
positive patients increased, i.e., at the beginning 
the rate of unfertilized eggs against fertilized 
was 18.4 %, but it changed to 50% after three 
years of control. 

(2) It was observed that the discharge of un- 
fertilized eggs frequently discontinued. 

(3) In case of single-sex parasitism, it was 
recognized that, in about half of the cases, the 
life of female worm is shorter than one year. 
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寄生 性 類 組織 化学 的 研究 
1. 日 本 住 血 吸 政 の 組織 化学 的 研究 


日 


正 


慶応 義 医 学部 寄生 学 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 30 年 5 月 30 日 受領 ) 


言 

内 部 寄生 蝶 虫 は 嫌気 的 或 は 半 嫌 気 的 に 生活 し て 居り , 
自由 生活 を 営む 動物 の 環境 と は , 生活 条件 に 於 て 閉 し く 
時 つっ て いる 。 こ の 様 な 特殊 な 環境 条件 の も と に 生活 し て 
いる 内 部 寄生 端 虫 が 自由 生活 を 営ん で いる 動物 の 生活 機 
, 種々 な 点 で つ て いる と こと は 考え ら 
れる こと で ある 。 様 な 観点 か ら 内 部 寄生 映 虫 類 と つい 
て の 生理 的 機能 の 検索 は , 従来 か ら 種々 行なわ れ て いる 
が , これ ら の 寄生 虫 は I 宿主 の 審 生 部 位 か ら と うり 出し in 
vitro に 飼養 する こと は 困 雌 な る た め , その 生理 的 機能 
の 研究 に は 種々 困難 な 点 が 少く な か つた 。 し か し 最近 の 
細胞 化学 叉 は 組織 化学 の 長 足 の 進歩 は , 組織 乃至 細胞 内 
に 於 ける 生理 的 に 重要 な 意義 を 有する 含水 談 素 , 核酸 , 
び の 如き 物 の 分 布 は 種々 な 条件 下 の 
変動 等 を 確認 し 得る 様 に な っ た 。 著 者 も 数 種 の 内 部 寄生 
丹 虫 た つい て フォ ス フ ァ ター ゼ , グリ コー ゲン 及び 核 
酸 の 組織 化学 的 検索 を 試み た 。 か ょ る 和 観点 より 行わ れ た 
寄生 貝類 の 研究 は 多く な され て いる 。 即ち フォ ス フ ァ タ 
ー ゼ (フォ ス と 路 ) は 1939 年 Gomori 及び 高松 が アル 
ヵ リ 性 フォ ス に つい て , 更に 1941 年 Gomori が 酸性 フ 
ォ ス に つい て , その 組織 化学 的 検出 渋 を 発表 し て 以来 多 
く の 関 心 が は ら わ れる 様 に な り , 各種 臓器 の 正常 又は 病 
的 所 見 或 は 実験 的 所 見 に 応用 され る 様 に な つた 。 寄生 虫 
に お ける 本 酵素 の 最初 の 研究 は , Rogers (1947) で 彼 は 
Moniezia expansa と Ascaris lumbricoides に つい て , 
アル カリ 性 フォ ス の 分 布 を 調べ て いる 。 つ いて で Bullock 
(1949) が , 数 種 の Acanthocephala の アル カリ 性 フ 
ォ ス に つい て 研究 し , 同時 に 彼 は リパーゼ , グリ コー ゲ 
ン 及 び 脂 肪 質 の 分 布 に つい て 組織 化学 的 検索 を 行い , そ 


Tadashi Yamaguchi Histochemical studies on 
parasitic helminths. I. Histochemical studies on 
Schistosoma japonicum. (Department of Parasito- 
logy, School of Medicine, Keio University, To- 


kyo) 
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の 結果 に 基 い て それ 等 の 新 陳 代 講 機 転 を 考察 し て いる 。 
双 Bullock and Gangi (1950) は Trichinella spira- 
lis 感染 テッ テ に フォ ス が 証明 され る こと を 報告 し た 。 
Bullock (1953) は glycerophosphate, nucleic acid 及 
び lecithine を 基質 と し て Trichinosis ラッ テ の 筋 央 
に 於 ける フォ ス を 組織 化学 的 た に 研 究 し , フォ ス の 性 覧 及 
び 分 布 に つい て 広範 な 研究 を 行 つ た 。 国 た 於 て は 山尾 
( 昭 25 年 ) が Ascaris Ilumbricoides に つい て アル カ 
リ 性 フォ ス 及 び 酸 性 フォ ス の 分 布 及び 消長 を 組織 化学 的 
に 検索 し て いる 。 グリコーゲン の 形態 学 的 乃至 は 顕微 化 
学 的 研究 は 多く な され て いる 。 Miller (1943) は Macra- 
canthorhynchus hirudinaceus の 発育 に 供 う グリ コー 
ゲン の 量 と 分布 状態 の 変化 に っ いて 研究 し た 。 又 Bu- 
Ilock (1949) は 数 種 の Acanthocephala た について, 
ダリ コー ゲン 及び 脂肪 質 の 分布 を 検索 し , その 借 機 
転 に つい て 考察 し た 。 我が国 に お いて る も 沢田 (大 14 
年 ) は 日 本 住 血 吸 虫 及び 肝臓 デス トマ の 発育 各階 に 
於 ける , グリ コー ゲン 及び 脂肪 の 分布 及 び 消長 に つい 
て , 田代 (大 15 年 ) は 上 虫 に 就き, 木村 ( 昭 9 年 ) 
は 動物 界 各 種 の 動物 の ダグ リコ ュー ゲン の 発現 分 布 に 就 
き , 形態 学 的 研究 を 行っ つた 。 鈴木 ( 昭 13 年 ) は 遇 下 
に つき ダリ コー ゲン の 分布 状 態 及び 消長 を 研究 し , そ 
の ダリ コー ゲン 分 布 の 生物 学 的 意義 に つい て 考察 を 行っ 
た 。 核酸 は Frederick Miesher が 発見 し て 以来 , 次 
第 に その 構成 分 及び 生理 的 意義 も 多く の 学者 に より 明 
ら か に され て 来 た 。 又 同 様 に 核酸 の 組織 化学 的 証明 渋 
も その 特性 な ら び に 結合 型式 た 基 い て 種々 考案 され て 
来 た 。Cowdry 及び Verne が フ オ イル ゲ ン 反 応 を 動物 
組織 細胞 の デ ゾ キシ リド ボ 核 酸 (DNA と 略 ) の 証明 と に 利 
用 し て 以来 , 今日 で は 正しく DNA 部 位 を 示す も の と し 
て 広く フォ イル ゲン 反応 は 利用 され る 様 た に な つた 。 又 
Brachet が リボ ヌメ クレア ー ゼ に よる 消化 な ど を 行っ つて 
研究 し た 結果 , リボ 核酸 (RNA と 略 ) は ピロ ニン に よ 
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り , DNA は メチ ル 緑 に よ ょ つて 選択 的 に 染色 され る 
を 見 出し た 。 こ れ 以 来 メ チル 緑 ・ ピ で = ン 
し て 注目 され る 様 に な り , ( 昭 24 年) に よ 
り 低 分 子 DNA 及び RNA は ビ r= ン に より , 高 分 子 
の DNA は メ ぇ チル 緑 に より 選択 的 に 染色 され る こと が 明 
ら か と な つた 。 著 者 は 以下 数 報 に 豆 つ て 日 本 住 血 吸 虫 及 
びそ の 他 種 の 内 部 寄生 諸 組 織 ついて, フォ 
び グ ダグ リコ ュー ゲン の 分布 を 組織 化学 的 に 研究 する と 同時 
に ,. フラ オイル ゲン 反応 及び メチ ル 緑 ・ ピ ロニ = ン 染 色 法 を 
用 いて 核酸 の 分 布 状態 を 研究 し た の で その 結果 を 報告 
る 。 . 
実験 材料 及び 方 法 

材料 は 日 本 住 の 中 間 宿 主 で ある よ り , 
採集 し た セル カリ ア を 家 束 に 感染 せしめ , 約 2 ヵ 月 後 
に 検便 し 本 吸虫 に 感染 し て いる こと を 確 め た 後 , 穴 束 を 
て 直ちに より 摘出 し た 体 を 用 い 

核酸 の 組織 化学 的 な 検出 に あ た つ て は , よ 
た だ 休 を 直 も に ル ノ ア 液 に て 12 24 時 
間 固 定 後 , 70 アル ャ ュー ルル に て 洗い , 順次 アル コー ル で 
脱水 し , マ デル を 通し て ア ルコ ュー 後 , パラ フィ 
ン に 包 埋 し た 。 切片 は 7 乃至 10x の 連続 切片 と な し , 
通 潜 の 如く キシ rー ル で 脱 パ ラフ ィ ォ ン し , 水洗 後 え チル 
= ン , フォ イル ゲン 反応 を 実施 た 。 フ オ 
ォ ル ゲン 反応 の 場合 の 加水 分 解 は , 1N'HCI た に て 10 分 
間 行 つた 。 グ ダリ コー ゲン の 組織 化学 的 検出 は , Hotch- 
kiss McManus 氏 法 に 従 つ て 多糖 類 の 染色 を 行い , 嘩 
液 消化 試験 を 行 つ て 陽性 を 示す 物質 を グリ ュー ゲン と 
し た 。 即 ち 家 腸 間 静脈 内 より 摘出 し た 本 体 を , 直 
ち に カル ノア テア 氏 液 で 12 乃至 24 時 間 固 定 し , 脱水 後 ツ ニ 
デル で 透明 に し て か ら ラフ 4 し た 。. 7 乃至 
10z の 連続 切片 を 作 , 通 法 の 如く パラ ン を 除き 
テア テア ル コー ル に て 水 ま で 下げ , つい で 過 ョ ヨー ド 酸 液 た 5 分 
間 入 れ 組 織 切 片 を 酸化 させ た 後 , Schiff 氏 試 薬 を 45 分 
間 作 用 させ た 。 次 いで 亜硫酸 水 で 分 別 し , 脱水 後 バ ル サ 
ム で 封入 鏡 検 し た 。 他 方 嘩 液 消化 試験 は , 人 の 星 液 を 濾 
過 し 液 で pH 7.0 に 調 し た も の を 摂氏 40 度 
乃至 37 度 に て 1 時 間 乃 至 3 時 間 作用 さ し た 後 , 前 記 同 
様 過 ヨード 酸 及 び 亜 硫酸 水 に て 分 別 , 通 法 の 如く 脱水 透 
明 後 ベ バル サム に て 封入 し 鏡 検 し た 。 

フォ ス の 組織 化学 的 な 検出 は , 清水 , 有 監 の 方 法 に 順 
じ て 行 つっ た 。 ち 固 定 は 家 腸 間 内 より 摘出 

貝 体 を 直ちに 冷 80 アル コー ル 及 び 冷 アセ ト に 
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し , 冷蔵 庫 に た 12 時 間 了 乃至 24 時 間 納 あて お く 方 法 に こよ つ 
た 。 以 後 准 アセ トン に よる も の は 無水 破 酸 銅 に と にょ よ ょ つて 脱 
水 し た アセ トン 中 を 通し , ベン ゼン 中 に 1 時 間 (1 回 変 
換 ) 入れ て か ら , 融点 摂氏 53 度 の パラ フュ イン に 浸し て 
器 入れ , その 温度 は 58 以下 に 保ち , 1.5 時 間 以 
内 に 包 埋 を 完了 する 様 に し た 。 冷 80 タ アル ュー» ヶ を 同定 
の も の は , 大 次 アル コー ル で 脱水 し た 後 ア セト ン 固 定 の 
も の と 同様 , ベン ゼン で に し て か ら ペ ラフ ン に 
埋 し , 6 時間 以内 に 完了 する 様 に し た 。 次 いで 7 乃至 
の 連続 切片 を 作 , 法 の キシ ョ に て 

フェ ン を 除き , 100 アル ュー ル を 通し た 後 , 稀 薄 な 
滴 乃 2 滴 を 滴下 し 拡散 さそ 
た 後 空気 中 で せしめ , 80 アル ュー ル を し た 後 短 
時 間 溜 水 で 洗い , 予め 37 度 に 温 た 基 皿 混合 液 に 入れ 
12 時 間 乃 至 24 時 間 放 置 し た 。 ア ルカ ヵ み リ 性 , 酸性 フォ え 
の れ の 場合 に も , 3.2 
基質 と し て 用 い , 前 者 で は pH9.1 乃至 9.4, 後者 で は 
pH 4.7 乃至 5.0 の 範囲 に ある 様 に 調 撃 し た 。 な お 和 常に 
検出 液 と 同時 に , 検出 液 か ら 基質 を 除い た 対照 液 及び ア 
ルカ リッ リ 性 フォ ス . に 於 て は 基質 混合 液 に Potasium cya- 
nide ( MM ) を , 酸性 フォ ス に 於 て は Sodium 


a,3-glyecrophosphate を 


100 
fluoride ( を 混入 し た 対照 を 用 意 し 


夫々 し い 時 間 incubate し 両者 に る 
反応 を 比較 検討 する 事 に より , フォ ス に よる 反応 を 観 窟 
実験 成績 

(一 ) 核酸 の 分 布 状態 

1. 体 部 。 の 各 臓 器 聞 の は ペレ ン セ ヒー ム 
胞 で 満た され て いる し 又 そ の 聞こ に 背 腹 の 方 向 と 走る 税 線 
維 が ある 。 で は この 和 維 は 部 で は 放射 状 を 
し て 走っ つて いる 。DNA は パレ ン セ ヒー 細胞 及び 
腹 筋 線維 に * に 認め られ る 。 RNA は 背 腹 線 
細胞 英 在 する パレ ン ー ふ 核 は 
する が , 細胞 の 原形 起 部 に は 認め られ る 
過ぎ な い 。 し て 虫 体 の 両辺 部 を , 
部 に 於 て 腹 側 に て , 特に 背 側 角 皮 内 面 の 
し て 存在 する パレ ン ヒー の RNA は で ある が , 


中 央 部 に 散在 する 細胞 の RNA 及び DNA は 粗 で あぁ つ 
た 。 見 に 接し て 存在 する 


胞 の RNA oni め ら れる も の が 多い 。 叉 所 調 大 形 細 
胞 と 思わ れる 大 な る 綱 胞 に 於 て は DNA 及び RNA は 
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共に 粗 で , RNA に 於 て は 核 の 周囲 と 一 層 の 線 状 と し て 
認め られ る に 過ぎ な いも の も ある 。 角 友 内 面 の 筋 線維 民 
の RNA は 極め て 粗 に 認め られ る が , DNA は 全く 認め 
られ な か つた 。 

2. 吸 より 外面 と に 向 つて その ペレ ン ヒ ー 
ム を 綱 通 する 筋 線 維 細胞 及び ペレ ン ヒ セー ム ふ 細胞 に 於 ける 
分 布 状態 は 体 部 と 同様 で , DNA は 夫 こ , RNA は 全体 
的 に 粗 で ある が 核 周囲 に 密 に 認め られ た 。 所 調 大 形 細胞 
と 思わ れる も の に 於 て は RNA 及び DNA は 極め て 灯 
か 或いは 殆 ん ど 認 られ な か つた 。 又 角度 内面 の 2 層 の 
層 及び 体 部 と の 境界 の 層 に も 殆 ど 認 あめ られ な 

3. 食道 部 ・ 食 道 は 短く 腹 吸 毅 の 直前 で 分 上肢 し 腸 枝 に 
移行 する も の で ある が , 内 層 , 固有 膜 及び 輸 縦 2 層 の 筋 
線維 層 よ り 形 成 さ れ て お り そ の 周囲 た は 腺 細 胞 が 集合 し 
て いる , この 台 幼 胞 は 後半 部 に 於 て 閉 明 に 認め られ る 。 
内 層 は 同質 性 に 見 え 微 板 な 線 状 を 呈し て いて , DNA 及 
び RNA は 共に 認め あら れ な い 。 有 及び 輸 2 層 の 
筋 線維 層 に こも. RNA 及び DNA は 共に 認め られ な か つ 
た 。 腺 細胞 は 紡 又 は を な し 食道 に 近い 一 
端 より 1 本 の 分 泌 管 を 食道 に 向 つ て 送 つ て いる と 甘 わ れ 
て いる (多田 , 昭 3 年 ) 。 本 細胞 内 RNA は で 核 を 
続 し つ ゝ 食道 内 面 に 向う 線 状 構造 を 呈し て 認め あら れる 。 
は 形 至 で RNA が 濃密 に 染まる 1 個 の 
小 体 を 有 し て 居り DNA 認め られ る 。 食道 
内 に は 多数 の 多核 白血球 が 認め られ , 等 の DNA は や 
ある が RNA は に 或いは 認め られ な い 。 
4.・ 枝 。 食道 よ り 分 計 て 両 腸 枝 と な つて 相 ん で 
後 尾 に 向 つ て 走り 体 尾 に 近づき て 合同 し 単 邊 と な り 芽 管 
に 終っ て いる 。 腸 忌 は 単 層 の 背 の 高い 上 皮 細 胞 か ら な つ 
て いて , RNA は 濃密 で 各 引 胞 聞 の 境界 な 判然 と し な 
い 。 核 は 比較 約 大 きく 円 形 乃 至 卵 円 形 で , 基底 近く に 存 
在 し て いる が , この 内 DNA は あつ た 。 食道 
同様 に 輸 縦 走 2 層 の 筋 線維 を 認め ある と 云わ れる が , RNA 
の 分 布 状態 は 判然 と せ ず パレ ン ヒ ー ム と 区 別 出来 な い 。 
腸管 内 容 物 は , 食道 より 分 後 の 部 に 於 て は 褐 黄 
は 色 で , DNA が 認め られ る も の 多数 認め ら 
れる が , 体 尾 に 近づく に 従 つて 褐 黒 は 黒色 状 
と し て られ , 管 面 す る 腸 と 題 粒状 と し て 
し て いる も の も ある , 特に 雌 虫 た 於 て 痢 し い 。 し か し て 
この 部 に 到 っ て は DNA は 殆 ん ど 認 め あられ な い 。 

5. 。 両 腸 枝 た に 挟ま れ て 縦 に 相 て 6 乃至 7 
個 認 め あら れる (附図 I, 1) 。 横断 面 に つい て 崇 丸 内 容 を 
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する に 被膜 た 接する 部 分 の 細胞 の 多く は 形 
乃至 は で 小さ く , DNA は 濃密 ある が RNA 
は 粗 で あり , 中 央 部 で は 細胞 は 大 型 の も の が 多く , その 
核 は 円 形 乃 至 栃 円 形 で 中 に RNA を 密 に 有する 1 個 の 核 
小 体 を 持つ て いる 。DNA は 前 者 より 粗 で ある 。 被 膜 外 
側 の 筋 線維 層 の RNA は 殆 ん ど 認 あめ あられ な い 。 

6. 精 附図 1, 1, 2 に 示す 如く の 直前 に 存 
在 す る 精 内 層 は 小さ い より な つて い 
て , その 周囲 は 内 輪状 , 外 縦走 の 筋 線維 存在 する と 云わ 
れる が , RNA は 判然 と せ ず パレ ン ヒ ー ム と 区 別 出来 な 
い 。 精 の 精細 胞 DNA は 濃密 で , 紡 乃至 子 
状 ( 長 林 円 形 ) を 呈し て いる 。RNA は 極め て 粗 た に 認め 
られ る 。 

7. 卵巣 。 体 の 中 央 より や 後方 で , 両 枝 合同 
する 部 分 の 直前 に て 両 腸 枝 に 挟ま れ て いて , 長 円 形 乃 至 
長 形 を て いる 。 細胞 の DNA 及び RNA は 
1, 3, 4 に 示す 如く 共に 認め られ , 卵巣 前 部 及び 
部 に 存在 し て いる 凛 胞 は 小さ い が DNA は 濃密 に RNA 
は 粗 た 認め られ る 。 こ れ に 反し て 中 央 部 に 存在 する も の 
は , その 大 き さ 大 と な り , 又 輸 卵 息 附 近 た と 於 ける 成就 卵 
の DNA は 前 者 より 粗 で ある が , RNA は 漠 密 に 認め ら 
れる 。 卵細胞 内 に は 1 個 の 核 小 体 認め られ RNA は 測 審 
で ある 。 RNA は 判然 と しない 。 

輸 輸 管 上 皮 細 胞 RNA は 判 と し な い 
な が, 極め て 粗 た 存在 する 様 で ある 。 輸 卵 管内 に は 精子 認 
め ら れ , その DNA は 濃密 で ある , 又 管 内 卵細胞 の RNA 
は 濃密 に , DNA は 認め あら れる 。 

9. 巣 。 単 一 腸 枝 全 周 囲 を 満た す 細 胞 より な 
り , 多数 の 小葉 より な つて いる 。 卵 黄 細 胞 の RNA 及び 
DNA は 附図 1, 4 に 示す 如く , 共に 濃 容 に 認め られ る 。 
成熟 し た 卵黄 細胞 で 黄色 の 色素 舌 粒 を 有する も の で は , 
RNA は 粗大 琴 粒 状 と し て 認め られ る 。 核 は 細胞 の 大 き 
さと や ょ 比例 し て 大 きく DNA は 密 に , 核 小 体 は 1 個 認 
め ら れ RNA は ある 。 

10. 卵黄 管 RNA は 判然 と し な い , 
内 細胞 は 殆 ん ど が 色素 の 沈着 を 認め , RNA は 
粗大 と し て に 認め られ る 。DNA る 同様 に に 
られ る 。 

11. メー リス 氏 腺 。 ペ レン ヒー 内 に 存在 し 
状 形 の 原形 は 状 , そし て 核 は 円 で ある 。 
本 細胞 の DNA 及び RNA は 共に 粗 で あつ た 。 又 こ の 部 
の ペレ ン ヒ セーム 細胞 も 同様 DNA 及び RNA は 共に 粗 な 
様 で ある 。 
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12. 子 形 成 卵子 形成 , 後方 は 輪 卵 管 及び 
間 管 の 合 一 部 と , 前 方 は 子宮 の 始 部 に 接続 し て いる も の 
で , 横断 面 て は 形 を て いる 。 比較 的 
大 き な 和 卵 円 形 の 核 を 有する 単 層 の 上 友 細 胞 よ ょ り 形 成 さ れ 
て いる が , DNA 及び RNA は 共に 粗 で 細胞 間 の 境界 は 
不明 で ある 。 こ の 細胞 の 核 小 体 は 1 個 で RNA は 密 に 認 
め ら れる 。 凸 皮 細 胞 周 墨 に 輸 走 筋 存 在 す る と 云わ れる が 
RNA は 判然 と し な い 。 有 内 卵細胞 は DNA 及び RNA 
は 共に 蜜 で ある が , 輸 卵 管内 の も の より や ょ 大 きく , 
RNA は 卵黄 管内 卵黄 細胞 に 見 られ た 様 た に 粗大 題 粒 と し 
て 認め られ る 。 

13. 子宮 。 子 宮 は 虫 体 の 中 央 部 , 両 腸 枝 間 を 一 直線 に 
延び 腹 の 直 腹 側 に する も の で ある 。 子宮 
は 殆ど 全く 清 平 筋 線維 より な り , 内 面 に 認め 得 べ き 細 
胞 性 被 蓋 は 存在 し な いと 云わ れ て いる が , 無 構 造 で 極め 
て 粗 た に RNA は 認め られ る が , DNA は 認め られ な か つ 
た 。 子宮 内 卵細胞 は 卵子 形成 腕 内 の も の より や ょ ゝ 大 き 
く , RNA は 密集 し た 粗大 矯 粒 と し て 認め られ る (附図 
1, 5) 。 核 は 数 個 認め DNA は 濃密 で ある 。 

( 二 ) グリ コー ゲン の 分 布 状 態 

日 本 住 血 吸 虫 体 グッ ュー ゲン の 二 な る 貯蔵 部 位 は 桂 
田 ( 明 44 年 ) 及び 沢田 (大 14 年 ) が 記載 し た 如く ペ 
レン ヒー ム で , 生殖 器 及 び 消 化 器 系 に は 認め られ な いか 
或いは 閉 し て 少 い 。 ペ パレ ン セ ー ム 内 に は 小 題 粒 乃至 不 規 
則 塊 状 と し て 認め られ る 。 吸 毅 部 に 於 て は 体 部 と の 境界 
の 角 皮 層 に 接する パレ ン ヒ ー ム に 閉 し く 認 め ら れる 。 又 
虫 体 の 抱 層 及び これ に 接する パレ ン セーム 
に は 特に 沈着 着 し く , 角 皮 層 は 区 別 し 得 な い (附図 1,6) 。 
腸 枝 及び 周 の パレ ン ー ム に も や 沈着 閉 し い 
が , 背 側 外 被 皮 に 接する パレ ン ヒ ー ム に は や ょ 粗 で あ 
る 。 雌 虫 体 に 於 て は , 子宮 に 接する 部 即ち 両 腸 枝 と 子宮 
の 聞 の ペレ ン ヒ セーム ふ 及 び 巣 周 ペレ ン ヒ ー ム に は 著 
し く グ リコ ュー ゲン の 沈着 が 認め られ る 。 食道 及び これ 
を 取 囲 む 腺 細 胞 群 に も 粗 で は ある が , 小 題 粒 と し て 認 
め あめ られ る (附図 1, 7) 。 し か し 腸 枝 壁 上 皮 細 胞 に は 殆 ん ど 
認め られ な か つた 。 食道 及び 上 部 腸 枝 管 内 内 容 物 の 百 血 
球 と 思わ れる 細胞 内 に は , グリ ュー ゲン を 有する も の も 
多少 認め られ た が , 体 尾 に 近づく に 従っ て 腸管 内 容 物 は 
黒褐色 乃至 は 黒色 を 呈し て 居り . 全く グリ コー ゲン は 認 
め ら れ な か つた 。 メー リス 氏 腺 部 パレ ン セ ー ム 細胞 に は 
グダグダ リコ ュー ゲン は 認め られ る が , メー リス 氏 腺 細胞 に は 認 
め ら れ な か つた 。 子 形 成 , , 卵巣 及び 卵黄 
に も 殆 ん ど 認 め ら れ な か つた 。 卵巣 部 に 於 て は 成熟 し た 
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細胞 原形 質 が 軽度 に 赤 当 し 綱目 状 を 呈す る が , この も の 
は 嘩 譜 に より 消化 され ず グ リコ ュー ゲン で は な い 様 で ある 
(附図 1, 8) 。 子宮 上 皮 細 胞 及 び 子宮 内 胞 に 殆 ん 
ど 認 め ら れ な か つた (附図 1, 9) 。 ・ 

( 三 ) フォ ス フ ァ ダーゼ の 分 布 状態 

1. アル カリ 性 フォ ス 。 本 住 血 吸 の 諸 造 に 於 
て アル カリ 性 フォ ス 反 応 は , 角 皮 及び その 内面 の 筋 層 
即ち 外 , パレ ン ヒ ム 及 び 腸 た に 認め られ た 。 
の 体 部 で 最も 強 陽 販 を 示す 部 は 背 側 外 被 皮 で , 黒色 無 構 
造 の 帯状 と し て 認め られ る (附図 II, 10, 11, 12) 。 次 い 
で 強 陽 性 を 示す 部 は 背 側 外 被 皮 に 接する パレ ン セ ヒ セーム 即 
ち RNA を 蜜 に 持つ ペレ ン ヒ ー ム 細胞 の 散在 する 部 で あ 
る 。 又 腹 側 外 被 皮 及び これ に 接する ペレ ン セ ヒー ム は 前 者 
よう りう り 低い が 陽性 反応 を 示し た 。 中 央 部 に 於 て は , 背 腹 航 
の 走行 た 一 致し て 棚 状 乃至 は 綱 状 に 弱 陽 性 と し て 現われ 
る 。 両 し て 腸 枝 周 閉 の ペレ ン ヒ ー ム に 於 て は 弱 陽 性 か 或 
は 全く 陰 隆 な る 場合 が 多い 。 又 貝 体 の 両辺 縁 部 の 天 状 及 
び 金 樋 状 に 膨大 を る 部 に 於 て も 外 被 皮 は 強 陽 性 を 呈す る 
も , パレ ン セ ヒー ム 及 び 腹 側 外 被 皮 は 弱 陽 由 か 又は 陰性 な 
る 場合 も 多く 認め あら れ た (附図 II, 11) 。 雌 虫 体 に 於 て も 
常に 強 陽 性 を 呈す る 部 は 外 被 皮 で , 特に 抱 雌 管 に 面 し た 
部 の 外 被 皮 で 黒色 無 構造 の 線 状 と し て 現われ る 。 ペ レン 
ヒー ム に 於 て は 弱 陽 性 か 或 は 陰性 な る 場合 も 認め られ 
る 。 腸 枝 壁 上 皮 細 胞 に も ゃ 陽性 反応 が 認め られ る が , 極め 
て 陽性 周 レン ヒー ム と 同 程度 か 或いは や 高 
い 陽 剛 反 応 を 示す に 過ぎ な い 。 

2. 酸性 フォ ス 。 本 酵素 活性 も アル カリ 性 フォ ス えと 同 
様 に 外 被 皮 , パレ ン ヒ セーム 及び 腸 枝 に 認め らら れる が 外 
被 皮 及び これ に 接する パレ ン セ ヒー ム に 於 て は , アル カリ 
性 フォ ス よ りう り 陽性 度 は 低い が , 腸 枝 壁 上 皮 細 胞 及 び ペ パレ 
ン セ ヒー ム 内 細胞 核 た に 於 て は アル ヵ カリ 性 フォ ス よ り 了 隆 度 
が 強く 現われ る 様 で ある (附図 II, 13) 。 

者 接 

日 本 住 血 吸 虫 体 に は 前 述 し た 如く , 雌雄 の 何れ に も フ 
ォ ス , グリ コー ゲン 及び 核酸 の 分 布 する を 認め た 。 フ 
ォ ス に 関し て Rogers (1947) は , か な り の アル カリ 
性 フォ ス を , Moniezia expansa の 角 友 に , 又 As- 
caris lumbricoides の 中 腸 上 友 細 胞 に 認め た 事 に より 人 
水 炭 素 の 吸 牙 と 関連 し た 所 の これ ら の 部 に アル カ ヵ み リ 性 フ 
ォ ス の 高度 の 陽性 を 見 る と 述べ て いる 。 ま た Bullock 
(1949) は Acanthocephala の 角 皮 下層 に 多量 の アル カ 
リ 性 フォ ス の 分布 を 認め , 本 虫 に 於 て は glucose 及び 
護 ら く は 脂肪 の 吸 履 に際し て この フォ ス が 働く も ゃ の で 
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あろ うと 述べ て いる 。 山尾 ( 品 25 年 ) は Ascaris lum- 
bricoides の アル カ ヵ カリ 性 及び 酸性 フォ ス の 組織 化学 的 
検索 を 行い , 中 腸 上 皮 細 胞 に , 中 乳 動物 の 腸 上 皮 の 吸 政 
細胞 と 同様 に フォ ス が 存在 し て いる こと を 了 ! 見 て , 両者 
が 共通 の 機能 を 営ん で いる の で あろ うぅ 3 と 推察 し て いる 。 
日本 住 血 吸虫 に 於 て フォ ス 分 布 が , 外 被 皮 及 び これ に 
接する パレ ン ヒ ー ム に 最も 強く 認め られ , 腸 枝 に は 軽度 
の 陽性 反応 を 認め た に 過ぎ な か つた 事 は 本 貝 た に 於 ける 栄 
養 素 の 吸 履 作用 は , 腸 枝 の みな ら ず , むし ろ 大 部 分 は 体 
素 を 通し て 行なわ れる の で は な いか と 双 う 5 感 を い だ か せ 
る 。 又 沢 田 (大 14 年 ) は 本 虫 の 腸 枝 壁 上 皮 細 胞 に は , 
グリ コー ゲン は 認め られ な い が 脂 肪 は 状 し く 認 あ た と 記 
載 し て いる こと より みて , Bullock の 示唆 せる 如く 腸 枝 
に 於 ける 脂肪 の 吸 履 と , 軽 席 に 出現 し て いる アル ヵ み リ 性 
フォ ス と の 聞 に な ん ら か の 相 証 関係 が ある の で は な いで 
あろ うぅ か 。 

木村 ( 昭 9 年 ) は グリ ュー ゲ ン の 発現 状態 か ら 動物 
体 の 組織 を , グリ ュー ゲン の 貯蔵 部 位 と 消費 部 位 と に 
区 別 し , 無 硝 椎 動物 に 於 ける 貯蔵 部 位 は 間 質 組織 が そ 
の 主 座 で , グリ ュー ゲン の 大 部 分 は その 部 位 で 消費 さ 
れず , 他 部 組織 の 需要 に 応じ て 送出 され る も の で , そ 
れ ま で は 過剰 の 炭水化物 を グリュー ゲン の 形 で 間 質 組 
織 に 貯 を て いる の で ある と 記載 し て いる 。 本 虫 た に 於 ける 
グリ コー ゲン の 主 な 貯蔵 部 位 は 桂 田 及び 沢田 氏 の 記載 
の 如く , 雄 虫 で は 特に 抱 雌 管 外 被 皮 及 び こ れ に 接する 
パレ ン ヒ ー ム に , に 於 て は 両 腸 枝 と 子宮 の 
巣 周 団 の パレ ン ヒ ー ム の 様 で ある 。 雄 虫 体 部 に 於 て 抱 雌 
外 被 皮 これ に 接する パレ ン ヒ ー ム に い グ ダリ 
ュー ゲン の 沈着 と フォ ス の 分 布 を 認め る 事 及 び 抱 雌 管 内 
体 の 外 被 の フォ ス が 常に 抱 雌 管 接する 部 に 特 
に 陽性 度 が 強い 点 等 より 見 て , 拘 雌 管 内 雌 虫 は その 栄 差 
素 を 雄 虫 より 供給 せら れ て いる 如く 考え られ る 。 主 刻 , 
卵巣 及び 卵細胞 に は グリ ュー ゲン は 殆 ん ど 認 め あら れ な か 
つた 。 こ れ ら 細胞 に グリ ュー ゲン の 分 布 を 殆 ん ど 認 あめ る 
事 が 出来 な か つた の は , 貯蔵 部 位 よ り 輸 送 され た ダリ 
ュー ゲン を 常に 殆 ん ど 消 費 つ くし て いて , グリ ュー ゲン 
を 残 遣 し な いな めで あり , これ ら 細 胞 の 増殖 及び 発育 が 
馬 盛 な る た めで は な いで あろ うぅ か 。 

核酸 が 蛋白 成 に 重要 で ある と 仮説 は 一 般 に み 
と め ら れ て いる が , その メカ = ズム に つい て は まだ 一 般 
に 定説 が な い 様 で ある 。 蛋 白 の 合成 と RNA の 含有 量 と 
の 密接 な 関係 は 1941 年 Brachet 及び Casperssion に 
よ ょ っ つて 見 出さ れ た 。 一般 に 細胞 の 種類 を 問わ ず 昼 白 合成 
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の 万 ん な 部 分 た に は RNA が 閉 し く , 細胞 増殖 を や 新 陳 代 放 
に 関係 する 蛋白 質 合 成 に 関し て 重要 な 意味 を 持つ て いる 


様 で ある 。 し て 核酸 が 合成 に 対し て も つ 意 義 は 


その turnover に よる 様 で ある 。DNA の turnover は 
細胞 の 分 裂 の と きのみ に , RNA の turnover は 細胞 の 
新陳代謝 と 関連 し て お こる と 考え られ て いる 。 Brachet 
及び Jeener は DNA-P の turnover の さか ん な 組織 
で は 核 の アル カリ 性 フォ ス の 活性 が 強い と 報告 し , こ 
の 2 者 の 間 に は 重要 な 関係 が ある こと を 未 忠 し た 。 Max 
Wachstein (1945) は 無 白 食 で 飼養 の ラッ テ 肝 
臓 に 於 て は , 酸性 フォ スズ の 活性 は 軽度 の 減少 を 見 る 
が , 無 蛋白 で 飼 6 乃至 18 日 後に は アル ヵ 性 フ 
ォ ス ズ 活性 の 適度 の 増加 を 示す と 報告 し た 。 又 Ely and 
Ross (1951) は 無 飼 し た ラッ テ の 肝臓 内 の 
DNA と アル カリ 性 フォ スズ の 活性 と は 一 致し て 増加 す 
る , し か し DNA-P の turnover の 比率 に つい て は まだ 
不明 で ある と 記載 し て いる 。 本 虫 に つい て 補 察 する に , 
何 ん ら か の 分 泌 機 能 を 有する と 思わ れる 食道 腺 細 胞 及 び 
細胞 増殖 の 感 ん で ある と 思わ れる 卵黄 巣 , 卵巣 及び 鉱 細 
胞 , 思 丸 に 特に 著しく DNA 及び RNA が 認め られ た 事 
は 意義 ある こと ょ 思わ れる , 又 腸 枝 忌 上 皮 細 胞 , 角 皮 下 
層 上 友 細 胞 及 び こ れ に 接する パレ ン ヒ ー ム 細胞 に 核酸 と 
フォ ス の 分 布 が 著 明 に 認め あら れる こと は , 新 陳 代 譜 と 関 
連 し て 興味 ある こと で ある 。 
結 論 

1. 家 腸 間 静脈 内 ょ り 採 集 し た 日 本 住 血 吸 体 の 
フォ スズ ファ ター ゼ , グリ コー ゲン 及び 核酸 の 組織 化学 的 
検索 を 行っ つた 。 

2. フォ ス フ ァ ター ゼ の 分 布 は , aB-glycerophospha- 
te を 基質 と し て , アル カリ 性 フォ スズ ス は pH 9.1 乃至 
9.4, 酸性 フォ ス は pH4.7 乃至 5.0 に 於 て 研究 し た 。 
本 酵素 は 外 に 強度 に 認め られ , 体 に て は 外 
皮 に 接する パレ ン ヒ ー ム に る も 強度 に 認め られ た , し か し 
な が ら 腸 枝 た に 於 て は 比 陽性 に 認め られ る に 過ぎ なかつ 

3. グリ コー ゲン の 人 分布 は パレ ン ヒ ー ム 内 細胞 に 多量 
認め られ , 特に 雄 貝 体 の 抱 雌 管 外 被 皮 及 び こ れ に 接する 
ペレ ン ヒ セーム に 著 明 に 認め られ た 。 し か し 生 殆 器 及 び 腸 
枝 に は 殆 ん ど 認 め ら れ な か つた 。 

4. は メチ ル 緑 ・ ピロ = ン 及び フォ イル ゲン 
反応 を 用 いて 組織 化学 的 検索 を 行 つ た 。 卵 黄 巣 , 卵巣 , 
卵細胞 , 内 丸 , 精細 胞 , 腸 枝 , 及び ペレ ン セ ヒ セー ム 内 細胞 
に 著 明 に 認め あら れ た , し か し ペレ ン セ ー ム 内 大 形 細胞 に 
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は 微か た 認め られ た に 帆 ぎ な か つた 。 
御 指 導 , 御 校 開 を 項 い た 松林 教授 た に 深謝 する 。" 
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Summary 


Distribution of phosphatase, glycogen and nu- 
cleic acids in the body of Schistosoma japaonicum 
was detected. The flukes were obtained from 
rabbits experimentally infected before two 
months. Phosphatase was detected most pro- 
minently in the cuticular layer and in male 
worms also in the parenchym just beneath the 
cuticular layer. In the intestinal canal the 
phosphatase reaction was slight. 

Glycogen was detected most prominently in 
the parenchyin cells and especially in those cells 
adjuscent to the cuticular layer covering the 
canalis gynaecophorus in the male worms. It 
was scarcely detected in the intestine and re- 
productive organs. Nucleic acids were seen 


mostiy in the reproductive organs and parenchym 
cells. 
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附図 
附図 I 


1) 体 矢 断面 6 個 の 認め らち られ, DNA 


あ られ る 。 精 精子 の DNA に 認め らち られ 
る 。 (フォ イル ゲン 反応 ) 

2) 附図 I, 1 の 拡大 図 。 

3) 雌雄 虫 体 横断 ; 雌 の の 横断 面 で , 腸 
及び 卵巣 に RNA が 窒 に 認め ちら れる 。( メ チー ル 緑 ・ 
ピロ = ニン ) 

4) 家 兎 腸 間 膜 静脈 内 雌雄 虫 体 横断 面 : 上 部 雌 虫 体 は 卵 
前 部 の 横断 面 で DNA は で ある が , RNA は や 
に 認め られ る 。 下部 体 は 卵黄 RNA に 
認め あちら れる 。 (染色 同上 ) 

5) 体 部 横断 面 ; 雌 虫 体 子 宮内 細 RNA 
認め ちら れる 。 DNA に 認め あちら れる 。 

(染色 同上 

6) 体 抱 部 拡大 図 ; 抱 外 被 及び と に 
する パレ ン ヒ ー ム に 多量 の グリ ュー ゲン の 沈着 を 認め 
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る 。 (Hotchkiss McManus 氏 多 糖類 染色 ) 

7) 食道 部 横断 : で ある が 食道 及 び 食道 も 
ダリ コー ゲン 認め らち られ る (染色 同上 )。 

8) 卵巣 部 横断 面 ; 卵巣 部 に た は 殆 ん ど グ リコ ュー ゲン 認め 
らち られ な い (染色 同上 )。 

9) 体 部 横断 面 , 子宮 内 卵細胞 に は , 
リコ ー ゲ ー 殆 ん ど 認 あちら れ な い (染色 同上 )。 


附図 1I 

10) 虫 体 黄 巣 部 横断 外 被 皮 及 び こ れ に 接する 
リン ヒー ム に フォ ス . 活性 認め あら れる 。 黄 
も 類似 反応 を 呈 する も フォ ス . 反応 で は な い (アル カ 
ォ ス . 染色 )。 

11) 雌 体 部 横断 面 卵 に は 陽性 反応 認 あ ち れ 
ず , 抱 面 に 接する 体外 被 や の 反応 
を 認め る (染色 同上 )。 

12) 附図 II, 11 貝 体 拡大 図 。 

13) 酸 フォ ス 反 応 ; パレ ン ヒ ー ム 細胞 及 び 腸 特 
に く 本 酵素 認 あ る 。 
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無菌 的 ト リコ モー ナス の 化 卵 内 接種 
(1) リュ = モー ナス の 純 接 種 の 場合 


鉄 


慶応 義塾 医学 部 寄生 虫 学 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 30 年 6 月 1 日 受領 ) 


鶏 利用 し て 微生物 を 培養 する と いう 考え は 
く か ら 試 み ら れ て いた 。 最初 に 錠 を 行 つ た の は Rous 
で 彼 は 鶏 の 肉腫 細胞 を 鶏 胎児 及び 羊 膜 腔 内 に 接種 し た が 
無 菓 的 で な か つた 事 及 びそ の 方 法 の 反 劣 さ で 十分 な 結果 
を 得る 事 が 出来 な か つた 。 其 の 後 鶏 卵 を 培養 に 利用 する 
事 は Gay and Thompson?〉 に よ ょ つて 試み られ た が , 受 
精 卵 を 用 いて も 技術 的 た 一 定 し て いな か つた 為 満 足 な 結 

は 得 ら れ な か つた 。1931 年 に Woodruff and Good- 
pasture3 virus で Clark? の 手技 を 用 いて 
所 調 有 鶏卵 培養 に 成功 し た 。 そ の 後 こ の は 
それ 知 接 種 増殖 の 不可 能 で あつ た virus 及び Rickett- 
sia 等 の 主として 細菌 学 的 方 面 に 用 いら れ , 又 そ の 接種 
部 位 も 多岐 に わた り 数 多く の 業績 は Goodpasture 5 等 
や 瀬戸 氏 8) に ょ っ つて 詳細 に 説明 され て いる 。 更 に 進ん で 
現在 で は この 培養 法 は 原虫 類 ・ 腫 瘍 細胞 に 篤 応 用 範囲 が 
拡大 され その 報告 は 閉 し く 増加 し て いる 。 

Spirochaeta は 田中 氏 2 井上 氏 39) に ょ つて , 原虫 類 
で は Trypanosoma が Langley 等 , Michell 等 , Bi- 
occa, Chabard, Roukard, 大 鳥 氏 の 井上 氏 に よ つ て , 
Leischmania donovani が 田中 氏 !D に よ つ て , Plasmo- 
dium gallinaceum は Hass 等 ')〉 に よ ょ つて , Endama- 
eba historytica は Martha Grace!3) に よっ つて, Tric- 
homonas foetus は Nelson,!? Hogue!5, Levine 等 8) 
McNatt et Trussel,1?) Pierce!3) 等 に よ つ て , Tricho- 
monas vaginalis は McNutt and Trussell72 山県 
浜田 氏 , 森下 氏 に ょ っ て 報告 され て いる 。 
Trichomonas vaginalis (以下 略し て TT.v. と 称す ) に 
つい て 詳細 に 見 る と, McNutt and Trusel1!7 


Tetsuhei Kozu: Inoculation experiments of ba- 
cteria free Trichomonas vaginalis into developing 
chick embryo. (Department of Parasitology, 
School of Medicine, Keio University, Tokyo, 
Japan) 


が 無菌 的 T v. を 及び 卵黄 に 接種 し た 報 
告 が あり, 山県 氏 は 膜 上 , 腔 内 , 膜 内 , 
に , 浜田 氏 が 系 膜 上 , 卵黄 に , 森下 氏 が 
膜 腔 内 , 卵黄 に それ ぞ れ 無菌 的 T.v. を 接種 し 
て いる に 過ぎ な い 。 志 は 比較 的 最近 迄 T.v. が 十分 に 増 
殆 可 能 で ある 培地 が な か つた 事 と , T.v. が 随伴 細 苗 よ 
り 完 全 に 分 離 出 来 な か つた 事 に ょ る も の と 思わ れる 。 し 
か る に 戦後 抗生 物質 に 関す る 研究 は 着 し く 進 歩 し , 比較 
的 容 克 に この 随伴 細菌 を 抑 を る 事 が 出来 る 様 に な り , 又 
各種 の T.v. の が 発 れ 無菌 的 T.v. を 得る こと 
も 出来 る 様 に なり そ の 成功 報告 も 多く 発表 され て いる 。 

私 は こま 無菌 的 T.v. を 用 いて 鶏卵 の 各部 に 
種 し , T.v. の 生存 増殖 状態 を 観察 し た の で , その 実験 
結果 を 報告 する 。 

実験 材料 及び 方 法 

1) TT.v. 株 実験 に 用 いら れ た T.v. 株 は トリ = 
モー ナス 磨 信 の 患者 の 白 帯 下 中 より 得 た も の で , 百 帯 下 
を 鏡 検 し , 運動 せる T.v. を 確か め あめ た も の を 田辺 ・ 千 葉 
うつ し , に を 浅見 の せる チ ス ティ ン ・ プ 
イィ ョ ン ・ 息 清 培地 に ベニ = シリ ン Per cc 4000 単位 , スト 
レプ アト マイシン Per cc 5mg を 加え た も の に 移 殖 し , 
同様 培地 に て 37°C 48 時 間 の 継 代 を 行っ つた 。 数 代 後に 共 
存 細菌 の 有無 を チオ グリ コレ ー ト 培地 に より 検査 し , 無 
状態 を た し か め 第 1 代 と し 以後 は マ = シ リン の 
み の 添 加 で 37°C 48 時 間 乃 至 96 時 間 の 継 代 を 行 つ た 。 
実験 に は 約 30 代 以 上 継 代 を る 安定 し た 株 を 用 いた 。 

2) 化 鶏卵 実験 に 用 いた 鶏 一 業者 より 
特色 レグ ダホーン 受精 卵 を 購入 し , 購入 時 に 約 36°C の 温 
湯 に て 洗 し 更に 70 アル ュー ル に て 消 た 。 
38.5°C の 温度 を 保ち , 士 分 湿度 を 与 を る た め に 大 型 シ 
ャ ー レ に 水 を 感 つ た も の を 放置 し た 喘 卵 器 内 に 横 位 に お 
さめ た 。 徹 は 毎日 1 回 横転 を 行い , 又 野 卵 器 の 換気 は 十 
分 に 行 つ た 。4 日 目 に 光 を 通し て 受精 の 有無 を た し か め 
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受精 み を 使用 し た 。 実 験 た 用 いた 部 位 は 上 , 
膜 内 , 有 , 卵黄 の 4 ヵ所 で 鶏 体 , 血液 
その 他 の 部 分 た に は 行わ な か つた 。 

3) 接種 方 法 TT.v. の 充分 増殖 せる 時 期 の も の を 
用 い , 無 苗 生理 的 食塩 水 に て 2 回 洗 浴 し た 。 貝 体 数 は 血 
球 計算 板 に て 算 官 し て 実験 た 用 いた が , 虫 体 数 を 一 定 と 
する 試み は 行わ な か つた 。 こ の 液 を ガラ テラス 
注射 器 を 用 いて 0.1cc づつ 各部 位 に 注入 し た が , その 方 
法 は , 膜 上 は に 8 mm 平方 の 小 を 作り 
と 尿 を の 後 上 に 注入 し パラ フィ ン 及び 18mm 
平方 の みみ バー グダグダ ラス に て 孔 を 閉じ る Goodpasture の 
Window method を 用 い 尿 膜 内 及び 革 それ 
し て 注入 し た 。 な お 膜 内 注入 の 場合 は 液 小 
胞 を 含ま せ 液 の 腕 内 に 入 つ た 事 を 確認 し た 。 卵 黄 相 内 へ 
は 気 室 上 に 小 を ぅ が ち 卵殻 内 膜 , を 同時 に 3 
cm の 長 さ の 注射 針 に て 通 に 注入 する Cox*?2 
の 方 波 を 用 いて 注入 し た 。 以 上 の 操作 は 何れ も 無 的 に 
行っ た 。 

4 接種 後 の 養 及び 検索 方 法 接種 は 再び 接種 
前 の 器 に 横 位 に お さめ , 毎日 一 定時 に 生死 を 検 
査 し , 一 定 後に を 無 に 解 卵 し , 各 種 部 位 の 体 
液 及び 隣接 部 位 の 体液 又は その 部 位 の 洗 活 液 を 直接 鏡 検 
し , 体 の 存在 を 調べ た 。 同時 に 体 の か 
ら ず チ ス ティ ン ・ プ イ ョ ン ・ 和 陣 消 培地 に うつ し 37°C72 
時 間 の 培 差 を 行い 乏 を 検査 し た 。 実 験 途中 に 死亡 せる 鶏 
テ 卵 は 直ちに 同様 の 処置 を 行い その 結果 を 見 た 。 

5) 対照 対照 と し て 実験 狗 と 同時 に 同様 の 技術 で 
同一 場所 に 生理 的 食塩 水 を 0.1cc を 接種 し 自由 に 発育 
せしめ 羽化 し 得る か 否 か を 検 し た 。 

実験 成績 

1) 上 解 し て 検査 する と 膜 上 に 体液 
は な く , 更に 膜 は 若干 肥厚 し て いた の で , 無菌 生理 的 食 
塩水 に て 洗 導 し その 液 を 検査 に 用 いた 。 接種 卵 39 個 中 
直接 鏡 検 で 全 例 T.v. 陰性 で あり , 培養 し た も の の 中 で 
3 個 に 於 て の み 陽性 で あつ た が , 之 等 は 何れ も 14 日鉱 
に 204x10t と いう 最多 数 の 虫 体 を 接種 し 2 日 後に 解 卵 
し た も の で あつ た 。 の 死亡 せる も の な く 途 中 で 解 卵 せ 
ず 発 育 せ し め た 4 個 は 全て 羽化 し た 。 同 時 に 検査 し た 北 
尿 膜 腔 内 で は T.v. 全 例 陰性 で あつ た 。 又 対照 卵 は 全 例 
羽化 し た 。( 第 1 表 ) 

2) 膜 内 接種 35 個 で 直接 鏡 検 で は 全 例 
陰 隆 で , 培 療 し た も の で は 4 個 陽 性 で あつ た 。 解 卵 せ ず 
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第 1 膜 上 に 接種 の 場合 


卵生 死 T.v 
12 2 0 0 
6 6 13 y 0 0 
144 x10* 15 1 0 0 
1 
1 9 
0 
122x10# 17 2 0 0 
6 13 16 4 6 0 
142 x 104 2 
16 3 0 
10 14 18 3 0 0 
204X10# 19 0 0 
化 2 
8 8 0 
19 
対 
3 9 3 
第 2 膜 に 接種 の 場合 


5 9 11 3 0 1 
120x 10t 13 2 0 9 
11 2 0 1 
12 4 0 1 
5 
104x101 17 1 0 0 
18 4 0 0 
羽化 5 
5 13 15 2 % 0 1 
142 x 17 2 0 
9 羽化 1 
3 10 羽化 3 
3 13 羽化 3 


発育 を 継続 せしめ た 卵 で 死亡 せる も の は 4 個 ; 羽化 し た 
も の は 5 個 で あぁ つ た 。 同 時 に 検査 し た 内 , 卵黄 
内 に .v. は 認め られ な か つた 。( 第 2 表 ) 

3) 内 接種 45 個 中 直接 鏡 検 で 5 個 , 培養 
検査 で 14 個 陽 性 で あつ た 。 自由 に 発育 せ し め た 彼 で 死 ・ 
亡 せ る も の 6 個 で あり , 9 個 は 羽化 し た 。 同 時 に 検査 し 
た 北 尿 膜 逐 内 及び 解 卵 後 鶏 体 の 各 臓 器 に つき 検索 し た が 
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第 3 表 羊 膜 腔 内 に 接種 の 場合 
14 
102x10: 19 3 
羽化 8 
13 0 2 
羽化 1 
16 14 
206X10! 20 


第 4 表 卵黄 に 接種 の 場合 


生 死 直接 
4 7 3 9 2 
4 2 
21 5 g 2 3 8 
9 4 3 4 6 
10 0 
13 2 6 0 4 
14 4 1 
16 1 
10 
i 8 9 
20 ] 0 1 
羽化 5 0 
14 
1 102x101 16 1 0 0 
昭 
6 
5 5 
羽化 2 1 
12 1 
15 1 
5 10 17 1 
羽化 2 


・ は 何れ の 人 箇所 か ら る 見 出さ れ な か つた 。 又 別 に 本 
14 日 卵 を 用 いて 第 3 
代 和 は 増殖 が 明 と 認め られ た か な か, 以後 は 増殖 度 が 下り , 7 
代目 に は 増殖 し て いる と 断定 する の は 困 上 難 と な つた 。 し 
か し は チ ス ティ ン ・ プ イ ョ ン ・ 移 
る と 直ちに 継 代 前 と 同様 の 増殖 を 示し た 。 7 代 月 の も の 

は 形 護 的 変化 は 殆ど 認め られ な い が , 運動 は 十分 で な 
い 様 に 思わ れ た 。 よ つて 羊 膜 腔 内 に と て の 継 代 は 困難 で は 
な いか と 思わ れる 。 (第 3 表 ) 


【〔 寄 生 躍 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・ 第 3 号 


4) 接種 48 個 で 直接 鏡 検 で 8 個 , 
養 検査 で 27 個 陽 凡 で あつ た 。 自由 に 発育 せ し め た 卵 で 
死亡 し た も の は 35 個 , 5 個 は 羽化 し た 。 同時 に 検査 し 
た 膜 腔 に T.v. は 認め られ な か つた 。 対 照 卵 は 全 
羽化 し た 。 膜 於 ける と 同様 継 代 実験 を 行っ 
代 迄 は 完全 に 継 代 出 来 た 。 そ れ 以 後 は 実験 の 都合 に よ 
ォ ン ・ プイ ョ ・ 地 の も の と の 差異 は 少し も 認め 
られ な か つた 。 よ つて 卵黄 苗 内 に て 継 代 は 可能 と 思わ れ 
る 。 (第 4 表 ) 

総括 及び 考 

先 づ 実験 方 法 の 検討 で ある が , 第 一 た に 卵 た 関す る 問題 
で は 白色 レグ ダホーン の 卵 を 使用 し た 事 は の 生死 が 判別 
し と 入手 が 容易 で ある 事 た たよ つた 。 色 レ ダ ホ ー 
ン 種 も 卵殻 の 厚 さ に より 判別 の 困難 で ある 場合 も 生ずる 

の で これ は 受精 の 有 舞 を 調べ る 時 に 出来 る だ け 除 外す る 
様 に し た 。 後 を 購入 上 時 に 温湯 ・ ア ル ュ ー ル で 清潔 に する 
関し て は , 時 は は 可 的 自然 の 状態 に お く 
が 好ま し い が , 実験 が 無菌 的 な る 状 肖 を 強く 必要 と する 
も の で ある た め に 止む な 使用 し た 。 水 ・ ア ルコ 
ー ル 等 に より その 解 化 に 強く 影響 しない 事 は 市 原 等 *2 に 
よっ つて 示さ れ て いる 。 双 本 実験 の 予備 実験 に て も 野 化 率 
に 差異 は 認め られ な か つた 。 し た が つて この 劉 置 を する 
事 は 実験 に 差 な いも の と 思わ れる 。 換 気 ・ 転 
に つい て 特に 注目 すべ き 点 は な い 。 野 化 器 内 の 湿度 は 昧 
化 当初 な 大 型 シ ャ ー レ と に て 十分 で ある が 16 日 以後 に な 
る と 不足 に な り 勝 で ある か ら 注 意 す べき で ある 。 特 に 羽 
る 傾向 が ある 。 第 
に T.v. に つい て で ある が , 現在 T.v. の 培養 基 と し て 
る が 。 要 は 分 な る の 増 あ 
る 。 こ の 点 チ ステ ィ ン ・ プ イ ョ ン ・ 陣 潜 培地 で 満足 な 結 
が 得 ら れ た も の と 思う 。 TT.v. 体 を 無 生 理 的 食塩 
水 に て 洗 湊 する 事 は 本 実験 た 試み た 如き 短 時 間 な ら ば 由 
体 に 大 な る 影響 は 見 られ な か つた 。 又 T.v. 貝 体 数 測定 
の 際 は 適当 の 温度 の 下 に 動い て いる 貝 体 を 算定 し た 。 増 
殖 期 の T.v. は その 殆 ん ど が 運動 し て 居り 死 貝 体 が 数 の 
中 に 入る 事 は 貝 体 数 測定 の 誤差 の 中 に 含ま れ 特 に 問題 と 
する 事 は な い 。 貝 体 の 形態 的 変化 は 培地 の 灯 席 に 左右 さ 
れる 事 が 多い が , 接種 部 位 内 特に た 於 ける 
的 変化 は 特に 認 むべ きも の は な か つた 。 又 培 項 た に 加え た 
ペ = シ リン の は 洗 に り く 低く な り た 対し 
て も 特に 問題 と する 事 は な な か つた 。 第 三 に 接 竹 方 法 に つ 
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いて で ある が , 膜 上 に は 田中 法 , Brandly* 及び 
その 変 法 , Goodpasture の 波 が ある が , この 実験 の 場 
合 は 卵 の 固定 潜 に より Goodpasture 法 を 用 いた が , 
疫 尿 膜 上 の み を 問題 と する 場合 は むし ろ 田 中 渉 の 方 が 確 
実 で は な いか と 思わ れる 。 北 尿 膜 腔 内 の 場合 に は Bru- 
net 潜 及 び 田 中 法 が ある が 泌 は Brunet 法 が より 確実 で 
ある 。 直接 注射 針 を 用 いて 注入 する が ある が 
は 細菌 の 汚染 , 北 尿 膜 上 に 入る 気泡 等 と に より 用 うぅ る 事 
は さけ た 方 が よい の で は な いか と 思わ れる 。 卵黄 紅 は 殆 

ど 全 て の 実験 が Cox の 法 を 用 いて いる が , 野 化 の 早期 
に 用 いる な ら ば 充分 正確 に 注入 し 得る も の と 思わ れる 。 
本 実験 に た は この を 用 いて ある 。 半 に は Brunet 
法 が 一 般 的 で あり 本 実験 も それ に よっ つた 。 

鶏卵 と 接 た T.v. に つい て は , (a) 
は 3 個 T.v. 陽性 で あっ つた が , は 3 個 共 接 
種 日 より 2 日 目 の も の で あり , 更に 同一 グル ー プ で それ 
以後 検査 し た も の で は 直接 法 , 培養 法 共 に 陰 性 で ある 点 
か ら は 接種 し た も の が 生 在 し て いた の で は な いか と 思 
われ る 。 し た が つて 弊 慰 膜 上 た に は T.v. は 増殖 し な いも 
の と 思わ れる 。 又 接種 し た も の は 対照 卵 同様 羽化 する 事 
か ら 英 化 に は 何等 影響 を 与 を な いも の と 思わ れる 。 

(b) 膜 に て は や は り 陽 の も の が 4 個 
ある 上 の 場合 と 同じ く 3 日 以 内 の 
る も の で 同一 グル ー プ で それ 以後 陰性 で ある 点 よ り し て 
.v. は た に は 増殖 し な いと 考え られ る 。 
膜 で T.v. が 増殖 可能 と する 山県 氏 及 び 
T.v. が 陽 隆 で あつ た と する 浜田 氏 , 森下 氏 の 報告 が あ 
る が , 山県 氏 の 実験 は 接種 後 比較 的 短 時 間 (72 時 間 以 
内 ) に 解 贅 し て いる の で , 或 は この 残存 し た T.v. が 実 
験 結果 と し て 表 わ れ た の で は な いか と いう 可能 性 も あ 
り , 浜田 兵 , 森下 氏 の も の は 詳報 が 発表 され て いな い の 
で 論ずる 事 が 出来 な い が , Trussel が 接種 する 貝 体 数 が 
多けれ ば 増殖 する と いう 結果 と 併せ 老 えて , 腔 内 
に 下 .v. は 生存 する か も 知れ な い が , 増殖 する の は 困難 
で ある と 結論 する の が 適当 で は な いか と 思わ れる 。 対照 
全 例 羽化 し , 接 放置 すれ ば 羽化 する 事 , 接種 
後 死 亡 卵 の 少 い 点 か ら 較 .v. の 接種 は 羽化 に 何等 影響 を 
与え を な いと 老 え られ る 。 

(c) 半 膜 腔 内 で は 培養 鏡 検 で の T.v. 陽 性 例 は 増加 し , 
有 14 日 卵 と 種 し た 例 で は 直接 検 で 接種 後 5 
月 に 療 種 虫 体 数 よ り 増 加 し て いる と 思わ れる 例 や , 16 個 
中 塔 養 検 査 で 10 個 が T.v. 陽性 で ある 事 か らし て も 少 
く と る も 14 日 卵 に 接種 せる 場合 は T.v. は 増殖 し て いる 
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も の と 考え られ る 。 し か し その 他 の 日 数 の 卵 を 使用 し た 
場合 や 直接 鏡 検 々 出 率 を 併せ 考え る と 著しい 増殖 で は な 
い 様 に 思わ れる 。 対 照 卵 は と ら な か つた が , 11 日 目 , 13 
日 月 の 卵 た 接種 し た と き 羽 化 せ る も の が ある 事 は 羽化 に 


"それ 程 大 き な 影 響 を 与 を な い 様 に 思わ れる 。 山 県 氏 は 体 


液 が 百 濁し 鶏 体 は 死亡 する と 述べ て いる が この 様 な 結果 
は 見 られ な か つた 。 

(d) 卵黄 で は 培養 で T.v. の 高い 検出 率 を 
し , 種 総数 と 解 時 の 体 総数 の 比較 こより, 
解 時 に 増加 し て いる と 思わ れる 点 か ら 明 に 増殖 し て い 
る も の と 考え られ る 。 特 に 化 開始 接 
種 し た も の は 増殖 傾向 が 著しく 強い 。 又 接種 婦 で 増殖 率 
の 高い 日 数 の 卵 は 死亡 素 が 高く , 10 日 目 九 で は T.v. が 
検出 され る 事 少 く , 九 の 死亡 率 が 低い 事 と 併せ 老 を て 
T.v. の 増殖 は 羽化 た に 大 な る 影響 を 与 を る も の と 思 わ れ 
る 。 

以上 の ぅ も を 羊 膜 腔 内 と 卵黄 内 た 接種 し た 場合 に , 
T.v. の 増殖 は 化 開 始 の 日 数 に ょ り 閉 し い 差 が ある 
事 が 判る が , こ の 点 は 特に 注目 すべ き で あろ 35 。 McNutt 
and Trussel は pH の 関係 に よる も の と 述べ て いる が , 
それ 以外 に 多く の 原因 が ある も の と 思わ れる 。 卵 黄 桂 内 
に よく 増殖 する 4 一 5 日 月 は 芋 膜 腔 が 形成 され る 時 期 で 
特に 卵 の の 急 強く な る 時 期 で あり 又 膜 
内 に ょ く 増殖 する 14 日 目 は 大 体 各 器官 は 完成 し 外 自 体 
と し て は 新 陳 代 府 の ゃ や ヽ 減 少 す る 時 期 で ある 。 こ の 様 な 
卵 の 新 陳 代謝 の 変化 が T.v. の 増殖 率 と 何等 か の 関係 が 
ある の で は な いか と いう 事 は , .v. が 培養 に 際 し て 
気 的 状態 を 必要 と する 事 と 考え 合せ て 興味 深い も の が あ ・ 
る 。 に 増殖 する 時 期 は 中 の 水分 が に 
移行 する た め 黄 に 粘度 及び の 減少 が あり, 
内 に 増殖 する 時 期 は 卵白 が 羊水 中 に 移行 する 為 
の 増加 , 粘度 の 上 昇 , p 了 HI の 酸性 へ の 変化 が ある 時 期 で 
ある 。 よ つて 一 定 の 粘度 又は T.v. に 何等 か の 
係 が ある の で は な いか と も 考え られ る 。 以 上 の 考え方 は 
上 は 別 と し て , に 接種 そる 時 期 は , 
は は 低く , 量 少 く , アル う 性 に 近く 
鶏 体 の 新陳代謝 の 著しい 点 な ぞ ど と 併せ 老 え る と , TT.v. 
の 増殖 に は この うぅ うち 1, 2 の も の が 必要 で ある 事 を 量 基 
し て いる 様 た 思わ れる 。 

各 実 験 を 通じ て 接種 部 位 の 隣接 部 位 に T.v. を 認め な 
か つた 事 は , T.v. が 膜 を 運 過 する 事 が 困難 で ある 事 と 
実験 中 膜 の 破損 及び 隔 解 は な か つた 事 を 示し て いる も の 
で ある 。 これ は 細 昔 が 本 培養 波 を 行 つ っ た と き 多 く 膜 の 隊 
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解 を 来 す 事 が 報告 され て いる の や , Virus, Rickettsia が 
' 了 を 透 報告 が ある の と 比べ て が ある と 思わ れ 
る 。 

本 トリ ュ コモ ー ナ ス と 極め て 近 縁 な 位置 に ある 和牛 の 生殖 
器 に 寄生 する Trichomonas foetus を 化 と 接種 
し た 実験 は 前 掲 の 如く に 幾つ か 見 られ る が , それ 等 の 成 
績 を 概観 し て 見 る と 膜 膜 卵黄 3 部 位 
で は 容易 に 確実 た 増殖 し て いる と 思わ れる 成績 が 多い 。 
特に 問題 と な り 多 い 接種 虫 体 数 に 就 て る 著者 の 実験 と 略 
* 同 100 万 前 後 を 接種 し て , に よく コン 
ル さ れ た 実験 を 行 つ て いる Pierce 等 の 成績 で も 極め て 
高 率 た 増殖 し て いる 事 は , Trichomonas foetus が 本 ト 
リコ モー ナス より 遊 に 昧 化 鶏卵 中 で 増殖 し 易い 性 状 を 有 
し て いる も の と 老 え られ る が その 原因 の 1, 2 と し て 
Trichomonas foetus の 方 が より 好 気 的 で ある 事 及 び よ 
り 中 性 に 近い pH で 至 適 増殖 を 起す こと 等 が 考え られ 
る 。 


結 論 

(1) 無菌 的 T.v. を 鶏卵 の 上 , 腔 内 
内 , 卵黄 に 接種 し , T.v の 生存 又は 増殖 状 
態 を 検査 し た 。 

(2) T.v. は 膜 上 , 尿 膜 腔 内 とこ は 増 殖 せ ず , 勿 
論 羽 化 に た 何等 影響 を 与 を な い 。 

(3) T.v. は 羊 膜 腔 内 に て 生存 又は 増殖 の 傾向 が 見 ら 
れる が , この 部 位 で の 継 代 困難 で ある 。 14 へ 
の 接種 が 至 適 で あろ ぅ 。 羽 化 に 若干 の 影響 を 与え る 。 

(4) T.v. は 卵黄 相 内 た 増殖 し , 継 代 培養 は 可能 で あ 
る 。 5 日 目 卵 へ の 接種 が 至 適 で ある 。 羽 化 に 影響 を 与え 

(本 論文 の 要 皿 は 昭和 28 年 4 月 5 日 第 22 回 日 本 宏 生 貝 
学会 に 発表 し た 。 

に あたり , 導 御 校 を 賜 つ た 松林 久吉 教授 
敬三 師 に 厚く 御礼 を 申 上 げ ま す 
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Summary 


An attempt was made to cultivate bacteria-free 
Trichomonas vaginalis within developing chick 
‘embryos by the window technique which has 
been recommended by many investigators in the 
‘cultivation of viruses and rickettsiae. The strains 
of trichomonad used in the present experiment 
have been maintained in cystein-bouillon-serum 
medium without accompanying bacteria over 30 
subcultures. Four- to fourteen-day-0ld embryos 
were inoculated with 80Xx144 to 200x101 tricho- 
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monads on chorio-allantoic membrane and into 
allantoic cavity, amnionic cavity and yolk sac., 

Trichomonas vaginalis did not grow when they 
were inoculated on the chorio-allantoic membrane 
and in allantoic cavity. The development of the 
embryo was not affected by these inoculations. 
By the amnionic inoculation, slight multiplication 
and prolongation of survival of the organisms 
were demonstrated and the 14-day old embryo ino- 
culatewdith as many as 206Xx104 trichomonads 
gave the best result in this group of inoculation. 
Serial transfer in this site was impossible. 
Inoculation of trichomonads into yolk sac sup- 
ported good growth of the organisms and they 
were detected from 27 out of 48 embryos. About 
85% of the embryos inoculated died. Inocula- 
tion into 5-day-old embryo gave the best result 
in the yolk sac group, and the serial transfers 
of the organisms were successful. 
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各種 化学 薬品 に ょ る 多 卵 試 (1) 
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一 斎藤 敏昭 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 部 (指導 小宮 部 長 ) 


昭和 年 7 月 5 日 ) 


の 研究 は 従来 多く の 人 た ち に より , 専ら 

の それ に つい て な され , 数 多く の これ ら 有 効 薬剤 の うち , 
基礎 試験 と と も に , 実地 応用 面 で や ゝ 有望 な も の と し て 
硫化 素 , 酸 油 等 が それ で ある 

し か る に , 卵 た 対す る 剤 に いた つて は は, 一 , 
の 報告 ( 稲 習 1932) を 除き 殆ど みる べき 知見 な く , か 
, これ ら 殺 の 多 た 対す る 作用 に つい て る も 
詳 か で な い 。 そ こ で , 穫 ら は 上 記 の 諸 剤 の 
虫 卵 へ の 作用 を みる た め , ま づ 基礎 試験 と し て , 選 の み 
を 使用 し , 
件 の も と に 作用 させ , これ ら 薬 剤 の 殺 卵 比較 試験 を 行 
物 の な か に 混入 し て いる 卵 た に つい て る も 同一 の 試験 を 行う 
必要 が ある こと は 受 う 5 まで も な い の で ある が , その 試験 
結果 は 後 報 た ゆず る 。 

実験 方 法 

被 検 薬剤 と し て は , ネオ ヂ タ クセ ロン 新 剤 (明治 薬品 ), 
二 硫 化 素 乳 剤 (日 本 ), 硝酸 (純正 化学 ), 
井 子 油 (東京 化成 ) の 4 竹 を 選ん だ 。 ネ オデ タク セン 新 剤 

は , タレ ゾー ル 4.17 メタ ノー ル 25.56 , トリ ク 
ル エ チレ ン 39.44 ク ロー ベン ゾー ル 
10.56 石けん 5.00 , 二 臭 化 テ チレ ン 9.55 

メタ エマ ー ル ( 剤 ) 5.72 複雑 な を 有する る も 
の で あり , 二 化 炭 素 乳 , 二 化 素 に 乳化 剤 が そ 

の リ 。 量 加 つた も の で ある 。 

各 薬 液 の 稀釈 は , 倍数 法 に こより, に て 250 
倍 よ り 32,000 倍 ま で 8 段階 の 稀釈 列 を つく つた 。 た だ 
し , ネオ ク ン 剤 及び 二 硫 化 素 乳 等 , に 乳化 
剤 の 混入 され て ある 製 剤 に つい て は , これ を 原液 と し て 

た よ る を 行 つ た が , 子 油 の は , これ に 


Ovocida!l effects of several chemicals on hook- 
worm ova in vitro,. Akio Kobayashi, Ichiro Yasu- 
da and Toshiaki Saitg : 


井 子 油 自 身 を 原液 と し て 稀釈 し た 。 ま た 亜 硝 酸 費 達 な 酸 
性 の ぇ メデ ヂ ッ ム に お いて の み 奏 効 す る と いわ れ て いる の 
で , リリ eo 規定 の 塩酸 に よ つ て 稀釈 し た 。 

材料 に は 人 新鮮 便 中 ダビ = 多 ( 虫 卵 含有 程 
度 : 18x18 mm 被 中 , 4 = 平均 ) を 用 いた 。 
卵 の 新鮮 便 に 約 10 倍 量 の 常 水 を 加 を て ょ くさく 
し , 沈 , 上 静か に 捨て 去り , 沈 を ガー 
これ を 
の 大 型 遠 心 管 に 移し て 遠心 し , 沈 湾 を 試料 と し た 。 

稀釈 液 60 cc 宛 を 予め 混入 し お き , これ に よく 所 拝 均等 

, し た (但し 湾 は 使用 時 , わ づ か に 水 を 

を て 泥 状 と する ) 。 , 管 は パラ フィ ン 紙 に 
軸 イム で た 。 

作用 対照 と し て は , エマ ル ゲ ン , 
規定 塩酸 の 3 種 の も の に 同一 の 操作 を 施し た も の を 用 
+ た 。 

浸漬 日 3 日 , 7 日 , 14 日 。 

浸漬 温度 は 10°C, 20°C と し た 。 浸 六 試 験 中 は 毎日 1 
分 に 所 し 。 下 へ の 作用 の 均等 化 を 

一 定 浸 漬 日 数 を へ た 試料 は , 充分 に 挫 振 し た 後 , 全量 

の Js 即ち 12cc 宛 を ピペット で 正確 に は か つて 遠心 管 
に 移し と り , これ に 蒸溜 水 を 加え て 心 し , その 
を 捨て る 

か くる 操作 を 引っ さき 2 固く り 返 し 的 中 
剤 の 除去 を は か る 。 最 後 の 沈 湾 は 全部 ペ ベッ ト に 
て つて と り , よく させ た 素 焼 上 に お し あけ , 
時 放置 し た 後 , これ を 蒸溜 水 に た に ひたし て 型 の 如く 塔 状 

培養 1 週 後 , 培養 水 を 全部 あつ あめ, その な か の 海 出 仔 
貝 の 有無 及び 仔 下 数 の 算定 を 行 つ た 。 な お , 培養 期間 を 
1 週間 と 限っ つた の は , 予備 試験 に より , 8 日 以後 に は 仔 - 
虫 の 海 出 は 全く み ら れ な いこ と を 確認 し た か ら で あ る 。 
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薬剤 の 各種 # け る 出 仔 下 


ェ テマ ル ゲ ン N 
対 数 250 x 2,000x Fg HCI 

3 522 180 237 80 

7 356 80 336 

3 593 138 329 26 

央 20°C 7 680 73 448 

14 436 

数 
温 度 250 500 1,000 2,000 4,000 8.000 16.000 32,000 
3 0 0 214 165 102 
7 0 43 92 ~ 
新 3 0 0 0 8 576 
20°C 7 0 0 0 0 180 
14 9 0 0 0 363 の 
3 0 0 0 56 80 447 
一 炭 10°C 7 0 0 0 0 0 132 i 
3 0 0 0 0 0 566 
化 20°C 7 0 0 0 0 0 513 
14 0 0 0 0 0 149 
3 0 0 0 0 0 338 144 計 
亜 草 10°C 7 0 0 0 0 0 0 0 
3 0 0 0 0 0 1 7 
酸 達 20°C 7 0 0 0 0 0 0 0 0 
14 0 0 0 0 0 0 0 0 
3 0 0 0 0 0 0 0 0 
弁 10°C 7 0 0 0 0 0 0 0 0 
定 3 0 0 0 0 0 0 0 0 
油 20°C 7 9 0 0 0 0 0 0 0 
14 0 0 0 0 0 0 0 0 
試験 成績 を る も 含 あ た も の を 原液 と し て 稀 札 し た も の で ある 故 , 二 


本 試験 は , 各 薬 剤 の ダビ = 多 完全 殺 限界 を 
求め る こと を 目標 と し て な され て お り , その 結果 は 上 の 
表 に 示さ れ て いる 。 そ れ に よれ ば , 対照 で は 何れ も 海 出 
仔 虫 を 認め て いる 。 各 薬液 作用 の も の に お いて は 下 の 如 

1) ネオ ヂ ク 新 剤 は ,10°C・3 日 作用 で は 500 , 
同 7 日 作用 で は 1,000 倍 に 上 昇 し , 20°C で は 3 日 作用 
の も の 1,000 倍 , 7 日 作 用 で は 2,000 倍 , 14 日 作用 で も 
同じ く 2,000 倍 と な つて お り , 低温 より 高温 作用 の 方 が 

た 3 日 作用 より も 7 日 , 14 日 作用 の も の の 方 が が, 夫々 
2 倍 ほ ど 高 値 を 示し た 。 

2) 二 硫 化 素 乳 で は , 10°C・3 作用 1,000 
7 日 作 用 の も の 4,000 倍 と 作用 日数 の 経過 と と も に 増 
し , また 20°C で は 3 日 作用 4,000 倍 , 7 日 作 用 4,000 
倍 , 14 旦 作 用 4,000 倍 と 同一 の 値 を 示し た 。 た だ し , こ 
の 値 は 前 に も 断つ た よう に , 乳化 剤 (25 % の 割 に 混入 ) 
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硫化 素 単 の 換 すれ ば , これ ら の 値 は さら に 
高まる 勘定 で あぁ る 。 (即ち 1,000 倍 は 1,300 倍 に , 4,000 
倍 は 5,300 倍 と な る ) 

3)- 亜 酸 は , 10°C・3 日 作用 4,000 倍 , 同 7 
日 作用 の も の は 16,000 倍 と く 昇 し , 20°C・3 日 
作用 で は 4,000 倍 , 7 旦 作 用 で は 32,000 穫 , 14 日 作用 
で も 同じ く 32,000 倍 と 非常 に 高い 値 を 示し て いる 。 

4) 井 子 油 は これ ら 薬 剤 の うち , 最高 の 値 を 示し , 10 
°C, 20°C と も , また 浸 病 日 数 の 長短 に 拘ら ず , いずれ 
も 32,000 倍 ま で 完全 に 仔 貝 の 海 出 を ' 抑 制 し て いる 。 但 
し 32,000 倍 以 上 の 稀 物 諾 に つい て は 試験 し て な い の で 
不明 で ある 。 

薬剤 の は その 作用 作用 日 数 と こと ょ つて 
し く 影 響 さ れる 。 上 記 の 結果 を 通 覧 する と, 薬剤 の 種類 
に より 多少 の 程度 差 が み ら れ る と は い ぇ を , 低温 (10°C) 
より も 高温 (20°C) の 場合 の 方 が , また 作用 日 数 に つい 
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て は , 日 数 の 長く な る 程 効 力 は 増強 し , と くに 初め の 7 
日 間 に こ の 傾向 が 着 し く , 3 日 作用 例 と 7 日 作用 例 と の 
間 に と 2 倍 人 又は それ 以上 の 差 を みた の に 比 し , 次 の 7 日 間 
は 殆 ん と 平衡 状 態 こ と ぐま つて いる 。 

者 接 

以上 の 試験 は , 釣 虫 卵 を 完全 に 殺 滅 する の に 要する 各 
薬剤 の 最高 稀釈 限界 を 求め る こと を 目的 と し て な され た 
と と は 前 述 し た 通り で ある 。 し た が つて , 表 中 の 出 仔 
虫 数 の 多 冥 は 考慮 し て いな い 。 また 32,000 倍 以 上 の 移 
株 度 の も の に つい て は 実施 し て お ぉ お ら な いた め , 亜 碗 酸 
達 20°C 作用 , よび 油 作 用 の 各 最 高 限界 値 は 
決定 し か ね る が , 薬効 の 強い も の か ら 列 挙 す る と , か ゝ 
る 試験 方 法 に よる 場合 に 関す る 限り こ お い て は , 井 子 
油 , 亜 硝酸 , 二 硫 化 素 乳剤 , ネオ ク タク ン 新 剤 の 
順序 と な る 。 こ ゝ で 亜 硝酸 草 達 が 其 だ 高い 値 を 示し た の 
は , 本 試験 に お いて は その 落 媒 と し て oe 規定 塩酸 を 用 
いた こと も る 与 つ て いる の で は ある まい か と 老 を えら れる 。 
な ぜ な ら , HCI に よる 試験 に お いて , 仔 
出 が 可 成 り 抑 制 さ れ て いる か ら で あ る 。 

久 津 見 等 (1955) に よれ ば , ネオ ク ロン は 卵 ( 
ビニ =2: ネ カ ト ー ル 1) に 対し て , 2534°C で , その 
500 倍 稀釈 液 10 日 間 作 用 で 100 〆, 1,000 倍 ・10 日 間 で 
は 93~99 を 殺 減 可能 で あり , 5,000 倍 に 達する と 対照 
に 比 し て と くに 閉 し い 差 が みとめ られ な く な る と いう 。 
こと の 結果 は , 穫 ちの それ に し て 低 率 で あり , 10 
°C の 場合 の 成績 た 近似 し て いる 。 この 差 は 虫 卵 た 対す 
る 薬剤 の 接触 方 法 の 相違 に も と づく も の と 考え られ る 。 
すなわち , 等 は 5 倍 稀釈 4 に 対し て 一 定 薬液 
を 1 の 割合 に 混 じ て 所 定 の 稀釈 度 に 達する 如く し た も の 
で ある の に 比 し , 筆者 ら は 薬液 の 水 稀釈 液 60 に 対し , 
選 を 1 の 割 た に 混入 し て お り , し た が つて 等 容積 た 対す る 
選 の 残存 固形 物 の 量 は 後者 に 対し , 前 者 は 大 約 10 倍 に 
当っ て お り , か ゝ る 前 者 の 爽 雑 物 の 著しく 多量 の 存在 
が , 恐らく は その 殺 卵 率 を 低下 せしめ た 原因 と な る も の 
で は ある まい か 。 か さく, 薬剤 の 最終 濃度 が 同一 で あつ て 
も ,, それ の 適用 上 の わ づ か な 相違 が 殺 卵 効果 の 上 に 著 し 
い 差 違 を も た ら す も の で あろ うこ と が 考え られ , さら に 
こと の 事実 か ら , 麻 原 の 混合 され た 実際 の 肥 溜 め に あつ て 
は , 卵 の (松村 1954, 国井 1954, 柳沢 他 1954) 
と 同様 , 一 層 効 力 は 減殺 さ れる で あろ うこ と が な 予想 され 
うる 。 

総 括 
銅 虫 殺 卵 剤 と し て 提唱 され て いる 4 種 の 薬剤 た つい て 
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内 多 ( ビ = ) に 対す る 試験 を 行 つ た 
果 に ょ れ ば , その 効果 は , 子 も つと 高く , 次 
いで , 二 硫化 素 乳剤 , ネオ ヂ ク ン 新 剤 の 
順 で あり , 電 子 油 と お いて は , 10°C・3 日 作用 で 32,000 
倍 以 上 の 高 殴 釈 度 に お いて な お 有効 な こと を 明らか に し 
た 。 

また , 各 薬 剤 と も 3 日 作用 と 7 日 作用 と の 聞こ に と 閉 し い 
効力 差 を 認め , 作用 日 数 に 比例 し て 薬効 の 上 昇 す る こと 
を 知っ つた 。 た だ し , 7 日 作用 と 14 日 作用 と の 聞 に は みる 
べき 差 は な か つた 。 

さら に , 薬剤 作用 時 の 温度 が その 効力 に 相当 大 き な 影 
響 を 与え る も の で あり , 高温 は 低温 の 場合 より も 一 層 有 
力 に 働 ら くも の で ある こと を 述べ た 。 

稿 を 終る に あたり , 終始 御 懇 篤 な る 御 指 導 , 御 校 開 を 
賜 つ を 部 長 小宮 義孝 博士 に 深 基 な る 謝意 を 表し , 実験 材 
料 た に つき 種々 御 便宜 を 与え られ た 横浜 医科 大 学 永 井 隆 吉 


(本 研究 の 要 は 14 回 日 本 寄生 学会 東日本 支部 
会 た いて 発表 し た) 
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Summary 


The authors examined the ovocidal effects of 
Neo-Gikuron, Carbon Disulfide, Sodium Nitrite 
and Oil of Mustard against hookworm ova and 
obtained the following results. 

Oil of mustard was the most effective and when 
diluted with water to 1: 32,000 it still prevented 
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hookworm ova from hatching at 10°C for 3 days 
contact. 

Sod. Nitr., Carbon Disulf. and Neo-Gikuron 
were proved less effective but still prevented the 
ova from hatching at the each concentration of 
1:4,000, 1:1,000 and 1:500 at the same condi- 
tion and generally speaking, higher temperature 
and longer time interval were proved to be more 
effective for ovocidal effects of all chemicals. 
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高温 (特に 人 体 域 ) の 生存 
並び に 産卵 能 に 及ぼ す 影 響 に つい て 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 貝原 虫 学部 (森下 教授 ) 
(昭和 30 年 7 月 11 日 受領 ) 


言 

虫 の 生態 た 関す る 研究 は , その 病原 機構 を 知る 上 に 
又 疫 学 或 は 治療 に 関連 し て 重要 な 基礎 的 知見 を 与え る 。 
只 生 体内 の 環境 下 に 於 ける 研究 は 状況 上 至難 で あぁ り , 間 
接 的 な 方 法 で その 実態 を 推 症 する 以外 に 手段 は な い 。 こ 
の 手段 と し て 生体 外 の 方 法 が 用 いら れ て いる が , この 方 
法 で 今日 迄 その 生理 或 は 治療 剤 に 対す る 態度 な ど に つい 
て 相当 多く の 研究 が 行わ れ , これ に 基 い て 生体 内 た に 於 け 
る 実態 が 或 程 度 推 侍 され て いる 。 

著者 は 主 と し て 生体 外 の 方 法 で 上 銅 虫 の 生態 に 関す る 各 
般 の 研究 を 進め て いる が , 先 づ 最初 に 温度 殊 に 高温 の 上 
貝 た 及ぼ ば す 影 響 に つい て 解明 せん と し た 。 従 来生 体内 に 
於 ける 天 虫 の 態度 が 体温 殊 に 発熱 時 の それ に 如何 に 影響 
され る か は 余り よく 知ら れ て いな い 。 そ の 病原 作用 と の 
関係 (即ち 運動 , 物質 代謝 ) 或 は 生存 力 , 産 の 
係 な ど 未 だ 不明 な 点 が 少な く な い 。 

貞 虫 の 体外 飼育 に 関し て は 既に 内 外 に 多く の 報告 が あ 
り , 我国 で も 土橋 , 竹山 , 永井 , 藤瀬 等 , 舞田 等 , 鈴木 
等 の 成績 が ある 。 併 し 温度 的 に は 主として 常温 乃至 低温 
に 於 て 試み られ 内 虫 の 運動 に 及ぼ す 温 度 の 影響 に つい 
て は , 板東 等 が 低温 及び 常温 と 同時 に 高温 (40°~60°C) 
に 於 て も 詳細 に 検討 し た が , その 生存 力 及 び 産 卵 和 能 と の 
関係 に つい て の 報告 に は 見 る べき も の は な い 。 著 者 は 豚 
上 を 高温 (特に 体温 域 ) に 於 て 生体 外 に し その 
者 を 系 統 的 に 観察 し た が , それ に より 常温 乃至 発熱 せる 
宿主 体内 た 於 ける 環 虫 生態 の 一 部 を 推測 し 得る と 考え ら 
れる 成績 を 得 た の で 以下 それ を 報告 する 。 

I. 実験 材料 及び 方 法 


Influence of the high temperature (especially 
within range of that in human body) upon the 
length of survival and egg-laying capacity of the 
ascarids in vitro. by Kai Kadota: (Department 
of Parasitology, Institute for Microbial Diseases, 
Osaka University) 


実験 材料 と し て は , 生鮮 豚 岬 虫 の ぅ も 体長 概ね 雌 25 
~30 cm 雄 cm で 体 に 異常 を 認め ず 括 運 
動 す る も の を 用 いた 。 貝 体 飼育 液 は 1 必 食 塩水 と し , 螺 
虫 の 死 は 60°C 温水 中 不動 を 目 禁 に し た 。 以 下 実 験 は 体 
温 域 高温 及び 閉 る し く 高 温 の 二 つ に 別け て 試み た 。 

1. 体温 域 高 温 の 場合 

飼育 温度 は 39°, 40°, 41°, 43°C と し て 対照 に 38°C 
を と つた 。 は 雌 区 分 し 同日 し た も の に つい 
て 510 は 2~5 を 一 に と り , 各 数 群 を 集 
め 観 し た 。 の 方 法 は 一 宛 直径 12 cm の 大 
シャ ー レ に 入れ 答 シ ャ ー レ 毎 に 飼育 温度 に 予め 調節 し た 
1 食塩 水 100cc 宛 入 れ た 後 同 温 度 に 調節 し た 野 卵 器 
内 に 置く 。 産 嘱 数 計算 は 毎 24 時 間 と し 飼育 液 の 交換 は 
雄 に は 行わ ず 雌 に つい て は 毎日 行い , その 都度 旧 液 中 の 
を 計測 する 。 貝 に は ト ル 釈 卵 計算 
法 の 変 法 た る 土橋 の 記載 に 大 体 則 っ た 。 

2. 閉 る し く 高 温 の 場合 

45°, 50°, 55°C の 1 用 食塩 水 に 貞 虫 を 各 一 定時 間 作 用 
させ 生死 の 状態 を 観察 し た 。 即ち 500cc の ビー カー に 
一 令 当 り 100cc の 割合 に と な る よう に 1 塩水 を 
容れ て これ を の 中 に お き , その 一 端 よ り ガ ス 
持 し ビー カー 中 の 温度 を 50° 及び 55°C に 調節 する 。 
その 後 ゼー 中 に 3~5 食 宛 を 投入 し 一 定時 間 後 
引上げ その 生死 を 判定 する 。 45°C に 限り 長 時 間 
を 要する た め 同 湿度 に 調節 せる 加湿 に っ つた 。 

II. 実験 成績 

1. 生存 力 に 及ぼ す 影響 

i) 体温 域 高温 の 場合 

A. 39° 及び 40°C 飼育 の 場合 (第 1 表 参 照 ) 

は 39°C で は 5 , 実験 例 30 , 雄 18 , 
40°C で は 4 32 令 雄 20 令 で あぁ る 。 

B. 41" 及び 43°C 飼育 の 場合 (第 2 表 参 照 ) 

実験 は で は 5, 実験 例 数 は 37 令 22 , 
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40°C 4(8) 4.7 日 (? 32) 
7.7 (915) 
第 2 表 第 3 表 
12345978 
88874210 
925 20~35 21 3 0 1 24/25 
5(8) 55530 925 20~85 0 1 7 17 8/25 
で 887420 3.5 50°C 12. 6 6/12 
920 20~35 0 0 0 20 0/20 
3.0 22) $15 15~25 0 15 
2(8) 220 925 20~35 0 0 7 18 7/25 
°25 20~35 0 0 0 25 0/25 
M : 自 発 運 動 を 示す も の 
6(?) R 機 刺 戦 反応 陽性 の も の 
(-) : 温熱 反応 消失 し , 死 と 見 な され る も の 
1.8(%25) 
10(®) 10610 
5(8) 540 43°C で は 5 群 , 雌 46 令 , 雄 25 隻 で あぁ る 。 
5 以上 の 成績 か ら 見 る と の 生存 日 数 は 39°C で は 
(38°C) に 比べ 差異 を 認め が , 40°~43°C で は 対 
( 69 ) 
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第 4 表 

39°C 40°C 41°C 43°C 38°C 

1 の 産 卵 数 
し た も の に ついて) P00419.500 500~137,500 500~555,000 500~558,000 500~663,000 
1,500~746,000 500~1746,000 500~1446,000 500~558,000 8,000~1525,000 
252,600 468,810 255,313 122, 809 472,464 

産卵 数 

全 例 に つい て 252, 600 424, 859 165,608 90,772 440,967 
無産 例 0/30(0) 3/32(9.4%) 13/37(35.1%) 12/46(26.1%) 1/15(6.7%) 
平均 産卵 持続 日 数 6.0 日 (30 例 ) 3.7 日 (28 例 ) 2.8 日 (24 例 ) 1.4 日 (34 例 ) 5.6 正 (14 例 ) 


当 に 短縮 を 示し た 。 即 ち そ の 平均 生存 日 数 は 39°C で は 
日 , 5.2 日 を 示す が , 40°C で は 4.7 日 , 
3.0 日 , 412C で は 3.5 日 3.0 日, 43°C で は 1.6 
日 , 雄 1.8 日 で ある 。 

2) 閉 る し く 高 温 の 場合 

45°, 50°, 55°C の 場合 を まとめ る と 第 3 素 に 示す 様 
に な る 。 実験 例 数 は 45°C で は 中 25 令 雄 11 隻 , 50°C 
で は 45 27 , 55C で は 50 22 あり , 
その 成績 な と ょ る と 45°C で は 24 時 間 生 存 例 が 大 多数 を 
占 あ た が 50°C 以上 で は 時 間 的 に 閉 る しく 短 縮 し , 50°C 
で は 30 分 , 55°C で は 2 分 で 各 え 生存 例 を 全く 認め な か 

2. 産卵 能 た 及ぼ す 影 響 

体温 域 高 温 の 場合 同時 に 産卵 状況 を 観 祭 し た 結果 , 則 
慶 別に 1 日 の 産卵 数 , 1 令 の 産卵 総数 , 平均 産卵 数 , 無 
産 期間 中 全く の 無 か つ た 例 ), 平均 産卵 
持続 日 数 (飼育 開始 日 か ら 最 終 産 卵 日 まで の 日 数 ) を ま 
と め る と 第 4 奏 に 示す 様 に な る 。 こ れ に よれ ば 1 日産 卵 
数 , 1 令 産 卵 総数 は 共に 産 九 し た も の に つい て 著 る し い 
動揺 を 示し , 平均 産卵 教 で は 43°C の 場合 他 温 度 に 比べ 
減少 する か の 様 に 見 えた 。 無産 卵 例 は 41°, 43°C で は 
相当 着る し い 増加 を 認め る 。 又 平 均 産卵 持続 日 数 は 38°, 
39°C の 両者 聞 で の 差異 を 認め な い が 40°~43°C で は 著 
る し じ し く 短縮 し た 。 即 ち 39°C で は 6.0 日 に 対し 40°C で 
は 3.7 日, 41°C で は 2.8 日 , 43°C で は 1.4 日 で ある 。 

IV. 者 

豚 遇 虫 を 1 食塩 水中 に 飼育 し 以上 の 如き 成績 を 得 た 
が 先 づ 生存 力 に 及ぼ す 影 響 を 見 る と , 体温 域 高 温 の 場合 
で は 40°C 以上 に 於 て 平均 生存 日 数 は 相当 短縮 する 傾向 
を 認め る 。 既 に 報告 され た 常温 に 於 ける 生存 日 と し て 
等 は 豚 を Ringer-Dale 変 中 37°C を 


行い , 永井 は 1 食塩 水中 38°C 飼育 の 結果 , その 平均 
生存 日 数 は 前 者 2.64 乃至 6.80 日 後者 5.4 日 を 示し た 。 
山 に と ょ る と サン = ン 投 に ょ り 後 の 人 
つい て は , 0.9 導 食 塩水 中 37°~38°C 飼育 を 行い その 平 
均 生 存 日 数 を 3.53 日 と 報告 し た 。 著 者 の 得 た 38°C ( 対 
照 ) の 結果 は 日 雄 7.6 に な り 上 述 の 成績 より 

ぇ 増 延 し た が 39°"C の 場合 も 雌 7.0 日 雄 5.2 日 を 示し て 
お り 両 者 の 差 は 認め 難 か つ た 。 : 
低温 飼育 に 関し て は 竹山 が 前 記 後 の 人 つい 
て 試み て お り , その 平均 生存 日 数 は 28.3°C で は 4.18 
日 , 22°~26.5°C で は 10.8 日 , 20°C 以下 で は 1.25 日 
と な り 22?26.5°C の 場合 が 最も 長く 生存 し 20°C 以 
下 は 着る し く 短 命 で あつ た 。20°C 以下 の 成績 は 著者 の 
得 た 43°C で 雌 1.6 日 雄 1.8 日 に 短縮 する 結果 と 対比 し 
て , 材料 及び 方 法 を 異 に する 点 両 者 の 比較 は 適当 で な い 
に し て る 相当 相似 性 が ある 様 に 思わ れる 。 以上 の 成績 よ 
り 見 て 著 る し い 低 温 と 同様 に 体温 域 高温 は , 虫 体 の 生存 
力 に 相当 な 姜 退 を 与え る も の と 推察 出来 る 。 

閉 る し く 高 温 の 虫 体 に 及ぼ す 影 響 と し て 板東 等 の 観察 
に よる と , 環 虫 の 自発 運動 は 50°C で 消失 し 更に 60°C 
で は 改変 Locke 液 投入 直後 に その 消失 を 認め , 投入 20 
秒 後 取 り 出 し た が 比 て 運動 析 復 を 認め て いな い 。 警 者 の 
実験 は 自発 運動 の 消失 を 生死 の 判定 の 目標 に し た が , 末 
だ 試み られ て いな い 45°, 50°, 55°C の 各 温 度 別 に 致死 
時 間 の 短縮 席 を 追求 し た 。 それ に よる と 50°C 以上 で は 
致死 時 間 が 着る し く 短 縮 し 50°C で は 30 分 , 55°C で は 
2 分 で 生存 例 を 全く 認め な か つた こと より , 50°C で は 
15~30 分 , 55°C で は 1~2 分 を 殺 減 の 一 つの 基 浴 と 見 な 
し て も よい も の と 思わ れる 。 

次 に 能 関し て は 既に 土橋 は 豚 を 用 い 液 
及び 温度 の 産卵 に 対す る 影響 を 観察 し て 1 食塩 
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水 37°C の 場合 が 最も よく 産卵 する こと を 認め て お り , 

常温 乃至 低温 飼育 の 観 祭 と し て 竹山 は サン ト = ン 投与 に 
より 後 の 人 に つい て 0.9 食 塩水 中 37°~38°C 
と 28°~31°C 飼 の 両者 に 於 て 産卵 は 大 差 な 
い 如 く で ある が , 22°~26.5°C に 於 て は か な り 著 明 に 産 
卵 機能 は 抑制 せら れ 又 9°~20°C に 於 て は 実際 的 に 産卵 
を 営ま な いと 言っ つて も よい と 報告 し て いる 。 又 永井 は 豚 


を 用 い 1 食塩 水中 38°C 飼育 虫 の 産卵 状況 を 詳 


し , 日 に より 又 例 毎 に 動揺 は げ し くそ の 消長 
は 種々 の 型 を と る も の で ある が , 大 部 分 の 例 は 多少 と も 
を 営み 日 々 の 産卵 総数 は 減少 する 傾向 を 認め て 
いる 。 著者 の 成績 は 第 4 表 に 示す 様 に 39°~43°C の 高 
育た 於 て も 1 日 産卵 1 産 卵 総 着る し い 動 
を 示し , 平均 産卵 於 て は 39°~41°C の 差異 は 認 
. め 難い が 43°C で は 他 温 席 に 比べ 減少 する か の 様 に 見 を 
た 。 無 産卵 例 は 永井 に た ょ る と 38°C の 場合 7.1 % で あり 
著者 の 対照 (38°C) 例 で は 6.7 22 を 見 た が これ に 対し て 
-41°C で は 35.1 22, 43°C で は 26.1 2 の 高 率 を 示し 明 ら 
. か に 増大 を 認め た 。 双 平均 産卵 持続 日 数 が 平均 生存 日 数 
. と 同様 に た, 38°~39°C に 比べ 40°~43°C の 場合 着る し 
短縮 する の は 無産 増大 と 共に 産 減弱 乃至 抑 
制 の 徴候 を 示す 事実 と 思わ れる 。 

叉 5 日 目 迄 の 飼育 日 別 産卵 状況 を 見 る と 第 5 表 に 示す 
様 に , 産卵 総数 は 39°C で は 第 3 日 目 以 後 再び 増加 を 見 
た が 40°, 41°9C で は 第 1~3 日 目 の 産卵 第 
日 目 以後 は か な り 急 激 に 低下 し , 特に 43°C で は 第 1 日 
目 に 閉 る し く 多く 第 2 日 目 は する 。 産卵 数 
. の 生存 数 に 対す る 割合 は 10 日 目 の た ょ れ ば 

(第 1 図 参 照 ), 38°, 39°C で は 同期 間 中 30~90 2 前後 
を 動揺 し 何れ も 第 3, 5, 9 日 に 増加 し て 波状 形 を 示す 
が , 40°, 41°C で は 第 2 日 目 を 43°C で は 第 1 日 目 を 頂 
点 と し て 急激 に 下降 し 基 後 の 快復 を 認め 得 な い 。 産 卵 例 
数 が 38” 及び 39°C で は 何れ る も 経過 の 中 頃 に 増す こと は 
産卵 総数 が 39°C に 於 て 第 1~2 日 目 よ り 第 3 一 5 日 目 
に 増す こと と 併せ て 興味 ある 所 で , 永井 の 考 接し て いる 
様 に 飼育 後 時 間 ぶ たつ に つれ て この 環境 に 馴れ て 
産卵 開始 乃至 産 増加 を 見 , その 後 虫 体 の 自然 
と 共に 貝 卵 数 が 減少 する 傾向 を 示す も の と 思わ れる 。 こ 
れ に 比較 し て 40°~43°C の 高温 で 産卵 例 数 が 第 2~3 
日 目 以 後 急 激 に 減少 し 基 の 後 以 復 を 見 な いこ と は 無産 卵 
例 の 増大 , 平均 産卵 持続 日 数 の 短縮 と 共に 虫 体 の 高温 に 
よる 生存 力 が 急 に 併 も 強度 に 現われ 従 つ て 産卵 


< は 着る し い 抑 制 を 受け た 結果 に 起因 する も の で あろ 5 。 
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筑 5 表 
産卵 
別 別 
E 24/30 1029, 500 34,317 42,896 
2 27/30 684,000 22,800 25,333 
WE. 3 27/29 1204,500 41,534 44,611 
4 23/29 1806,500 61,948 78,543 
23/24 1514,500 63.104 65,891 
1 24/32 2966,000 92.688 123,583 
2 27/32 6481,000 202,531 240,037 
ME 3 23/29 3520,500 121,397 153,065 
4 15/23 479,000 20,826 31,933 
5 7/A17 135,500 7,971 19,357 
16/37 2180,500 58,932 13,656 
22/36 2092,000 58,111 95,091 
EEC. 3 12/30 1015,000 33,850 84,583 
4 5/18 669,000 37,167 .133,800 
2/7 157,000 22,429 78,500 
33/46 4144,000 90,087 125,576 
る 4/26 31,500 1,212 
S 0/1 . 0 0 
1 14/15 1367,000 91,133 97,643 
38°C 2 12/15 895,000 59,667 74,583 
(対照) a 12/14 793,000 56,643 66,083 
10/13 734,500 56,500 73,450 
10/12 1416,500 118,042 141,650 


1 図 産卵 例 の 生存 数 に 対す る 百分率 


90F 


oo 


V. 結 語 
1. 1 用 食塩 水中 に 豚 筒 虫 を と り 体 温 域 で あぁ る 39°~ 
43°C の 高温 に 飼育 する と , その 平均 生存 日 数 は 雌 た に つ 
いて 39°C で は 7.0 日 (30 例 ) を 示す が , 40°C で は 4.7 
日 (32 例 ) , 41°C で は 3.5 日 (37 例 ) ; 43^C で は 1.6 日 
(46 例 ) に 短縮 し , 又 雄 に つい て は 夫々 5.2 日 (18 例 ), 


し | \ 
\ \ \ 
4G \ \ \ 
30 \ \ 
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産卵 能 , 阪 大 医 誌 , III (4), 67~75, 1951. 一 6) 
藤瀬 直孝 , 関根 正雄 , 関 , 鈴木 動 
物体 外 飼 試験 (前 編 ), 慶応 医学 , XVIII, 
230, 1938. 一 7) 堀田 善 二郎 , 関根 正雄 , 関 豊 吉 , 


3.6 日 (20 例 ), 3.0 日 (22 例 ), 1.8 日 (25 例 ) を 示し 
2. 同 液 中 に 上 を と り 45°, 50°, 55°C の 高温 に 


育 す る と , 45°C で は 貝 体 の 大 多数 が 24 時 間 生 存する に 鈴木 玄太: 同上 (後編 ), 鹿 応 医学 XVIIL, 439 
比べ て 50°, 55°C で は 生存 時 間 の 著 る し い 短 縮 を 見 , 448, 1938. 一 8) 鈴木 宮 太 , 関 豊 如 , 関根 正雄 : 


遇 虫 動物 体外 飼養 試験 続報 , 慶応 医学 , XX,, 865 一 
876, 1940. 一 9) 板東 丈夫 , 石崎 : の 前 
運動 に 及ぼ ば す 温 度 の 影響 , 東京 医学 雑誌 , VIX (3, 
4), 187~195, 1952. 


前 者 で は 15 30 分 , 後者 で は 1~2 分 で 貝 体 の 死滅 を 
認め た 。 

3. 同 液 の 産 は 39°~43°C の 高温 
育 の 場合 , 日 例 に 動 い が , 平均 産卵 持続 
数 は 温度 の 上 昇 に た より 短縮 し , その 傾向 は 39°C に 比べ 
4043°C で 著 明 で ある 。 又 無産 卵 例 も 41°, 43°C で は 
各 例 数 の 約 リョ ー リ 』 を 示し 明らか に 増大 し た 。 以 上 の 結 
果 よ り 見 て , 上 は 40°~43°C の 高温 に ょ り 生 存 力 
授 と 共に 産卵 能 た 相当 の 抑制 を 受け た も の と 思わ れる 。 

終り に 臨み , 終始 御 指導 と 御 校 闘 を 賜 つ た 森下 教授 に 
厚く 感 の 意 を 表す る . 本 論 要 昭和 27 年 11 月 
日 本 寄生 虫 学 会 近畿 支部 第 7 回 例会 に 於 て 発表 し た . 


Summary 


Being reared in 1 % saline solution at 39°-43°C, 
the average length of survival of the worms. 
lasted 7.0 days (in 30 cases) at 39°C, 4.7 days (in. 
32 cases) at 40°C, 3.5 days (in 30 cases) at 41°C, 
and 1.6 days (in 46 cases) at 43°C for the female, 
while for the male it lasted 5.2 days (in 18 cases), 
3.6 days (in 20 cases), 3.0 days (in 22 cases), and: 
1.8 days (in 25 cases) respectively. 

When reared at higher temperature, the most: 
of the worms survived about 24 hours at 45°C, 
but they died more rapidly at 50° and 55°C, 
surviving only 15-30 minutes and 1-2 minutes: 


1) 土橋 静 : の 宿主 体外 に け る 産卵 機能 , 
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respectively. 

The number of eggs laid by females in the 
same Ssolution varied day by day and also in 
each case, but their average egg-laying duration 
decreased as the temperature becomes higher, 
and this tendency was remarkable at 41°-43°C. 
Thus the non-egg-laying cases increased in num- 
ber distinctly at 41°-43°C, so that only 1/3-1/4 
of the females laid eggs. 

From these results, it can be resumed that the 
length of survival of the worms is much short- 
ened at high temperature such as 40°-43°C, and 
at the same time the egg-laying capacity of 
female is considerably repressed by such tem- 
perature, 


] 
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会 記 


1. 会 員 各 位 へ の 御 連絡 の 際 , 住所 不明 の た め 返 送 さ 
れる 郵便 物 が 可 成 り の 数 に 達し て 居り ます 。 人 授 会 等 の 場 
合 は 直ちに 学会 宛 御 通知 下さ い 。 

2. - 第 4 券 第 2 号 4 頁 学 会 規約 下段 こも あり ます よう 
に , 会 員 の 資格 を 失わ れる 会 費 未 納 の 期間 が 2 ヵ年 と な 
り ま し た 。 こ れ に 該当 され る 方 は 至急 未納 会 費 を 納入 下 
さい 。 若 し 御 都合 が 悪い よう で し た ら , その 旨 御 連絡 下 
され ば , 自然 退会 の 件 を 保留 いた し ます か ら 御 知ら せ 願 
いた いと 存じ ます 。 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・ 筑 3 号 


3. 学会 で は 下記 の バッ タク ナンバ ー を 筆 布 いた し ます 
の で 御 希 望 の 方 は 御 申 込 下 さい 。 
日 本 寄生 虫 会 記事 1 年 21 年 
但し , 1~9 年 は 各 冊 100 円 , 10~21 年 は 各 冊 200 
円 , 2, 4, 6, 8, 15 年 は 欠 本 , 3, 7, 11, 12, 13, 14, 
16~18 は 残部 僅少 と な っ て いま す 。 
寄生 虫 学 雑誌 第 1 巻 第 1 号 ( 昭 . 26. 10 発行 ) 1 部 150 
円 。 
寄生 虫 学 雑誌 2 巻 以 降 各 号 200 円 。 


日 本 学 文 献 集 吸虫 (山口 左 仲 編 , 昭和 15 
年 1 月 発行 ) 1 部 200 円 。 
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